
	 表紙上：	早朝、沖合のいけすから船で運んできた「かぼすブリ」を活魚トラックへ。小口の
注文にもすべて対応している（撮影・藤牧徹也）

	 表紙下：	のんびり泳いでいたのに引っ張り出されてご機嫌ナナメの「温泉とらふぐ」。海が
なくても温泉水で立派に育つ（撮影・川本聖哉）

	 裏表紙上：	日生町漁業協同組合のカキむき場。シーズンを迎えた「日生かき」の出荷に追われ、
一時も手を休めない（撮影・川本聖哉）

	裏表紙下右：	近畿大学水産研究所による完全養殖の魚介類を丁寧に盛りつける。切り身はどれも
分厚く、ボリュームたっぷり（撮影・大平正美）

	裏表紙下左：	船上で活き締めにして血抜きを施した「かぼすブリ」の箱詰め作業。水揚げされる
とすぐに氷詰めで各地に出荷される（撮影・藤牧徹也）

高成田享 「ひとしずく 『おらほのカキ』が奏でる新しい食文化」
有路昌彦 「市場も文化もこれから変わる」
大分県漁業協同組合 「養殖魚の味を変えた特産品『かぼす』」
近畿大学水産研究所 「養殖に対する〈負のイメージ〉を変えていく」
株式会社夢創造 「過疎に悩む地域を救うか？『温泉とらふぐ』」
日生町漁業協同組合 「カキとアマモのハーモニー」
上田勝彦 「養殖魚をおいしく食べるコツ」
山本剛史 「エサの変遷とこれからの養殖」
古賀邦雄 「水の文化書誌 淡水魚の増・養殖を図る」
編 集 部 「食の風土記 気候と純度の高い水が育む吉野葛」
中庭光彦 「魅力づくりの教え 歩くほどに物語が生まれる場」
坂本貴啓 「Go ! Go ! 109水系 人の力で〈川の恵み〉を取り戻せ！物部川」
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水の文化 49号　ひとしずく 2

人と自然に育てられた「殻付きのカキ」（長崎県・九十九島の焼き牡蠣） 写真：田中秀明／アフロ



「おらほのカキ」が奏でる新しい食文化3

　宮城県女川町尾浦は、三陸地方の典型的なリアス海岸で、島に

囲まれた入江ではカキやギンザケの養殖が盛んに行われている。海を

見渡すと、カキを養殖する筏
いかだ

が一面に浮かび、その合間にギンザケを

飼育する生け簀
す

が並んでいる。四年前の東日本大震災は、こうした

筏や生け簀をすべて流してしまったが、復興の槌音とともに、海辺の

人々の営みである養殖もだいぶ復活してきた。

　そんな様子を見ようと、昨年末、ある漁師の船に乗せてもらい、カキ

の水揚げ作業を見た。筏から海中に垂らしたロープに付いたカキを機

械で巻き揚げ、脱貝機でロープからカキをはずす。これが通常のやり

方なのだが、この漁師は網を使ってロープのカキを引き揚げ、ひとつひ

とつを手作業で大小により分けていた。このあたりの養殖業は、カキ

の身を取り出して袋詰めにする「むき身出荷」なのだが、この漁師は

単価の高い殻付きで出荷するため、殻が壊れないように大事に扱うと

ともに、大きなカキを選んでいたのだ。

　付加価値を付けるにはどうしたらよいのか、日本中の漁師も農民も

頭を痛めている。この女川の漁師は「殻付きのカキ」にその答えを見

つけたのだろう。欧米で生カキといえば、半身の殻の付いたカキにレ

モンをしぼり、ケチャップやホースラディッシュ（西洋わさび）を付けて

食べる。これに白ワインがあれば、もう何もいらないという人が多いの

で、オイスターバーというカキ専門店もある。日本でも近年、こうした食

べ方や料理店がふえてきたせいか、この漁師にも、もっと出荷量をふ

やしてほしいとの注文が来ているという。

　一個数百円の殻付きを食べるとなると、産地という情報が重要。

「この産地のカキは芳醇で柔らかい感触が絶品」といった評判が大事

だ。尾浦はどうなのだろうか、「ここのカキはうまいですか」と、言わず

もがなの質問をしたら、「食べてみればわかる」とニコリ。引き揚げた

ばかりのカキをひとつ握ると、ナイフでこじあけ、試食をさせてくれた。口

にいれた瞬間は、天然の海水ソースが浸みて塩辛かったのだが、カキ

の身をかじったとたん、口の中いっぱいに甘さが広がった。自然と出て

きた叫びは「甘い ！ 」だった。

　東北でカキ養殖を営む漁師はみな「おらほのカキがいちばん」と言

う。内湾の漁師は、柔らかな身のぷるんぷるんの食感を、外海の漁師

は、引き締まった身のぷりぷり感をまず自慢。そのあとは、背後にある

山を指して、「ここのカキは、あの山から流れて来る栄養たっぷりの植

物性プランクトンを食べて育ったのだから、うまいのは当たり前」と、講

釈を続ける。

　日本全体に目を広げれば、厚岸やサロマ湖が有名な北海道、三陸

沿岸から松島湾にかけての「おらほのカキ」、三重の的矢湾、広島や

岡山を拠点とする瀬戸内海、イワガキで知られる秋田の象
きさかた

潟や石川

の能登半島、スミノエガキやシカメガキの有明海など、カキ自慢の産地

は多い。シカメガキは戦後、米国に輸出されたのち現地で養殖され、ク

マモトの名で人気を得た。それならと、本家の熊本県はクマモトを復活

させた。

　それぞれのカキには、その地域の山と川と海のハーモニーと、漁師

たちの知恵と汗の物語が凝縮している。こうした物語とともに、各地

のカキを味わう専門店も、これからはふえていく。添えるのは白ワイン

だけでなく、各地の地酒もある。殻付きのカキが創り出す新しい日本

の食文化だ。

　カキに限らず、人々の知恵が織りなす養殖漁業には、それぞれの物

語があり、新しい食文化の創造が控えている。私たちがその文化に

魅入られるのは、もう運命だと言うしかない。東海に浮かぶ日本列島

に住む私たちには、海洋民族の血が脈 と々流れているのだから。

「おらほのカキ」が奏でる新しい食文化
高成田 享 さん

仙台大学教授／特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金理事長

高成田 享（たかなりた とおる）

1 9 4 8年（昭和 23）岡山生まれ。東京大学経済学部卒業。朝日新聞社入社。
アメリカ総局員（ワシントン）、経済部次長、論説委員などを経験。定年を機に
シニア記者として 2 0 0 8年（平成 20）1月から2 0 1 1年（平成 23）2月まで
石巻支局長を務める。2 0 1 1年 4月から仙台大学教授。震災後 2 0 1 2年（平
成 24）2月まで、政府の東日本大震災復興構想会議の委員を務める。震災で
親をなくした児童・生徒を支援する「東日本大震災こども未来基金」を2 0 1 1
年 4月に立ち上げる。ネットメディア「JBpress」で水産業や食文化などの持
論を展開。著書に『こちら石巻　さかな記者奮闘記～アメリカ総局長の定年チェ
ンジ』『話のさかな　高成田享と三陸おさかな探検隊』など。



魚
介
類
は
天
然
も
の
が
い
ち
ば
ん
、
養
殖
も
の
は
そ
の
代
替
品
―
―
そ

う
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
養
殖
は
ほ
ん
と

う
に
天
然
の
補
完
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
今
回
の
特
集
の
出
発
点
だ
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
お
米
や
野
菜
、
肉
類
の

ほ
と
ん
ど
が
人
為
的
に
育
て
ら
れ
た
も
の
。
魚
介
類
だ
け
が
「
な
ん
だ
、

養
殖
か
…
…
」
と
見
下
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
今
の
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
文
化
は
、
水
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
つ
つ
自
分
た
ち
で
こ
し
ら
え
て
き
た
。
な
ら
ば
、

水
と
密
接
に
か
か
わ
る
魚
介
類
も
、
人
が
育
て
た
養
殖
も
の
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

そ
こ
で
『
水
の
文
化
』
編
集
部
は
、
日
本
人
に
根
強
い
「
天
然
信
仰
」

に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
養
殖
の
実
態
を
見
て
い
っ
た
。

す
る
と
、
漁
獲
量
や
味
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
養
殖
に
対

す
る
期
待
値
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
た
。「
天
然
も
の
に
近
づ
け
よ

う
」
と
努
力
し
て
き
た
は
ず
の
養
殖
が
、
実
は
天
然
も
の
に
は
な
い
別

の
価
値
を
す
で
に
も
ち
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
実
感
も
得
た
。

今
号
は
〈
変
わ
り
ゆ
く
養
殖
〉
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て

い
き
た
い
。
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水の文化 49号　特集「変わりゆく養殖」 6

日
本
の
魚
食
文
化
は

養
殖
に
よ
っ
て
深
ま
っ
た

　

不
漁
の
日
も
あ
れ
ば
、
海
が
し
け
て
船

を
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
漁
業
と
は
そ

う
い
う
も
の
で
す
。
魚
類
の
養
殖
は
、
そ

の
よ
う
な
不
安
定
さ
を
和
ら
げ
、
安
定
的

な
収
入
を
得
る
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
技
術
的
に
は
、
1 

9 

5 

0
年

代
に
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
が
完
成
さ
せ

た
「
小
割
（
網
い
け
す
）
式
養
殖
」
が
、

今こ
ん
に
ち日

世
界
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
養
殖
の

原
点
で
す
（
p  

16
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

養
殖
業
の
発
展
は
、
天
然
資
源
の
減
少

や
食
糧
難
へ
の
対
応
と
い
っ
た
政
策
的
な

背
景
も
あ
る
も
の
の
、
本
質
的
に
は
多
様

化
す
る
需
要
に
こ
た
え
「
お
い
し
い
魚
」

を
安
定
的
に
供
給
す
べ
く
生
産
者
側
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
き
た
結
果
で
す
。

　

現
在
、
養
殖
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ブ
リ
、

マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
、
天

然
で
は
常
に
揚
が
る
と
は
限
ら
な
い
高
級

魚
で
す
。
か
つ
て
は
盆
や
正
月
く
ら
い
に

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
〈
ハ
レ
の
日
の
ご
ち

そ
う
〉
で
あ
り
、
高
級
割
烹
で
し
か
味
わ

え
な
い
魚
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を

回
転
寿
司
や
フ
グ
料
理
の
チ
ェ
ー
ン
店
で

い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　

養
殖
以
前
、
庶
民
の
食
卓
に
上
る
の
は
、

ア
ジ
の
開
き
や
メ
ザ
シ
く
ら
い
で
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
魚
が
主

に
干
物
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
近
年
は
ア
ジ
、

サ
バ
、
イ
ワ
シ
と
い
っ
た
大
衆
魚
の
消
費

量
が
減
っ
て
い
る
た
め
「
魚
食
文
化
の
衰

退
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
違
う

と
思
い
ま
す
。
家
庭
内
食
だ
け
で
な
く
外

食
も
見
れ
ば
、
高
級
魚
を
食
べ
る
機
会
は

明
ら
か
に
増
え
て
お
り
、
一
人
が
食
べ
る

量
も
増
え
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
お
い
し

い
魚
を
お
い
し
い
か
た
ち
で
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
日
本
の
魚
食
文
化
は
む

し
ろ
深
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。

　

世
界
的
に
見
れ
ば
、
養
殖
魚
介
類
の
生

産
量
は
2 

0 

1 

2
年
（
平
成
24
）
に
6 

6 

0 

0
万
ト
ン
に
達
し
（
図
1
）、
牛
肉
の
6 

3 

0 

0
万
ト
ン
を
上
回
り
ま
し
た
。
国
民
の

1
日
当
た
り
の
た
ん
ぱ
く
質
供
給
量
で
は
、

魚
介
類
と
肉
類
が
ほ
ぼ
同
じ
で
す
（
図
2
）。

養
殖
業
は
人
類
に
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を

供
給
す
る
重
要
な
産
業
な
の
で
す
。

完
全
養
殖
は
持
続
可
能
な
技
術

　

養
殖
魚
は
、
世
界
的
に
普
及
す
る
一
方
、

日
本
で
は
相
変
わ
ら
ず
天
然
魚
よ
り
下
に

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
然
資
源
の
現
状
は
、

有路 昌彦 さん
ありじ まさひこ

近畿大学農学部水産学科 水産経済学研究室 准教授／
農学博士

1975年（昭和 50）福岡県生まれ。2002年（平成 14）京都大学大学院
農学研究科生物資源経済学専攻博士課程修了。株式会社UFJ総合研究
所、民間コンサルティング会社役員などを経て、2009年（ 平成 21）から
現職。食品安全委員会企画等専門調査会委員、日本水産学会水産政策委
員・編集委員、日本学術会議連携会員を兼務。ブリなどの国内養殖魚の加
工・販売を行なう株式会社食縁の代表取締役でもあり、2015年（平成 27）
秋からは海外へ日本の魚食文化を発信していく。

市
場
も
文
化
も
こ
れ
か
ら
変
わ
る

―
―
目
覚
ま
し
い
進
化
を
遂
げ
た
養
殖

日
本
の
養
殖
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
か
？　

水
産
業
の
自
由
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
研
究
し
、
養
殖

漁
業
の
識
者
と
し
て
知
ら
れ
る
近
畿
大
学
農
学
部
の
有
路
昌
彦
准
教
授
に
話
を
聞
い

た
。
有
路
さ
ん
は
、
日
本
の
個
々
の
養
殖
技
術
は
優
れ
て
い
る
の
で
組
み
合
わ
せ
次

第
で
競
争
力
の
高
い
産
業
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
日
本
の

養
殖
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

変わりゆく養殖　総論



市場も文化もこれから変わる――目覚ましい進化を遂げた養殖7

2012年　漁業総生産量　1億 5800万トン

漁獲量　9130万トン（57.8％）

海面
7970万トン
（50.4％）

海面
2470万トン
（15.6％）

内水面
1160万トン
（7.3％）

内水面
4190万トン
（26.5％）

養殖生産量　6660万トン（42.2％）

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

養殖業生産額
（億円）

1991年（平成 3）
7,364億円（ピーク時）

2012年（平成 24）
4,842億円海面

内水面

漁業・養殖業生産額に占める
養殖業の割合 （％）

0

20

40
34%

60

80

100％

0

2,000

4,000

6,000

8,000
億円

穀類
19.7g

いも類
0.8g

豆類
6.9g

野菜
3.1g

果実
0.9g肉類

15.1g

鶏卵
5.7g

牛乳
乳製品

7.8g

魚介類
14.6g

海藻類
0.7g

みそ・しょうゆ・その他
3.3g

総生産量
486万トン

ブリ類
26.3万

マダイ
7.2万

ウナギ
1.8万

サケ類
15.1万

コンブ類
10.7万

ホタテガイ
50.0万

クロマグロ
1.8万

養殖 22％
61％

37％ 32％ 6％

99％

79％
53％

天然 78％

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
な

ど
の
公
式
見
解
よ
り
常
に
悪
い
と
考
え
て

く
だ
さ
い
。
資
源
の
減
少
は
自
国
の
漁
獲

可
能
量
を
減
ら
し
か
ね
ず
、
各
国
と
も
事

実
は
認
め
づ
ら
い
た
め
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
も

ウ
ナ
ギ
も
漁
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
難
問
を
解
決
す
る
の
が
「
完
全
養

殖
」
で
す
（
注
1
）。
完
全
養
殖
と
は
、
親

に
卵
を
生
ま
せ
て
幼
魚
（
人
工
種
苗
﹇
注

2
﹈）
を
つ
く
り
、
成
魚
に
ま
で
育
て
た
ら
、

さ
ら
に
そ
の
卵
か
ら
種
苗
を
つ
く
る
技
術

で
す
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
2 

0 

0 

2
年

（
平
成
14
）
に
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
が
32

年
が
か
り
で
完
全
養
殖
に
成
功
し
、
量
産

態
勢
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ナ
ギ
は
、
実
験
で
は
完
全
養
殖
に
成

功
し
て
い
ま
す
が
、
量
産
技
術
は
確
立
し

て
お
ら
ず
、
海
や
川
で
幼
魚
（
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
）
を
獲
っ
て
き
て
育
て
る
「
畜
養
」
が

続
い
て
い
ま
す
（
注
3
）。
幼
魚
の
枯
渇
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で

す
。
真
に
持
続
可
能
な
技
術
は
、
生
産
調

整
で
も
畜
養
で
も
な
く
完
全
養
殖
だ
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
養
殖
技
術
は
持
続
可
能
な
も
の

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
エ
サ
も
、
再

生
可
能
な
植
物
性
原
料
（
コ
ー
ン
グ
ル
テ
ン

な
ど
）
を
使
用
し
た
り
、
加
工
時
に
出
る

ブ
リ
の
ア
ラ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
取
り
組

み
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。　

天
然
魚
を
超
え
つ
つ
あ
る

養
殖
魚
の
味
と
人
気

　

養
殖
魚
の
味
は
、
こ
こ
十
数
年
で
か
な

り
向
上
し
ま
し
た
。
エ
サ
の
進
歩
に
よ
っ

図 1 世界の漁業総生産に占める養殖業の割合（2012年）

世界の漁業総生産量から見ると、養殖の割合は4割を超えている。生産量も年々伸びている。海に囲まれた
日本と違って、世界規模で見ると養殖における内水面の割合が高いことがわかる。
「The State of the World Fisheries and Aquaculture 2014」（世界漁業・養殖業白書）をもとに編集部作成。
※四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある

図 3 日本の養殖業生産額と漁業・養殖業生産額に占める割合の変化（2012年）

養殖業の生産額は1991年（平成 3）をピークに減少傾向だったが、
2009年（平成 21）から回復傾向を見せている。
出典：水産庁「水産白書 平成 26年版」（データは農林水産省「漁業・養殖業生産統計」をもとに水産庁作成）　
※生産額の合計には種苗養殖を含む　※ 2011年（平成 23）調査は岩手県、宮城県、福島県の一部を除く結果

図 4 日本の漁業・養殖業の生産量および魚種ごとの養殖の割合（2012年）

総生産量に占める養殖の割合は22％。魚種別ではウナギとマダイ、ブリ類の養殖比率が高い。
出典：水産庁「水産白書 平成 26年版」（データは農林水産省「漁業・養殖業生産統計」をもとに水産庁作成）　
※ホタテガイの「天然」は地まき式（稚貝を浅海にまき、自然に成長させて収獲する方法）による漁獲

図 2 国民 1人・1日当たり
 たんぱく質供給量
日本人は1日1人当たり78.6gのたんぱく質
を摂取している。このうち魚介類は14.6g。海
藻類を合わせると15.3gとなり、肉類（牛肉、
豚肉、鶏肉）の15.1gを上回っている。
出典：農林水産省「平成 25年度食料需給表」

（注 1）完全養殖

人工孵化から育てた成魚が産卵し、その卵をもとにふた
たび人工孵化を行なうこと。天然の卵や幼魚に頼らずに
持続的な養殖を行なうこと。クロマグロに続き、2010年
（平成 22）にはウナギの完全養殖に成功している。

（注 2）人工種苗

養殖または漁獲された親から人工的に生産された
幼生や稚魚などを指す。これに対して、自然の海
や川で獲れた稚魚のことを「天然種苗」と呼ぶ。

（注 3）畜養

海や川で捕獲してきた魚をいけすなどで育てるこ
と。大きくして高値で販売するなどの目的で行なわ
れている。
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業
条
件
が
よ
く
世
界
屈
指
の
技
術
も
も
っ

て
い
る
。
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
天
然

資
源
が
減
少
す
る
な
か
、
高
級
魚
の
需
要

は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
は

人
口
が
減
少
し
、
縮
小
す
る
市
場
で
同
業

が
シ
ェ
ア
を
奪
い
合
っ
て
い
る
。
今
こ
そ

私
た
ち
は
協
力
し
て
海
外
に
出
て
、
利
益

を
分
け
合
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
大
の
問
題
は
流
通
で
す
。
国
内
で
は
、

鮮
魚
を
そ
の
ま
ま
早
く
届
け
る
こ
と
に
腐

心
し
て
き
ま
し
た
が
、
海
外
に
送
る
場
合

は
、
チ
ル
ド
空
輸
で
も
2
〜
3
日
、
船
で

冷
凍
な
ら
1
カ
月
か
か
る
の
で
産
地
で
の

加
工
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
水
揚
げ
後
す
ぐ

に
締
め
た
も
の
を
お
ろ
し
て
真
空
パ
ッ
ク

に
す
る
。
こ
う
し
た
商
品
づ
く
り
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
な
ど
で
は
盛
ん
で
す
が
、
日
本
で

は
養
殖
魚
の
流
通
量
全
体
の
20
％
程
度
。

海
外
進
出
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、

日
本
の
H
A
C
C
P
（
注
4
）
普
及
率
は
約

20
％
と
低
い
。
こ
れ
も
改
善
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人
々
は
日
本
人
に
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ
て
日
本
で
成
功
し
、

そ
れ
を
足
掛
か
り
に
い
ま
や
世
界
中
で
年

間
1 

3 

7
万
ト
ン
も
の
サ
ー
モ
ン
を
売
っ

て
い
ま
す
。
日
本
も
同
じ
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。
個
々
の
技
術
は
す
べ
て
ノ
ル

ウ
ェ
ー
よ
り
勝
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
食

料
品
の
異
様
な
安
さ
も
有
利
に
働
き
ま
す
。

て
か
つ
て
の
〈
養
殖
臭
〉
は
消
え
、
同
じ

味
の
魚
を
通
年
供
給
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
養
殖
ブ
リ
な
ど
は
方
法

次
第
で
天
然
の
味
を
超
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
値
が
つ
く
天
然
マ
ダ
イ
は
、
高
級
割

烹
向
け
が
多
く
、
小
売
店
で
並
ぶ
天
然
も

の
は
養
殖
と
大
差
な
い
値
で
す
。
高
価
な

天
然
ト
ラ
フ
グ
は
す
ば
ら
し
く
美
味
で
す

が
、
年
間
数
百
ト
ン
し
か
水
揚
げ
さ
れ
ま

せ
ん
。
養
殖
で
は
6 

0 

0 

0
ト
ン
生
産
さ

れ
て
お
り
、
安
定
し
た
品
質
で
気
軽
に
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
フ
グ
は
、
エ
サ

を
は
じ
め
個
体
に
入
る
物
質
を
管
理
す
る

技
術
で
毒
の
な
い
も
の
を
完
全
養
殖
で
生

産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
養
殖
魚
は
利
便
性
が
高

い
の
で
す
が
、
天
然
魚
よ
り
低
く
見
ら
れ

る
。
そ
の
差
異
を
埋
め
る
た
め
の
付
加
価

値
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
重
要
な
の
が
、
完
全
養
殖
は
資
源

を
守
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
い
う
こ
と
。

次
に
、
生
育
環
境
や
エ
サ
が
管
理
さ
れ
、

ど
こ
で
何
を
食
べ
、
ど
う
い
う
薬
が
使
わ

れ
て
育
っ
た
か
が
す
べ
て
わ
か
る
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
安
全
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
「
養
殖
」
を
前
面

に
打
ち
出
せ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

大
阪
梅
田
と
東
京
銀
座
に
あ
る
養
殖
魚

専
門
料
理
店
「
近
大
卒
の
魚
と
紀
州
の
恵

み 

近
畿
大
学
水
産
研
究
所
」
の
賑
わ
い

を
見
て
く
だ
さ
い
。
2
カ
月
先
ま
で
予
約

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
料
理
の
腕
が
超
一
流

の
お
店
は
ほ
か
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
け
れ

ど
も
「
近
大
の
養
殖
魚
を
食
べ
た
い
」
と

い
う
人
々
が
押
し
寄
せ
る
、
そ
ん
な
時
代

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

人
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
で
ず
っ
と
天

然
魚
の
後
塵
を
拝
し
て
き
た
養
殖
魚
が
、

よ
う
や
く
天
然
魚
を
超
え
つ
つ
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

日
本
の
優
れ
た
養
殖
魚
を

今
こ
そ
海
外
へ

　

養
殖
魚
は
、
品
質
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
工
業
製
品
に

似
て
い
ま
す
。
一
方
、
自
然
と
つ
き
あ
う

分
野
で
す
か
ら
、
職
人
的
な
技
や
経
験
、

生
物
学
的
な
知
識
も
必
要
で
、
き
わ
め
て

農
業
的
で
す
。
し
か
し
土
地
制
約
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
は
広
い
海
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
南
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
北
で
ホ
タ
テ

や
サ
ケ
類
と
い
っ
た
よ
う
に
、
多
様
な
魚

介
類
を
生
産
で
き
る
の
で
す
。
日
本
は
漁

（注 4）HACCP

Hazard Analysis and Critical Control Pointの略。原料の搬入から製造・出
荷までの過程で、衛生上留意すべき重要ポイントを継続的に監視・記録する衛生
管理システム。異常が発生したら速やかに対策を講じる体制を整える目的がある。
欧米では導入が義務化されているが、日本では企業の自主性に委ねられている。

図 5 日本の水産物輸出量・輸出金額の推移
輸出量、輸出金額ともに東日本大震災前の水準に戻りつ
つある。品目別ではホタテガイの輸出が拡大しているという。
出典：水産庁「水産白書 平成 26年版」（データは財務省「貿易統計」）

図 6 世界の漁業・養殖業生産量と今後の予測
2014年（平成 26）2月、世界銀行は FAO及び国際食
糧政策研究所などと共同で 2030年における世界の漁業・
養殖業について分析・予測した報告書を発表。2030年に
は養殖水産物が50％を超え、さらに食用向け需要の62％
が養殖水産物になると予測している。
出典：水産庁「水産白書 平成 26年版」（データはThe World Bank
「Fish to 2030」）
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
、
加
工
、
流
通

の
さ
ま
ざ
ま
な
既
存
技
術
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
日
本
の
養
殖
業
は
、
競
争
力

の
高
い
産
業
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
の
で
す
。

　

輸
出
は
国
内
市
場
に
も
変
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。
例
え
ば
、
一
般
的
な
飲
食
店
で

刺
し
身
の
盛
り
合
わ
せ
を
注
文
す
る
と
、

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、
サ
ー
モ
ン
、
モ
ン
ゴ
ウ

イ
カ
、
甘
エ
ビ
な
ど
が
出
て
き
ま
す
ね
。

す
べ
て
外
国
産
の
冷
凍
で
す
。
毎
日
注
文

が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
注

文
を
受
け
る
た
び
に
解
凍
し
、
切
っ
て
出

す
。
つ
ま
り
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、
カ
ン
パ
チ

な
ど
も
同
じ
方
法
で
提
供
で
き
れ
ば
、
も

っ
と
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
ま
す
。

日
本
国
内
に
輸
出
す
る
つ
も
り
で
取
り
組

め
ば
よ
く
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
ど
の
国
に

も
出
せ
る
の
で
す
。
行
な
う
べ
き
こ
と
は
、

買
い
手
が
必
要
と
す
る
も
の
を
提
供
す
る

た
め
に
加
工
技
術
を
高
度
化
さ
せ
る
と
い

う
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

　

私
が
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社
食
縁
と

い
う
会
社
が
、
近
々
北
米
へ
の
ブ
リ
輸
出

を
始
め
ま
す
。
ブ
リ
は
大
変
競
争
力
の
高

い
魚
で
す
。
日
本
近
海
だ
け
に
生
息
す
る

魚
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
に
対
応
し
や
す

い
。
寿
司
や
刺
し
身
は
も
ち
ろ
ん
ス
テ
ー

キ
に
も
な
り
、
煮
て
も
揚
げ
て
も
う
ま
い
。

脂
質
が
豊
富
で
小
骨
が
な
い
の
は
、
北
米

で
と
て
も
好
ま
れ
ま
す
。
ブ
リ
の
同
属
で

（注 5）

養殖と水産用医薬品：養殖経営には水産物の生存率が大きく影響するので病気への対応が重要になる。海面での養殖では抗菌
性の水産用医薬品が使われていたが、1997年（平成 9）年に連鎖球菌症のワクチンが市販されたことをきっかけに各種ワクチン
が開発され、病気は激減。現在はワクチンが主流で、抗菌性医薬品、抗生物質などは使用量が大幅に減った。市販されているワ
クチンは感染力をなくした「不活化ワクチン」で、薬事法に基づく国の承認や検定などで安全性と有効性が確認されている。総論　変わりゆく養殖

分
に
味
わ
う
方
法
で
す
。
脂
質
を
感
じ
る

の
は
、
舌
の
上
面
だ
か
ら
で
す
。

　

ト
ラ
フ
グ
の
刺
身
「
て
っ
さ
」
は
、
1

枚
（
薄
け
れ
ば
2
枚
）
口
に
入
れ
た
ら
奥
歯

で
よ
く
噛
み
、
反
対
側
の
奥
歯
の
方
へ
舌

の
上
を
移
動
さ
せ
る
と
う
ま
み
が
口
じ
ゅ

う
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
ト
ラ
フ
グ
の
身
に
特

有
の
弾
力
を
与
え
て
い
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の

隙
間
に
イ
ノ
シ
ン
酸
、
グ
リ
シ
ン
や
リ
ジ

ン
と
い
っ
た
う
ま
み
成
分
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
て
、
噛
む
こ
と
で
そ
れ
が
出
て
く

る
の
で
す
。

　

今
で
は
こ
う
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
店
も
減
り
ま
し
た
。
魚
の
味
わ
い
方
に

は
、
日
本
人
自
身
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。

　

各
地
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
お
い
し

い
食
べ
方
」
に
も
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
宇
和
島

風
鯛
め
し
」。
マ
ダ
イ
の
刺
身
に
胡
麻
醤

油
を
つ
け
て
ご
飯
に
載
せ
、
海
苔
を
散
ら

し
、
卵
黄
を
落
と
し
て
食
べ
る
。
私
が
思

う
に
、
こ
れ
は
マ
ダ
イ
な
ら
で
は
の
お
い

し
さ
を
最
大
限
に
楽
し
め
る
食
べ
方
で
す
。

　

養
殖
魚
の
普
及
に
よ
り
、
私
た
ち
は
こ

う
し
た
文
化
を
も
身
近
に
引
き
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
に
も
飲
食
店
に

も
〈
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
〉
と
そ
の
本

質
を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
10
月
29
日
取
材
）

は
、
ハ
ワ
イ
の
コ
ナ
カ
ン
パ
チ
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ヒ
ラ
マ
サ
が
す
で
に
世
界

で
市
場
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、
私
が
思

う
に
ブ
リ
の
方
が
断
然
お
い
し
い
の
で
、

逆
に
好
都
合
な
の
で
す
。

日
本
の
ウ
ナ
ギ
文
化
は

養
殖
マ
ナ
マ
ズ
が
守
る

　

魚
を
買
う
と
き
、
消
費
者
の
方
々
に
考

え
て
ほ
し
い
こ
と
は
ま
ず
「
薬
」
で
す
。

養
殖
魚
に
は
薬
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
を
使
う

か
ら
危
険
だ
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
す
。

天
然
魚
に
は
た
い
て
い
寄
生
虫
が
つ
い
て

い
ま
す
。
治
療
薬
を
適
切
に
用
い
、
健
康

に
育
っ
た
魚
は
安
全
な
の
で
す
（
注
5
）。

　

も
ち
ろ
ん
薬
剤
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い

方
法
も
探
し
て
い
ま
す
。
魚
病
治
療
薬
は

高
価
で
す
し
、
誰
も
使
い
た
く
な
い
の
で

す
。
ブ
リ
の
体
表
に
つ
き
や
す
い
ハ
ダ
ム

シ
は
、「
金
網
」
で
解
決
で
き
る
範
囲
も
大

き
い
。
い
け
す
を
金
網
で
つ
く
る
か
、
い

け
す
の
底
な
ど
に
金
網
を
入
れ
て
お
く
と
、

ブ
リ
が
自
分
で
体
を
こ
す
り
つ
け
て
ハ
ダ

ム
シ
を
落
と
す
の
で
す
。

　

2
つ
め
は
、
そ
の
魚
種
で
な
け
れ
ば
絶

対
に
経
験
で
き
な
い
味
と
そ
う
で
も
な
い

味
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

例
え
ば
、
ウ
ナ
ギ
の
味
は
マ
ナ
マ
ズ
で
も

得
ら
れ
る
の
で
す
。
マ
ナ
マ
ズ
は
日
本
各

地
（
沖
縄
、
北
海
道
、
離
島
を
除
く
）
に
生
息

す
る
魚
で
、
古
く
は
ウ
ナ
ギ
よ
り
多
く
食

べ
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
は
あ

ま
り
食
用
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
エ
サ
を
選
び
、

与
え
る
順
番
を
工
夫
す
れ
ば
味
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
や
す
い
。
し
か
も
既
存
の
エ
サ

の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
ま
す
。

　

完
全
養
殖
ウ
ナ
ギ
の
量
産
開
始
ま
で
、

あ
と
10
年
は
要
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
大
幅
な
採
捕
量
制
限
は

確
実
で
、
養よ

う
ま
ん鰻

業
者
の
倒
産
は
目
前
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
5 

0 

0
億
円
を
超
え
る
ウ

ナ
ギ
市
場
に
代
替
品
を
送
り
込
む
必
要
が

あ
る
。
そ
の
選
択
肢
は
マ
ナ
マ
ズ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
マ
ナ
マ
ズ
は
完
全
養
殖
が
可

能
で
、
ウ
ナ
ギ
用
の
い
け
す
で
量
産
す
る

技
術
も
で
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ウ
ナ
ギ
文
化
を
「
代
替
」
と
い

う
方
法
で
守
る
。
こ
う
し
た
提
案
が
で
き

る
の
も
養
殖
の
技
術
な
の
で
す
。

日
本
人
が
忘
れ
て
い
る

味
わ
い
方
を
取
り
戻
す

　

最
後
に
も
う
一
つ
。
私
た
ち
は
魚
の
味

わ
い
方
と
い
う
も
の
を
思
い
出
し
た
い
で

す
ね
。
例
え
ば
、
ブ
リ
ト
ロ
（
ブ
リ
の
お
な

か
の
身
）
を
刺
身
で
食
べ
る
と
き
は
、
舌

の
上
に
載
せ
る
の
が
、
脂
の
う
ま
み
を
存
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大分県漁業協同組合

おさかなランド
わさだ店

大分空港

大分

蒲江

臼杵

佐伯

別府

重宝水産株式会社

森岡水産
大分県漁業協同組合

下入津支店

養
殖
魚
の
味
を
変
え
た
特
産
品

「
か
ぼ
す
」

こ
こ
数
年
、
ゆ
ず
や
み
か
ん
と
い
っ
た
柑
橘
類
を
エ

サ
に
取
り
入
れ
た
「
フ
ル
ー
ツ
魚
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
も
と
も
と
は
身
の
変
色
を
抑
え
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
技
術
だ
が
、
生
臭
さ
を
緩
和
し
て
味
を
高

め
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
、
各
地
で
ブ
ラ
ン
ド
化

が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
の
代
表
例
が
大
分
県
漁

業
協
同
組
合
の
推
進
す
る
「
か
ぼ
す
ブ
リ
」
と
「
か

ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」
だ
。
特
産
品
の
か
ぼ
す
を
用
い
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
生
ま
れ
る
の
か
。

成長の度合いで分けたいけすから、注文を
受けた数だけかぼすブリをすくう

国土地理院基盤地図情報「大分県」及び、国土交通省国土数値情報「鉄道データ
（平成 25年）、高速道路時系列データ（平成 25年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情
報を使用した。（承認番号　平 26情使、第 787号）

変わりゆく養殖　Report 1

さ
っ
ぱ
り
し
た
味
わ
い
の

大
分
産
ブ
ラ
ン
ド
魚

　

大
分
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

ト
キ
ハ
わ
さ
だ
タ
ウ
ン
1
階
に
あ
る
大
分

県
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
大
分
県
漁
協
）
の

直
販
店
「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
」
で
は
、
お

よ
そ
3
年
前
か
ら
「
か
ぼ
す
ブ
リ
」
と

「
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」
を
販
売
し
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
全
国
に
名
が
知
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
県
民
に
も
「
新
し
い
大
分
の

ブ
ラ
ン
ド
魚
」
と
し
て
浸
透
し
て
き
た
。

販
売
価
格
は
切
り
身
1 

0 

0
g
当
た
り
、

か
ぼ
す
ブ
リ
が
4 

0 

0
円
ほ
ど
、
か
ぼ
す

ヒ
ラ
メ
が
約
9 

0 

0
円
と
や
や
高
め
だ
。

　

店
長
の
小こ

め

ら
米
良
一
郎
さ
ん
は
「
年
配
の

方
は
養
殖
に
抵
抗
感
を
も
つ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
養
殖
魚
が
嫌
わ
れ
る
最
大

の
要
因
は
エ
サ
か
ら
く
る
独
特
の
く
さ
み

で
す
が
、
か
ぼ
す
ブ
リ
、
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ

と
も
に
そ
れ
が
少
な
い
ん
で
す
」
と
語
る
。

　

例
え
ば
ブ
リ
の
場
合
、
そ
の
と
き
の
漁

獲
量
に
左
右
さ
れ
る
も
の
の
、
最
近
は
天

然
も
の
が
豊
漁
の
た
め
、
養
殖
も
の
の
方

が
高
値
だ
。
消
費
者
は
普
通
高
値
の
も
の

を
高
級
と
見
な
す
こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、

こ
と
魚
に
関
し
て
は
天
然
も
の
を
優
先
す

る
傾
向
が
強
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
ぼ
す
ブ
リ
は
、
養
殖
も

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
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の
で
あ
り
な
が
ら
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ

い
で
、
く
さ
み
も
少
な
い
。
そ
の
違
い
は

食
べ
比
べ
て
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
か
ぼ

す
ブ
リ
は
、
普
通
の
養
殖
も
の
よ
り
も
さ

ら
に
高
い
値
が
つ
い
て
い
る
が
、
小
米
良

さ
ん
に
よ
る
と
、
か
ぼ
す
ブ
リ
に
切
り
替

え
る
人
が
年
々
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
最
初
は
『
か
ぼ
す
を
ブ
リ
に
か
け
て
食

べ
る
の
？
』
と
誤
解
し
て
い
る
人
も
い
ま

し
た
が
、
生
産
過
程
や
な
ぜ
臭
い
が
少
な

い
の
か
を
ご
説
明
し
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
以
前
は
ブ
リ
よ
り

も
カ
ン
パ
チ
の
方
が
売
れ
行
き
は
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
か
ぼ
す
ブ
リ
が
逆
転

し
た
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
。
か
ぼ
す
ヒ

ラ
メ
に
は
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

販
売
開
始
当
初
こ
そ
、
物
珍
し
さ
に
惹

か
れ
て
買
う
人
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
リ

ピ
ー
タ
ー
は
着
実
に
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

大
分
県
で
生
ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
魚
は
、
ど

の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
？　

ま

ず
は
大
分
県
臼う

す
き杵

市
に
あ
る
か
ぼ
す
ブ
リ

の
養
殖
場
に
飛
ん
だ
。

大
ベ
テ
ラ
ン
が
う
な
っ
た

ブ
リ
の
脂
質
の
変
化

　

臼
杵
市
の
重じ

ゅ
う
ほ
う宝水

産
株
式
会
社
の
従
業

員
た
ち
は
、
11
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、

毎
日
朝
早
く
か
ら
か
ぼ
す
ブ
リ
の
出
荷
作

業
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

沖
に
設
置
さ
れ
た
い
け
す
ま
で
船
で
移

動
し
、
出
荷
用
に
選
別
さ
れ
た
い
け
す
か

ら
、
注
文
を
受
け
た
分
だ
け
ブ
リ
を
す
く

う
。
市
場
に
卸
す
、
あ
る
い
は
宅
配
便
で

送
る
分
は
船
上
で
一
尾
ず
つ
活
き
締
め
に

し
て
血
抜
き
し
、
陸
に
戻
っ
て
県
産
ブ
ラ

ン
ド
を
示
す
タ
グ
を
つ
け
て
箱
詰
め
す
る
。

関
東
エ
リ
ア
へ
の
出
荷
も
多
い
。
航
空
便

を
使
え
ば
、
そ
の
日
の
夜
に
は
築
地
な
ど

の
市
場
に
運
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
活

魚
の
ま
ま
送
る
専
用
の
活
魚
船
や
活
魚
ト

ラ
ッ
ク
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

出
荷
作
業
を
終
え
る
と
、
次
は
エ
サ
や

り
。
再
び
船
で
い
け
す
に
向
か
う
。
船
に

は
冷
凍
し
た
小
魚
と
配
合
飼
料
と
か
ぼ
す

を
撹
拌
し
て
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
（
水
分

を
含
ん
だ
固
形
飼
料
）
を
つ
く
る
機
械
が
備

え
ら
れ
て
お
り
、
船
か
ら
直
接
い
け
す
に

エ
サ
が
ま
か
れ
る
。
ペ
レ
ッ
ト
は
か
ぼ
す

の
果
汁
が
1
％
配
合
さ
れ
た
特
別
な
も
の

で
、
か
ぼ
す
ブ
リ
の
場
合
、
出
荷
ま
で
に

こ
の
エ
サ
を
30
回
与
え
る
基
準
が
あ
る
。

「
も
と
も
と
ブ
リ
の
血
合
い
の
変
色
を
遅

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
話
を
聞
い
た
と
き
は
『
そ
こ
ま
で
や

ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
』
と

思
い
ま
し
た
」　

　

そ
う
話
す
の
は
重
宝
水
産
代
表
の
佐
々

木
兼け

ん
し
ょ
う照

さ
ん
。
か
ぼ
す
ブ
リ
は
赤
身
部
分

大分県漁協の直販店「おさかなランドわさだ店」に並べられたかぼすブリとか
ぼすヒラメの切り身と刺し身
右上：おさかなランドわさだ店 店長の小米良一郎さん

上：沖にあるかぼすブリの
いけすに向かう重宝水産
の社員と大分県漁協の職
員。出荷には必ず大分県
漁協の職員が立ち会い、
作業を手伝う／左：急所と
なる延髄を一瞬で切断し
て氷水のなかに入れて血
抜きする。鮮度を保つため
の大事な作業だ

上：船から水揚げされたかぼすブリ。まずは一尾ずつ計量し、タグをつける／左：ひ
と目でわかるようにシールを貼った出荷用のトロ箱（魚箱）。シール貼りも全員で行
なう。氷を敷いたトロ箱にかぼすブリを一尾ずつ入れ、さらに上から氷を載せて蓋を
閉める。トラック便や航空便、宅配便などで出荷する
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ラ
メ
小
屋
」
に
は
生
育
状
況
で
分
け
た
水

槽
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
水
槽

内
の
海
水
は
一
年
を
通
じ
て
循
環
さ
せ
て

お
り
、
ヒ
ラ
メ
の
エ
サ
食
い
を
よ
く
す
る

べ
く
水
量
や
酸
素
濃
度
を
絶
え
ず
調
整
す

る
た
め
電
気
使
用
料
は
か
な
り
の
も
の
。

「
出
荷
基
準
と
な
る
7 

0 

0
g
以
上
に
育

つ
ま
で
約
10
カ
月
か
か
り
ま
す
。
出
荷
数

の
1
割
を
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
と
し
て
出
荷
し

た
い
で
す
ね
」

　

森
岡
さ
ん
に
よ
る
と
、
国
内
の
養
殖
業

者
の
脅
威
は
、
2 

0 

0 

0
年
（
平
成
12
）
ご

ろ
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
韓
国
産
の
養
殖
ヒ
ラ
メ
だ
。

「
韓
国
産
は
安
い
の
で
、
国
内
市
場
の
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
35

軒
の
ヒ
ラ
メ
業
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
魚

種
を
変
え
た
り
、
廃
業
が
相
次
ぎ
、
今
は

21
業
者
で
す
」
と
森
岡
さ
ん
は
言
う
。

　

ピ
ー
ク
時
で
約
1 

9 

0 

0
ト
ン
を
誇
っ

て
い
た
大
分
県
産
の
出
荷
量
が
下
降
線
を

た
ど
る
な
か
、
蒲
江
地
区
の
ヒ
ラ
メ
養
殖

を
担
当
す
る
大
分
県
漁
協
下
入
津
支
店
業

務
係
長
、
久く

す

め

ぎ

壽
米
木
啓け

い
じ
ゅ壽

さ
ん
は
「
韓
国

産
の
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
隆
盛
も
鑑
み
る
と
、

か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
と
い
う
新
た
な
付
加
価
値

を
も
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
誕
生
は
、
県
と

養
殖
業
者
の
念
願
で
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

ヒ
ラ
メ
、
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
も
の
の
、
逆
に
養
殖
な
ら

で
は
の
利
点
も
あ
る
。

　

か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し

た
2 

0 

1 

1
年
ご
ろ
か
ら
「
ク
ド
ア
・
セ

プ
テ
ン
プ
ン
ク
タ
ー
タ
」（
ク
ド
ア
）
と
い
う

新
種
の
寄
生
虫
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

ク
ド
ア
が
寄
生
す
る
ヒ
ラ
メ
を
食
べ
る
と

食
中
毒
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
が
有
症
事
例
と
し
て
取
り
上

げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
分
県
は
い
ち
早

く
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
検
査

体
制
を
整
備
し
、
ク
ド
ア
対
策
を
講
じ
た
。

　

下
入
津
支
店
長
の
山
本
幹
太
さ
ん
は

「
対
策
は
、
ま
ず
仕
入
れ
る
種
苗
が
ク
ド

ア
の
胞
子
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
大

事
で
す
。
種
苗
を
生
産
す
る
方
々
に
は
検

査
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ

ら
に
養
殖
の
過
程
で
も
、
仕
入
れ
た
ロ
ッ

ト
ご
と
に
ヒ
ラ
メ
を
顕
微
鏡
で
検
査
し
ま

す
」
と
話
す
。
魚
市
場
や
量
販
店
の
バ
イ

ヤ
ー
な
ど
が
管
理
体
制
を
視
察
に
来
る
こ

と
も
あ
る
。

　

味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
問

題
に
対
処
で
き
る
こ
と
も
「
養
殖
魚
の
強

み
」
と
い
え
そ
う
だ
。

市
場
を
独
占
す
る
の
で
は
な
く

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

　

か
ぼ
す
ブ
リ
と
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
の
販
売

は
、
大
分
県
漁
協
が
舵
を
と
る
。
大
分
県

に
あ
た
る
血
合
い
の
変
色
を
抑
え
る
た
め
、

2 

0 

0 

7
年
（
平
成
19
）
に
県
の
農
林
水
産

研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
で
研
究
が
始
め
ら
れ

た
。
か
ぼ
す
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
、
ク
エ
ン
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
抗
酸
化

作
用
で
血
合
い
の
変
色
を
最
大
40
時
間
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
（
図
）。

　

そ
の
成
果
を
受
け
、
エ
サ
に
配
合
さ
れ

る
か
ぼ
す
の
量
や
投
与
回
数
な
ど
が
決
め

ら
れ
た
。
生
産
者
が
募
ら
れ
た
も
の
の
、

通
常
と
は
エ
サ
の
種
類
が
異
な
る
う
え
、

い
け
す
も
分
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

小
口
注
文
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
の
で
、

ど
の
生
産
者
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
こ
で
養
殖
歴
45
年
以
上
の
佐
々
木
さ
ん

に
声
が
か
か
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
豊
富
な
佐
々
木
さ
ん
だ
が
、

か
ぼ
す
ブ
リ
を
初
め
て
食
べ
た
と
き
、
脂

の
質
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

「
か
ぼ
す
ブ
リ
は
氷
見
の
寒
ブ
リ
に
も
似

た
味
わ
い
で
す
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
口
当
た

り
は
消
費
者
に
好
ま
れ
る
で
し
ょ
う
」

　

当
時
は
カ
ン
パ
チ
な
ど
他
の
魚
種
の
人

気
が
高
ま
り
、
ブ
リ
の
市
場
が
落
ち
込
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
佐
々
木
さ
ん
は
か

ぼ
す
ブ
リ
一
本
で
や
る
決
意
を
固
め
る
。

「
か
ぼ
す
ブ
リ
の
売
値
は
毎
年
着
実
に
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
価
値
を
認
め
て
も

ら
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

　

同
社
は
2 

0 

1 

3
年
（
平
成
25
）
6
月
に

種
苗
業
者
か
ら
8
万
匹
の
ブ
リ
の
も
じ
ゃ

こ
（
稚
魚
）
を
仕
入
れ
た
。
そ
の
う
ち
約

6
万
5 

0 

0 

0
匹
を
2 

0 

1 

4
年
（
平
成

26
）
11
月
か
ら
翌
年
4
月
ま
で
か
ぼ
す
ブ

リ
と
し
て
出
荷
す
る
予
定
だ
。

国
産
な
ら
で
は
の
利
点
で

ヒ
ラ
メ
の
巻
き
返
し
を

　

か
ぼ
す
ブ
リ
の
成
功
を
受
け
、
大
分
県

漁
協
は
2 

0 

1 

1
年
（
平
成
23
）
か
ら
か
ぼ

す
ヒ
ラ
メ
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
か

ぼ
す
ブ
リ
と
同
様
、
エ
サ
に
か
ぼ
す
の
果

汁
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
香
り
成
分
で
あ
る

リ
モ
ネ
ン
が
ヒ
ラ
メ
の
え
ん
が
わ
や
肝
に

蓄
積
し
、
養
殖
特
有
の
く
さ
み
を
消
す
の

だ
。

　

佐さ
い
き伯

市
蒲か

ま
え江

地
区
に
あ
る
森
岡
水
産
も

か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
を
生
産
し
て
い
る
。
蒲
江

地
区
が
ヒ
ラ
メ
の
陸
上
養
殖
を
始
め
た
の

は
1 

9 

8 

1
年
（
昭
和
56
）
の
こ
と
。
代
表

の
森
岡
道
彦
さ
ん
は
父
親
が
始
め
た
ヒ
ラ

メ
養
殖
を
引
き
継
い
で
今
年
で
8
年
目
だ
。

か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
の
エ
サ
は
、
自
社
で
魚
粉

に
か
ぼ
す
を
配
合
す
る
も
の
、
既
製
の
乾

燥
ペ
レ
ッ
ト
に
か
ぼ
す
の
エ
キ
ス
を
染
み

込
ま
せ
た
も
の
と
2
種
類
を
用
意
。
生
育

具
合
を
見
な
が
ら
使
い
分
け
て
い
る
。

　

森
岡
さ
ん
に
養
殖
場
を
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。
ヒ
ラ
メ
を
養
殖
す
る
通
称
「
ヒ
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色差
b/a

y = 0.01063 x + 0.30691

対照（通常のブリ） かぼすブリ

y = 0.00766 x + 0.27449
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漁
協
経
済
事
業
部
販
売
課
課
長
の
佐
藤
京

介
さ
ん
は
、
今
後
に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

「
相
場
が
変
動
す
る
た
め
、
1
年
半
か
ら

2
年
ほ
ど
か
け
て
出
荷
す
る
か
ぼ
す
ブ
リ

の
目
標
を
明
確
に
す
る
の
は
難
し
い
で
す

が
、
今
は
年
間
約
7
万
尾
出
荷
し
て
い
る

も
の
を
来
シ
ー
ズ
ン
に
は
10
万
尾
ま
で
増

産
し
た
い
。
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
は
2
万
尾
を

出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
4
〜
5
万
尾
ま
で

拡
大
し
た
い
で
す
」

　

大
分
県
漁
協
で
は
こ
の
数
年
間
、
佐
々

木
さ
ん
や
森
岡
さ
ん
な
ど
生
産
者
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
販
路
拡
大
と
か
ぼ
す
ブ
ラ
ン

ド
の
P 

R
に
努
め
て
き
た
。

「
初
め
て
東
京
へ
売
り
込
み
に
行
っ
た
と

き
は
認
知
度
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
大
分
フ
ェ

ア
を
催
し
、
か
ぼ
す
ブ
リ
や
か
ぼ
す
ヒ
ラ

メ
を
P 

R
し
て
徐
々
に
知
名
度
は
上
が
っ

て
き
ま
し
た
」　

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
生
産
者
も
積
極
的
に
参

加
し
、
今
で
も
他
県
で
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
は
賑
わ
い
を
見
せ
る
。
最
近
で
は
、
2 

0 

1 

4
年
（
平
成
26
）
11
月
に
東
京
タ
ワ
ー

で
開
催
さ
れ
た
大
分
フ
ェ
ア
「
お
お
い
た

地
獄
蒸
し
祭
り
」
で
、
か
ぼ
す
ブ
リ
や
か

ぼ
す
ヒ
ラ
メ
の
握
り
寿
司
が
振
る
舞
わ
れ
、

盛
況
だ
っ
た
そ
う
だ
。
外
食
産
業
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
も
3
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
某

有
名
寿
司
チ
ェ
ー
ン
で
は
月
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
大
分
県
フ
ェ
ア
を
開
く
が
、

そ
の
目
玉
食
材
が
か
ぼ
す
ブ
リ
で
あ
る
。

　

大
分
県
漁
協
の
使
命
は
県
産
の
魚
介
類

を
広
め
る
こ
と
。
か
ぼ
す
ブ
リ
、
か
ぼ
す

ヒ
ラ
メ
を
旗
頭
に
、
県
産
品
を
い
か
に
売

っ
て
い
く
か
に
知
恵
を
絞
る
。
佐
藤
さ
ん

は
か
ぼ
す
ブ
リ
で
ブ
リ
市
場
を
独
占
し
よ

う
と
は
考
え
て
い
な
い
。
大
分
県
だ
け
で

年
間
1 

7 

0
万
尾
の
ブ
リ
が
出
荷
さ
れ
る
。

そ
の
す
べ
て
を
か
ぼ
す
ブ
リ
に
す
る
の
で

は
な
く
、
消
費
者
に
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
提
示
し
て
い
る
の
だ
。

「
か
ぼ
す
ブ
リ
、
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
は
、
エ

サ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
味
が
変
わ
り
ま
し

た
。
天
然
も
の
と
の
比
較
で
は
な
く
、『
新

た
に
生
ま
れ
た
魚
種
の
一
つ
な
ん
だ
』
と

思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　

重
宝
水
産
の
佐
々
木
さ
ん
も
「
畜
産
牛

が
エ
サ
で
肉
質
を
改
善
す
る
よ
う
に
、
養

殖
魚
も
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ

う
。
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

よ
」
と
笑
っ
た
。

　

脂
の
の
っ
た
天
然
魚
が
好
き
な
人
も
い

れ
ば
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
フ
ル
ー
ツ
魚
を

好
む
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
養
殖
vs
天
然
と

い
う
二
項
対
立
で
は
な
く
、
日
本
酒
を
飲

み
比
べ
て
う
ん
ち
く
を
語
り
合
う
よ
う
な

感
覚
で
養
殖
魚
も
食
べ
比
べ
て
み
る
―
―
。

私
た
ち
は
そ
ん
な
楽
し
み
方
を
そ
ろ
そ
ろ

始
め
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
11
月
11
〜
12
日
取
材
）

Report 1　変わりゆく養殖

図 かぼす投与による血合いの色の変化
 （重宝水産 かぼすブリ試験結果）
通常のブリに比べてかぼすブリは血合いの色の変化が遅い傾向が出ている。
かぼすの効果があると考えられる。
出典）大分県農林水産研究指導センター水産研究部調べ（大分県漁業協同組合提供）

上：モイストペレットをつくる
機械にかぼす果汁を投入
下：船体から突き出したホー
スでいけすにエサを投げ入
れるとブリたちは我先にと
群がる

上段右：豊富な経験を買われて大分県漁協からかぼすブリの生産を託された重
宝水産代表の佐々木兼照さん／上段左：生産者と二人三脚でかぼすブリの普
及に努める大分県漁協経済事業部販売課課長の佐藤京介さん／中段右から：
大分県漁協下入津支店支店長の山本幹太さん。同業務係長の久壽米木啓壽
さん。佐藤さんの右腕として生産現場を走り回る大分県漁協経済事業部販売
課の下郡（しもごおり）祥平さん／下段：養殖場について説明する森岡水産代
表の森岡道彦さん。ヒラメは底魚（そこうお）なので、養殖するには広いスペ
ースが必要となる
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養
殖
に
対
す
る

〈
負
の
イ
メ
ー
ジ
〉を
変
え
て
い
く

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
に
成
功
し
、
一
躍
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
近
畿
大
学
。
養
殖

研
究
を
始
め
た
の
は
、
初
代
総
長
の
世
耕
弘
一
さ
ん
が
「
海
を
耕
せ
」
と
栽
培
漁
業

を
提
唱
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
し
て
今
、
養
殖
魚
の
専
門
料
理
店
を
大
阪
と

東
京
で
経
営
し
て
い
る
が
、
た
ん
な
る
話
題
づ
く
り
や
自
学
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
一

環
の
た
め
だ
け
と
は
思
え
な
い
。
養
殖
魚
の
地
位
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
、
話
を
聞
い
た
。

変わりゆく養殖　Report 2

近
畿
大
学
水
産
研
究
所

銀座店の入口そばに置かれているマグ
ロ専用の冷蔵庫（左）。そこにはさば
かれた近大マグロの「履歴書」がある
（上）。体長、体重のほか生年月日、性
別などの情報を開示
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大
阪
と
銀
座
で
人
気
の

養
殖
魚
専
門
料
理
店

　

和
食
、
洋
食
、
各
国
料
理
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る
銀
座
コ
リ
ド

ー
街
の
東
京
高
速
道
路
高
架
下
に
「
近
大

卒
の
魚
と
紀
州
の
恵
み 

近
畿
大
学
水
産

研
究
所
（
銀
座
店
）」
が
あ
る
。
2 

0 

1 

3

年
（
平
成
25
）
12
月
に
株
式
会
社
ア
ー
マ
リ

ン
近
大
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）
が
開
い
た

〈
養
殖
魚
専
門
料
理
店
〉
だ
。
同
社
は
近

畿
大
学
（
近
大
）
が
ほ
ぼ
1 

0 

0
％
を
出

資
す
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
2 

0 

0 

3
年
（
平
成
15
）
の
設
立
以
来
、
同
大
水
産

研
究
所
が
生
産
す
る
20
種
以
上
の
養
殖
用

種
苗
や
成
魚
、
加
工
品
を
販
売
し
て
き
た
。

　

同
店
は
2
号
店
で
、
1
号
店
は
2 

0 

1 

3
年
4
月
に
大
阪
の
梅
田
駅
近
く
に
あ
る

商
業
施
設
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
で
開
店
。

両
店
と
も
デ
ィ
ナ
ー
の
予
約
は
月
初
め
の

予
約
開
始
後
す
ぐ
に
満
席
と
な
る
盛
況
ぶ

り
で
、
ラ
ン
チ
に
は
連
日
多
く
の
人
々
が

列
を
な
す
。
客
の
多
く
は
「
近
大
マ
グ

ロ
」
が
目
当
て
だ
。
近
大
が
32
年
間
の
研

究
を
経
て
2 

0 

0 

2
年
（
平
成
14
）
に
世
界

で
初
め
て
完
全
養
殖
に
成
功
し
た
ク
ロ
マ

グ
ロ
で
あ
る
。〈
海
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
〉
と

も
い
わ
れ
る
こ
の
魚
は
、
店
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

店
で
は
、
マ
グ
ロ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
近
大
産
が
味
わ
え
る
。
和
歌
山
県
や
鹿

児
島
県
奄
美
大
島
に
あ
る
近
大
の
生
産
拠

点
で
育
て
ら
れ
た
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
、
マ

ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
シ
マ
ア
ジ
な
ど
を
固
定

メ
ン
バ
ー
に
、
季
節
に
よ
っ
て
ト
ラ
フ
グ
、

イ
サ
キ
、
カ
サ
ゴ
、
ク
エ
な
ど
も
提
供
。

そ
の
多
く
が
親
に
卵
を
産
ま
せ
て
孵
化
さ

せ
、
そ
れ
を
成
魚
に
育
て
、
さ
ら
に
卵
を

産
ま
せ
る
完
全
養
殖
で
あ
る
。

　

取
材
時
に
試
食
し
た
の
は
マ
グ
ロ
、
ブ

リ
、
カ
ン
パ
チ
、
タ
イ
な
ど
。
部
位
に
よ

ら
ず
、
か
つ
て
の
養
殖
魚
に
み
ら
れ
た
く

さ
み
や
過
剰
な
脂
っ
こ
さ
と
い
っ
た
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
さ
は
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。「
近

大
マ
グ
ロ
と
ア
ボ
カ
ド
の
タ
ル
タ
ル
最

中
」
と
い
っ
た
創
作
料
理
も
、
食
べ
る
側

の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
楽
し
い
提
案
だ
。

品
薄
の
「
近
大
マ
グ
ロ
」
は

こ
れ
か
ら
増
産
へ

　

近
大
は
な
ぜ
店
を
始
め
た
の
か
。
近
畿

大
学
関
連
会
社
経
営
支
援
部
の
石
原
克
人

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
店
は
養
殖
研
究
の
成
果
を
直
接
消
費
者

に
向
け
て
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
ま
ず
は

安
全
で
お
い
し
い
養
殖
魚
を
味
わ
っ
て
み

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。
そ
し

て
養
殖
魚
へ
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
天
然
資
源
の
枯
渇
が

根強い人気のある「鰤かまの塩
焼き」。ブリももちろん近大産

養殖魚の専門料理店「近大卒の魚と紀州の恵み 近畿大学
水産研究所」が提供する「近大マグロと選抜鮮魚のお造り
盛り」（各 5貫）。マグロ、シマアジ、カンパチ、マダイは
近畿大学産の完全養殖魚だ



世界のスタンダードになった
「小割（網いけす）式養殖」
1954年（昭和29）、近畿大学水産研究所は「小

割（網いけす）式養殖」の研究に着手した。こ

れは近畿大学水産研究所第二代所長の原田輝

雄さんが行なったもの。

それまでは湾を仕切った養殖池で魚を放し飼い

していたが、原田さんは「網いけす」を用いて小

さく飼うことによって効率的な養殖技術を開発し

たのである。

これは今
こんにち

日の養殖研究を成功させた要因の一つ

となった。さらに、あえて特許を取得しなかったた

め瞬く間に広がり、今では養殖技術の世界基準

となっている。
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て
き
て
育
て
る
畜
養
は
持
続
可
能
な
技
術

と
い
え
ず
、
一
貫
し
て
完
全
養
殖
に
こ
だ

わ
っ
て
き
た
。
実
際
に
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
2 

0 

1 

4
年
（
平
成
26
）
11
月
、
国
際
自
然
保

護
連
合
（
I 

U 

C 

N
）
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

近
大
マ
グ
ロ
は
生
産
が
需
要
に
追
い
つ

か
な
い
状
態
だ
。
梅
田
と
銀
座
2
店
の
ラ

ン
チ
で
さ
え
正
午
に
売
り
切
れ
る
。
た
だ

し
可
能
性
は
見
え
て
い
る
。
2 

0 

1 

4
年

12
月
、
総
合
商
社
の
豊
田
通
商
株
式
会
社

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
が
、
長
崎
県
で
育
て
た

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
「
近
大
マ
グ
ロ
」
と
し
て

初
出
荷
し
た
。
同
社
は
近
大
の
指
導
の
も

と
2 

0 

1 

0
年
（
平
成
22
）
か
ら
マ
グ
ロ
養

殖
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
種
苗
生

産
も
手
が
け
る
予
定
だ
。

養
殖
魚
な
ら
で
は
の
味
と

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

　

近
大
マ
グ
ロ
の
初
出
荷
は
2 

0 

0 

4
年

（
平
成
16
）。
以
降
、
百
貨
店
で
の
販
売
や

物
産
展
へ
の
出
品
な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
。

近
大
マ
グ
ロ
を
出
す
料
理
店
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
が
、
具
体
化

し
た
の
は
2 

0 

1 

1
年
（
平
成
23
）
の
夏
の

こ
と
。
サ
ン
ト
リ
ー
の
営
業
担
当
者
が

「
養
殖
魚
専
門
の
料
理
店
を
や
り
た
い
」

と
串
本
実
験
場
に
突
然
現
れ
た
。
近
大
の

ア
イ
デ
ィ
ア
と
サ
ン
ト
リ
ー
の
考
え
が
一

致
し
開
店
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

「
店
舗
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
力
添
え
で
す
。
私
た

ち
は
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
立
と
現
実
化
、

養
殖
魚
の
供
給
に
注
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、

近
大
産
の
魚
だ
け
で
は
偏
る
の
で
、
和
歌

山
県
の
協
力
で
県
産
の
農
林
水
産
物
や
加

工
品
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
風
土
で
育
っ
た
食
べ
も
の
は
相
性
が

よ
い
と
思
っ
て
〈
紀
州
の
恵
み
〉
を
一
方

の
柱
と
し
た
の
で
す
」

　

最
高
の
状
態
で
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
っ
と
も
こ
だ
わ
っ
た
の
が
流
通
だ
。

「
マ
グ
ロ
と
ブ
リ
以
外
の
主
な
魚
は
、
週

に
2
〜
3
回
、
活
魚
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
、
東
部
市
場
（
大
阪
市
東
部
中
央

卸
売
市
場
）
に
あ
る
仲
買
の
い
け
す
を
借
り

て
1
〜
2
日
置
き
、
そ
こ
か
ら
店
に
届
く

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
」

　

東
京
で
も
築
地
市
場
に
あ
る
仲
買
に
預

け
、
客
に
出
す
日
の
朝
に
締
め
て
店
へ
卸

す
。
常
時
安
定
供
給
が
で
き
る
養
殖
魚
だ

か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
し
く
み
だ
。

　

マ
グ
ロ
は
、
締
め
て
か
ら
3
〜
4
日
後

が
お
い
し
い
。
食
べ
る
時
点
か
ら
逆
算
し

て
締
め
、
冷
凍
せ
ず
チ
ル
ド
で
輸
送
す
る
。

産
地
加
工
で
も
養
殖
に
は
利
点
が
あ
る
。

マ
グ
ロ
は
釣
り
上
げ
る
と
き
に
暴
れ
る
と

体
温
が
上
が
り
、
身
が
煮
え
た
よ
う
に
茶

ま
す
ま
す
危
惧
さ
れ
る
今
こ
そ
〈
持
続
可

能
性
〉
の
観
点
か
ら
養
殖
魚
の
価
値
を
考

え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
に
は
地
元
大
阪
だ
け
で
な
く
東
京

も
必
須
と
考
え
、
食
へ
の
好
奇
心
が
旺
盛

で
発
信
力
の
あ
る
人
が
集
ま
り
そ
う
な
銀

座
に
出
店
し
た
。
大
学
出
資
の
企
業
に
よ

る
飲
食
店
経
営
に
当
初
難
色
を
示
し
た
文

部
科
学
省
も
、
こ
れ
ら
目
的
の
全
体
を
見

て
承
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

所
柄
、
客
は
30
代
後
半
か
ら
50
代
の
男

性
客
が
中
心
と
予
想
さ
れ
た
が
、
結
果
は

逆
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
8
割
が
女
性
で
、

い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
目
立
ち
、

評
価
も
高
い
。「
養
殖
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

っ
た
」
と
い
う
声
は
少
な
く
な
く
、
石
原

さ
ん
は
お
お
む
ね
成
功
と
み
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
肉
の
場
合
、
野
牛
の
類
を
好

ん
で
食
べ
は
し
な
い
。
だ
が
魚
は
天
然
の

方
が
上
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、
養
殖
魚
は

天
然
魚
に
比
べ
て
一
般
に
安
価
だ
。
近
大

は
店
の
活
動
を
通
じ
て
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
が

で
き
る
と
い
う
自
負
も
あ
る
。
近
大
は
、

1 

9 

6 

5
年
（
昭
和
40
）
の
ヒ
ラ
メ
以
降
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
含
む
15
種
の
〈
世
界
初
〉

完
全
養
殖
を
成
功
さ
せ
て
き
た
。
今
日
流

通
し
て
い
る
養
殖
シ
マ
ア
ジ
の
70
％
以
上
、

マ
ダ
イ
で
は
25
％
が
近
大
産
種
苗
を
育
て

た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
い
ま
や
世

界
中
で
見
ら
れ
る
海
の
い
け
す
は
、
1 

9 

5 

0
年
代
に
近
大
水
産
研
究
所
が
実
用
化

し
た
「
小
割
（
網
い
け
す
）
式
養
殖
」
が
根

幹
に
な
っ
て
い
る
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
研
究
は
1 

9 

7 

0

年
（
昭
和
45
）
か
ら
。
海
か
ら
幼
魚
を
獲
っ
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色
く
な
る
「
身
焼
け
」
が
起
こ
る
が
、
養

殖
で
は
こ
れ
を
防
げ
る
。
近
大
で
は
電
気

銛も
り

で
気
絶
さ
せ
て
水
か
ら
上
げ
、
内
臓
・

神
経
・
血
液
を
抜
い
て
氷
水
に
漬
け
る
。

し
か
も
こ
の
作
業
に
か
け
る
時
間
は
わ
ず

か
3
分
だ
。

　

ま
た
、
店
で
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
こ
れ
こ
そ

管
理
し
て
育
て
る
養
殖
魚
な
ら
で
は
可
能

な
安
全
性
確
保
の
シ
ス
テ
ム
だ
。
店
に
は

入
口
と
一
部
の
席
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

備
え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
客
は
こ
れ
か
ら

食
べ
る
魚
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
エ
サ

や
薬
を
与
え
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
の
か
を

確
認
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
抗
生
物
質
や

ワ
ク
チ
ン
、
駆
虫
剤
の
概
要
や
必
要
性
な

ど
も
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
大
学
の
店
だ
か
ら
こ
そ

分
野
を
超
え
た
気
づ
き
の
場
に

　

価
格
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ラ
ン
チ
は
2 

0 

0 

0
円
、
客
単
価
は
夜
で
だ
い
た
い
4 

5 

0 

0
円
だ
と
い
う
。
店
は
一
人
で
も
多
く

の
方
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
が
、
養
殖
魚

の
価
値
向
上
を
目
指
す
以
上
、
安
易
な
安

売
り
は
す
べ
き
で
な
い
。

「
し
か
し
、
こ
の
賑
わ
い
を
見
る
と
、
も

っ
と
強
気
の
値
段
で
も
よ
か
っ
た
で
す
か

ね
。
冬
は
紀
州
名
物
で
も
あ
る
ク
エ
を
出

す
の
で
す
が
、
鍋
の
コ
ー
ス
で
8 

5 

0 

0

円
。
安
す
ぎ
る
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
石
原
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
こ
う
付
け
加
え
た
。

「
今
は
マ
グ
ロ
に
関
心
が
集
中
し
て
い
ま

す
が
、
近
大
産
の
種
苗
を
使
っ
て
い
る
各

地
の
養
殖
事
業
者
の
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
は
品
質
と
信

頼
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
〈
近
大
産
〉
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」

　

そ
の
た
め
に
、
店
に
は
研
究
所
ス
タ
ッ

フ
も
足
し
げ
く
通
う
。
実
際
に
客
の
立
場

で
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
客
や
料
理
人
の

声
を
直
接
聞
い
て
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
よ
う
と
い
う
努
力
だ
。
こ
れ
は
〈
大

学
の
店
〉
な
ら
で
は
の
研
究
開
発
で
も
あ

る
。

　

店
は
、
養
殖
以
外
の
教
育
・
研
究
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち

に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
陶
芸
や
ガ
ラ
ス
工
芸
で
創
作
し
た
器

の
使
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
の
勉
強
に

も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

「
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
」
は
、
養
殖
魚

を
中
心
に
広
く
健
康
・
生
活
文
化
・
経
済

を
も
巻
き
込
ん
だ
、
学
生
た
ち
の
総
合
的

な
気
づ
き
の
場
で
も
あ
る
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
10
月
21
、
28
日
取
材
）

Report 2　変わりゆく養殖

上と右：徹底したトレーサビリティー
も特徴の一つ。店内のタブレット端
末（写真上）の画面から「詳細を
見る」をタップすると、生産地や飼
育開始年月日、生産ロットなどの
「出荷情報」（写真右）を見ること
ができる
左上：「近大マグロと選抜鮮魚のお
造り盛り」に添付されていた「卒業
証書」。こうしたトレーサビリティー
についても、卵から管理して育てる
養殖魚ならではのシステムだ

「安全でおいしい養
殖魚を味わっていた
だきたい」と話す近畿
大学関連会社経営支
援部の石原克人さん
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仙台

山形

福島

水戸

宇都宮

栃木県

前橋

長野

浦和

東京

千葉

横浜

甲府

静岡

新潟

夢創造・那珂川海産魚種
養殖研究センター

温泉とらふぐ
アンテナショップ

「扇の館」

夢創造・環境センター那
珂
川

過
疎
に
悩
む
地
域
を
救
う
か
？

「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
」

中
国
の
コ
イ
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
養
殖
は
沿
岸
部

に
か
ぎ
っ
た
話
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
陸
上
養
殖
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
塩
分
濃
度
が
生
理
食
塩
水
に
近
い
温
泉
の
水
で
と
ら

ふ
ぐ
を
育
て
、
年
間
2
万
5 

0 

0 

0
尾
を
出
荷
し
て
い
る
会
社
が

あ
る
。
栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
の
株
式
会
社
夢
創
造
だ
。
出
荷

直
前
の
と
ら
ふ
ぐ
を
塩
分
濃
度
の
濃
い
人
工
海
水
で
泳
が
せ
て
味

を
高
め
る
方
法
を
大
学
と
の
共
同
研
究
で
編
み
出
し
、
さ
ら
に
そ

の
メ
ソ
ッ
ド
を
他
の
地
域
に
ま
で
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
温
泉

と
い
う
水
資
源
に
着
目
し
、
新
た
な
養
殖
法
を
生
ん
だ
夢
創
造
の

取
り
組
み
と
は
？

変わりゆく養殖　Report 3

株
式
会
社
夢
創
造

国土地理院基盤地図情報「栃木県」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行
の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平 26情使、第 787号）



過疎に悩む地域を救うか？「温泉とらふぐ」19

山
間
部
の
プ
ー
ル
で

悠
々
と
泳
ぐ
と
ら
ふ
ぐ

　

か
つ
て
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
だ
っ
た

25 

m
の
室
内
プ
ー
ル
で
は
、
少
し
頭
で
っ

か
ち
な
魚
が
群
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い
た
。

こ
こ
は
温
泉
水
を
用
い
て
と
ら
ふ
ぐ
を
育

て
、
年
間
2
万
5 

0 

0 

0
尾
を
出
荷
し
て

い
る
株
式
会
社
夢
創
造
の
那
珂
川
海
産
魚

種
養
殖
研
究
セ
ン
タ
ー
。「
こ
の
プ
ー
ル
に

い
る
も
の
は
6
カ
月
ほ
ど
飼
育
し
て
い
ま

す
。
平
均
サ
イ
ズ
は
6 

0 

0
g 

ぐ
ら
い
」

と
説
明
す
る
の
は
栽
培
漁
業
事
業
部
リ
ー

ダ
ー
技
師
の
杉
浦
隆
博
さ
ん
。
あ
と
4
〜

5
カ
月
で
出
荷
サ
イ
ズ
に
な
る
そ
う
だ
。

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
水
槽
に
は
出
荷
を
待

つ
1 

kg 

級
の
と
ら
ふ
ぐ
が
6
〜
7
尾
ほ

ど
悠
々
と
泳
い
で
い
た
。
杉
浦
さ
ん
が
1

尾
手
で
つ
か
ん
で
取
り
出
す
と
膨
ら
ん
で

威
嚇
す
る
。
反
対
側
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で

は
、
試
験
中
の
小
さ
な
と
ら
ふ
ぐ
た
ち
が

い
た
。
特
殊
な
配
合
の
エ
サ
を
与
え
、
体

内
の
脂
肪
量
や
筋
肉
中
の
ア
ミ
ノ
酸
量
を

比
較
し
、
よ
り
効
率
的
な
養
殖
法
を
模
索

し
て
い
る
。

　

本
来
は
海
に
棲
む
は
ず
の
と
ら
ふ
ぐ
が
、

な
ぜ
山
の
中
の
温
泉
プ
ー
ル
で
育
つ
の
か
。

目
を
つ
け
た
の
は

「
し
ょ
っ
ぱ
い
温
泉
水
」

「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
」
の
生
み
の
親
で
あ
る

夢
創
造
代
表
取
締
役
の
野
口
勝
明
さ
ん
は
、

栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
大
学
進
学
で
東
京
に
出
て
就
職
し
た

あ
と
27
歳
で
故
郷
に
戻
り
、
前
職
の
経
験

を
活
か
し
て
1 

9 

8 

4
年
（
昭
和
59
）
に
株

式
会
社
環
境
生
物
化
学
研
究
所
を
立
ち
上

げ
た
。
公
害
対
策
基
本
法
（
現
・
環
境
基
本

法
）
に
対
応
し
、
重
金
属
や
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
の
高
精
度
分
析
事
業
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

野
口
さ
ん
が
温
泉
水
に
目
を
つ
け
た
の

は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
。
地
域
の
活
性
化
、

ま
ち
お
こ
し
の
た
め
だ
っ
た
。

「
こ
の
十
数
年
、
那
珂
川
町
の
人
口
は
毎

年
お
よ
そ
2 

5 

0
人
ず
つ
減
っ
て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
こ
の
ま
ち
を
出
て
い

っ
て
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
、
20
代
か
ら
40

代
の
働
き
盛
り
が
少
な
い
の
で
す
」

　

こ
の
ま
ま
で
は
限
界
集
落
に
な
っ
て
し

ま
う
、
地
元
に
働
く
場
が
あ
れ
ば
歯
止
め

が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
―
―
。
そ
う
考

え
た
野
口
さ
ん
は
地
域
の
資
源
に
目
を
向

け
る
。
栃
木
と
茨
城
の
県
境
か
ら
北
西
部

に
は
塩
原
温
泉
や
塩
谷
町
な
ど
「
塩
」
が

つ
く
地
名
が
多
い
。
こ
れ
は
か
つ
て
山や

ま
じ
お塩

が
産
出
さ
れ
て
い
た
名
残
で
あ
る
。
環
境

生
物
化
学
研
究
所
は
水
質
の
分
析
も
行
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
に
あ
る
24
の
源

泉
の
う
ち
、
14
が
塩え

ん
か
ぶ
つ
せ
ん

化
物
泉
。
い
わ
ゆ
る

「
し
ょ
っ
ぱ
い
温
泉
水
」
で
あ
る
。

「
一
級
河
川
の
那
珂
川
か
ら
西
の
こ
の
地

域
は
、
塩
化
物
泉
が
多
い
の
で
す
。
太
古

に
海
水
を
溜
め
た
ま
ま
陸
が
隆
起
し
た
た

め
、
地
下
に
海
水
が
あ
る
状
態
で
す
」

　

塩
化
物
泉
14
の
う
ち
、
飲
ん
で
も
害
の

な
い
物
質
を
含
む
源
泉
は
12
で
、
那
珂
川

右ページ：かつてはスイミングスクールのプールだった温泉とらふ
ぐの養殖場。地下 170mから温泉水を汲み上げている

人の手につかまれて「ぷーっ」と怒ったとらふぐ。想像以上の巨大
さだ。撮影を終えて水槽に戻すとちゃんと泳いだ

25mプールを20mのところで仕切り、奥の5mはろ過装置のス
ペース。ろ過は大まかに次の3段階を経る。①軽石、サンゴ砂、
活性炭でふんをろ過、②生物ろ過槽でアンモニアを除去、③オゾ
ンを水中に吹き込んで滅菌という完全循環式だ。水温は22～23
度が適温で、冬はボイラーで水を温める

「温泉とらふぐ」の生みの親
である夢創造代表取締役の
野口勝明さん。「興味本位
で立ち上げただけですよ」と
謙遜するが、先を読む目は確
かだ
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タウリン

グリシン

アラニン

エタノールアミン

リジン

アルギニン

その他

0時間0

1

2

3

4

アミノ酸含量
（mmol/100g）

3時間 12時間 24時間 3日間 5日間 1週間

アミノ酸の種類

町
内
に
は
2
つ
あ
る
。「
塩
水
が
出
る
の
だ

っ
た
ら
、
海
の
生
物
が
飼
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
」
と
野
口
さ
ん
は
目
を
つ
け
た
。

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は

早
く
出
荷
で
き
る
こ
と

　

野
口
さ
ん
が
町
内
の
塩
化
物
泉
の
塩
分

濃
度
や
成
分
を
分
析
す
る
と
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が

0
・
9
％
〜
1
・
3
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は

海
水
濃
度
の
3
分
の
1
か
ら
4
分
の
1
。

生
理
食
塩
水
に
き
わ
め
て
近
い
た
め
、
淡

水
魚
も
海
水
魚
も
飼
育
で
き
る
水
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
海
水
の
塩
分
濃
度
は
3
・

5
％
な
の
に
な
ぜ
海
水
魚
が
耐
え
ら
れ
る

の
か
。
塩
を
か
け
ら
れ
た
ナ
メ
ク
ジ
の
よ

う
に
魚
が
縮
ま
な
い
の
は
、
体
内
の
塩
分

や
水
を
調
整
す
る
し
く
み
「
浸
透
圧
調

整
」
を
備
え
て
い
る
か
ら
だ
。

「
赤
血
球
が
丸
い
状
態
で
活
動
で
き
る
の

は
、
体
外
と
体
内
の
浸
透
圧
が
同
じ
だ
か

ら
で
す
。
仮
に
塩
分
濃
度
が
高
く
な
る
と

赤
血
球
は
縮
ん
で
し
ま
う
し
、
低
く
な
る

と
赤
血
球
の
膜
が
破
け
て
し
ま
い
ま
す
」

　

だ
か
ら
こ
そ
生
物
に
は
い
ろ
ん
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
人
間
は
腎
臓
で
塩
分
を

調
整
し
て
い
る
が
、
海
水
魚
の
場
合
は
主

に
「
え
ら
」。
3
・
5
％
の
海
水
を
取
り

入
れ
た
あ
と
、
え
ら
の
塩
類
細
胞
か
ら
体

外
に
捨
て
て
塩
分
を
調
整
し
て
い
る
。

　

重
要
な
の
は
、
塩
分
調
整
の
た
め
に
カ

ロ
リ
ー
を
消
費
し
て
い
る
点
。
塩
分
を
調

整
し
な
く
て
済
む
な
ら
ば
、
そ
の
分
の
カ

ロ
リ
ー
が
成
長
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ

が
温
泉
水
で
育
て
る
最
大
の
利
点
だ
。

　

養
殖
業
で
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
エ
サ
代
。

早
く
出
荷
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
生
産
コ
ス

ト
が
下
げ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
海
で
は
出

荷
ま
で
1
年
半
か
か
る
が
、
温
泉
と
ら
ふ

ぐ
は
約
1
年
で
出
荷
サ
イ
ズ
に
育
つ
。

　

2 

0 

0 

8
年
（
平
成
20
）
6
月
、
野
口
さ

ん
は
①
人
工
海
水
（
塩
分
濃
度
0
・
9
％
）
②

温
泉
水
（
同
0
・
9
％
）
③
人
工
海
水
（
同

3
・
5
％
）
と
異
な
る
3
つ
の
水
槽
を
社
長

室
に
設
け
、
と
ら
ふ
ぐ
1 

0 

0
尾
を
1
年

間
飼
育
。
塩
分
濃
度
0
・
9
％
の
人
工
海

水
と
温
泉
水
は
著
し
く
成
長
が
早
い
こ
と

を
確
か
め
た
。

大
学
と
の
共
同
研
究
で

編
み
出
し
た
「
味
上
げ
」

　

と
ら
ふ
ぐ
が
成
長
し
て
水
槽
を
社
屋
1

階
の
ガ
レ
ー
ジ
に
移
し
た
が
、
噂
を
聞
き

つ
け
た
新
聞
記
者
が
や
っ
て
き
て
、
温
泉

水
で
と
ら
ふ
ぐ
を
飼
っ
て
い
る
こ
と
が
広

ま
っ
た
。
周
囲
の
目
は
冷
や
や
か
だ
っ
た
。

「『
で
き
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
』
と
変
人
扱

い
で
し
た
」
と
野
口
さ
ん
。
し
か
し
、
友

右上：25mの室内プール以外にもハウス
が4棟ある。これはそのうちの1つ。人
が近づくとエサの時間だと思って一斉に
浮上してきた／右：別棟で生育途中のと
らふぐ。こんなに小さくても怒ると立派に
膨らむ。成長すると室内プールに移す／
左上：プールサイドにある水槽で出荷前の
「味上げ」中の温泉とらふぐ。なかには
横になって寝ているノンビリ屋さんも

図 「味上げ」の根拠となった温泉とらふぐの実験結果
塩分濃度0.9％の環境に慣れたとらふぐを、海水と同じ塩分濃度3.5％の水に入れ
てアミノ酸含量を計測。12時間後をピークにアミノ酸含量は落ちていく。
出典：「魚類における浸透圧調整と魚肉の味に関する研究」（東京大学大学院農学生命科学研究科 坂
本安弘さん修士論文／指導教員・金子豊二教授／株式会社夢創造 共同研究）
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人
に
声
を
か
け
「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

2 
0 
0 

9
年
（
平
成
21
）
6
月
、
町
民
50

人
を
招
い
て
試
食
会
を
開
く
。
大
部
分
の

人
は
「
お
い
し
い
」
と
食
べ
た
が
、
一
部

の
食
通
か
ら
は
「
身
が
や
わ
ら
か
い
」「
味

が
薄
い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

お
い
し
く
な
け
れ
ば
商
品
に
な
ら
な
い
、

ま
ち
お
こ
し
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
野
口

さ
ん
は
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学

研
究
科
の
金か

ね
こ子

豊と
よ
じ二

教
授
に
相
談
す
る
。

「『
お
も
し
ろ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
協

力
し
ま
す
よ
』
と
二
つ
返
事
で
し
た
」

　

金
子
教
授
の
専
門
は
魚
類
生
理
学
。
魚

の
浸
透
圧
調
整
の
研
究
と
水
産
学
的
な
応

用
を
目
指
し
て
い
る
。
2 

0 

0 

9
年
に
修

士
課
程
の
学
生
が
1
人
送
り
込
ま
れ
、
味

の
改
善
に
向
け
た
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
出
荷
直
前
に

行
な
う
「
味
上
げ
」
だ
（
図
）。
出
荷
12
時

間
前
に
塩
分
濃
度
3
・
5
％
、
つ
ま
り
海

水
と
同
じ
塩
分
の
水
に
入
れ
る
。
塩
分
濃

度
0
・
9
％
の
環
境
に
慣
れ
た
と
ら
ふ
ぐ

は
浸
透
圧
調
整
が
で
き
ず
、
肝
臓
に
蓄
え

た
ア
ミ
ノ
酸
を
血
液
か
ら
筋
肉
組
織
に
流

し
込
む
。
そ
れ
が
う
ま
み
成
分
と
な
り
、

味
が
よ
く
な
る
。
12
時
間
経
つ
と
塩
分
調

整
機
能
が
働
き
出
す
の
で
味
が
落
ち
る
。

「
天
然
の
と
ら
ふ
ぐ
よ
り
も
甘
み
が
強
く

て
お
い
し
い
、
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

実
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
1 

kg 

級
の

と
ら
ふ
ぐ
は
ま
さ
に
「
味
上
げ
」
の
真
っ

最
中
で
、
そ
の
日
の
夕
方
に
出
荷
さ
れ
た
。

　

今
は
栃
木
県
全
域
と
東
京
都
の
ホ
テ
ル

や
旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
1 

3 

6
店
に

直
接
出
荷
し
て
い
る
。
気
に
な
る
価
格
だ

が
、
身
欠
き
ふ
ぐ
（
注
）
の
場
合
は
市
場

よ
り
も
安
い
。
活
魚
は
若
干
高
値
だ
が

「
流
通
段
階
で
発
生
す
る
マ
ー
ジ
ン
を
勘

案
す
れ
ば
仕
入
れ
値
は
ほ
ぼ
同
じ
」
と
野

口
さ
ん
は
言
う
。

温
泉
と
ら
ふ
ぐ
は
地
域
を
越
え
て

　

と
ら
ふ
ぐ
は
単
価
が
高
い
う
え
、
噛
み

合
い
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
基
本
的
に
丈
夫

な
魚
種
な
の
で
、
育
て
や
す
い
。
養
殖
を

希
望
す
る
温
泉
地
か
ら
引
き
合
い
が
多
く
、

今
で
も
毎
日
の
よ
う
に
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
そ
こ
で
夢
創
造
は
養
殖
事
業
の
コ
ン

サ
ル
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

一
次
ス
ク
リ
ー
ン
試
験
で
は
塩
分
濃
度

が
低
か
っ
た
り
、
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
た
り
で
約
8
割
が
養
殖
に
適
さ
な
い
。

二
次
試
験
は
、
送
っ
て
も
ら
っ
た
温
泉
水

で
1
カ
月
間
と
ら
ふ
ぐ
を
飼
育
試
験
す
る

が
半
数
は
失
格
に
な
る
。
ク
リ
ア
す
る
と

養
殖
施
設
や
経
営
の
プ
ラ
ン
を
練
り
、
飼

育
員
の
研
修
も
行
な
う
。
北
海
道
、
山
形
、

福
島
、
静
岡
、
長
野
、
新
潟
な
ど
計
8
カ

所
で
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
の
養
殖
が
始
ま
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
2
カ
所
増
え
る
予
定
だ
。

　

し
か
し
、
苦
労
し
て
那
珂
川
町
の
た
め

に
立
ち
上
げ
た
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
を
、
他
の

地
域
に
あ
っ
さ
り
手
渡
し
て
よ
い
の
か
。

野
口
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

「『
○
○
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
』
と
し
て
く
だ

さ
れ
ば
い
い
で
す
。
新
潟
県
十
日
町
市
で

は
『
と
お
か
ま
ち
雪
国
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
』

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
よ
」

　

東
日
本
大
震
災
で
仕
事
を
失
っ
た
人
の

た
め
に
、
被
災
地
に
も
広
め
て
い
き
た
い

と
語
る
。
漁
船
を
失
っ
た
漁
師
や
加
工
場

が
閉
鎖
に
な
っ
た
従
業
員
も
、
魚
関
係
な

ら
ば
仕
事
が
し
や
す
い
だ
ろ
う
と
思
う
か

ら
だ
。
ま
た
、
ガ
レ
キ
を
燃
や
し
て
出
る

熱
を
活
か
し
て
、
と
ら
ふ
ぐ
の
養
殖
場
と

植
物
工
場
を
セ
ッ
ト
で
展
開
で
き
な
い
か

と
沿
岸
部
の
自
治
体
に
提
案
し
て
い
る
。

　

私
利
私
欲
に
走
ら
な
い
の
は
、
出
発
点

が
「
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
た
め
」
だ
か

ら
だ
ろ
う
。
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
を
毎
日
世
話

し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
皆
、
地
元
か
ら
の

雇
用
。
つ
ま
り
那
珂
川
町
の
未
来
を
つ
く

る
貴
重
な
人
材
だ
。
高
齢
化
と
人
口
減
に

よ
る
中
山
間
地
域
の
衰
退
が
問
題
視
さ
れ

る
な
か
、
温
泉
と
い
う
地
域
の
水
資
源
に

着
目
し
た
こ
の
試
み
は
、
陸
上
養
殖
の
新

た
な
道
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
10
月
22
日
取
材
）

Report 3　変わりゆく養殖

（注）身欠きふぐ

皮や肝など毒のある部分を除去したあとのふぐを指
す。ふぐ調理師の免許取得者がさばくことが義務づ
けられている。

株式会社夢創造・那珂川海産魚種養殖研究センターで働く地元雇用の若者た
ち。エサや歯切り、ろ過装置の清掃、とらふぐの入れ替えから出荷まで、額に汗
して働いている。左端の人物が編集部を案内してくれた栽培漁業事業部リーダー
技師の杉浦隆博さん

夢創造が運営する温泉とらふぐアンテナショップ「扇の館」では、とらふぐと金魚
が一緒に泳いでいる不思議な光景が見られる。生理食塩水に近い塩分濃度の温
泉水だからできることだ
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ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
「
日ひ

な
せ生

か
き
」

　

岡
山
県
の
東
南
端
に
位
置
す
る
備
前
市

日
生
町
。
大
小
の
島
々
が
点
在
す
る
穏
や

か
な
瀬
戸
内
の
海
が
眼
前
に
広
が
る
港
町

だ
。
水
面
に
は
た
く
さ
ん
の
カ
キ
筏い

か
だ

が
整

然
と
並
び
、
ま
る
で
海
上
の
畑
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
岡
山
県
は
カ
キ
の
養
殖
が
盛

ん
で
、
広
島
県
に
次
い
で
全
国
第
2
位
の

出
荷
量
を
誇
る
が
、
特
に
こ
こ
日
生
産
の

カ
キ
は
、
身
が
大
き
く
太
っ
て
い
て
質
が

よ
い
と
し
て
人
気
が
高
く
、
2 

0 

1 

3
年

（
平
成
25
）
11
月
に
は
「
日
生
か
き
」
と
し

て
商
標
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

日
生
は
「
ひ
な
せ
千
軒
漁
師
町
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
漁
業
を
生
業

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
現
在
は
カ
キ
養

殖
が
水
揚
高
の
約
9
割
を
占
め
る
が
、
も

と
も
と
は
小
型
底
び
き
網
漁
や
つ
ぼ
網
漁

な
ど
に
よ
る
漁
船
漁
業
が
主
流
だ
っ
た
。

つ
ぼ
網
漁
は
日
生
で
編
み
出
さ
れ
た
漁
法

で
、
こ
こ
か
ら
全
国
に
広
ま
っ
た
。
魚
が

成
長
す
る
に
伴
っ
て
移
動
す
る
通
り
道
に

小
型
定
置
網
を
仕
掛
け
、
生
態
系
に
影
響

の
な
い
範
囲
で
魚
を
間
引
く
よ
う
に
捕
獲

す
る
と
い
う
海
に
や
さ
し
い
漁
で
あ
る
。

　

こ
の
町
で
漁
業
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人

は
世
帯
ご
と
に
日
生
町
漁
業
協
同
組
合

（
日
生
町
漁
協
）
に
所
属
し
て
お
り
、
地
域

全
体
と
し
て
漁
業
に
取
り
組
む
。
島
々
に

囲
ま
れ
た
閉
鎖
海
域
で
水
産
資
源
が
限
ら

れ
る
環
境
の
た
め
か
、
海
と
の
共
生
を
大

切
に
す
る
文
化
が
根
づ
い
て
い
る
。
な
か

で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
30
年
前
か
ら
漁

師
た
ち
が
地
道
に
活
動
を
続
け
て
き
た
ア

マ
モ
場
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

日
生
の
海
は
元
来
環
境
に
恵
ま
れ
、
多

様
な
生
物
が
繁
栄
す
る
豊
か
な
漁
場
だ
っ

た
。
し
か
し
、
瀬
戸
内
海
全
域
に
及
ぶ
戦

後
の
干
拓
や
高
度
成
長
期
の
沿
岸
開
発
、

河
川
か
ら
の
生
活
排
水
流
入
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
1 

9 

4 

0
年
代
後
半
か
ら
80
年

代
に
か
け
て
漁
獲
量
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
人
工
的
に
育

て
た
稚
魚
の
放
流
を
何
度
も
試
み
た
が
、

一
向
に
魚
の
数
は
増
え
な
い
。
そ
ん
な
と

き
、「
か
つ
て
日
生
の
海
に
繁
茂
し
て
い
た

ア
マ
モ
場
が
再
生
し
な
け
れ
ば
魚
は
戻
ら

な
い
」
と
、
つ
ぼ
網
漁
師
た
ち
が
声
を
上

げ
た
の
だ
。

漁
師
た
ち
の
熱
い
思
い
も

成
果
は
出
ず

　

ア
マ
モ
は
沿
岸
部
に
自
生
す
る
海う

み
く
さ草

の

一
種
で
、
普
段
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
雑

草
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
。
だ
が
、
つ
ぼ

網
漁
師
は
常
に
魚
の
生
態
や
海
域
環
境
を

観
察
し
な
が
ら
漁
を
し
て
い
る
た
め
、
誰

よ
り
も
海
を
熟
知
し
て
お
り
、
長
年
の
経

カ
キ
と
ア
マ
モ
の

ハ
ー
モ
ニ
ー

人
の
手
で
育
て
る
豊
か
な
里
海

赤
潮
の
発
生
な
ど
海
の
環
境
悪
化
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
瀬

戸
内
海
。
そ
の
沿
岸
部
に
あ
る
岡
山
県
備
前
市
の
日
生
町

で
は
、
30
年
前
か
ら
「
魚
を
呼
び
戻
す
カ
ギ
は
ア
マ
モ
に

あ
る
」
と
考
え
た
つ
ぼ
網
漁
師
た
ち
が
、
手
弁
当
で
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
。
よ
う
や
く
こ
こ
数
年
で

急
速
に
ア
マ
モ
場
が
広
が
り
、
そ
れ
と
同
時
に
カ
キ
の
養

殖
が
安
定
し
つ
つ
あ
る
。「
ア
マ
モ
の
種
ま
き
」
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
見
事
に
カ
キ
の
養
殖
と
リ
ン
ク
し
た
日
生
町
漁

業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
は
、
人
の
手
を
加
え
て
海
を
豊

か
に
す
る
「
里
海
づ
く
り
」
の
理
想
的
な
姿
だ
っ
た
。

変わりゆく養殖　Report 4

日ひ
な
せ
ち
ょ
う

生
町
漁
業
協
同
組
合
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高台から見下ろした岡山県
日生町の海。水面にはカキ
筏が並んでいる

右：日生町漁業協同組合専務理事の天倉辰己さんは「アマモ場の
再生はうまくいかない時期が長かったので、周囲の目は冷たかった
ようです」と初期の苦労を語る
中：1981年（昭和 56）から日生町漁協とともにアマモ場の再生
に力を注ぐNPO法人里海づくり研究会議理事の田中丈裕さん
左：沖合の筏で成長中の「日生かき」。おいしいと人気があり、遠
方からも買いに来る

験
と
知
恵
か
ら
、
魚
の
産
卵
や
育
成
に
ア

マ
モ
場
が
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
と
気

づ
い
た
。
実
際
に
県
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

1 

9 

4 

0
年
代
ま
で
約
5 

9 

0 

ha
あ
っ
た

日
生
の
ア
マ
モ
場
は
、
80
年
代
に
は
わ
ず

か
12 

ha
に
減
少
し
て
い
た
。

　

魚
を
呼
び
戻
す
カ
ギ
が
ア
マ
モ
場
に
あ

る
と
見
る
や
、
日
生
町
漁
協
前
組
合
長
の

故
・
本
田
和
士
さ
ん
（
当
時
は
つ
ぼ
網
組
の
組

長
）
は
県
の
水
産
試
験
場
に
直
談
判
し
、

ア
マ
モ
の
育
成
技
術
の
開
発
を
依
頼
し
た
。

そ
し
て
試
験
場
で
ア
マ
モ
種
子
の
採
取
技

術
を
開
発
す
る
と
、
19
軒
（
26
人
）
の
つ

ぼ
網
漁
師
た
ち
が
ア
マ
モ
場
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
1 

9 

8 

5
年

（
昭
和
60
）
か
ら
種
ま
き
を
開
始
し
た
。

　

N
P
O
法
人
里
海
づ
く
り
研
究
会
議
理

事
の
田
中
丈
裕
さ
ん
は
当
時
、
県
の
水
産

課
職
員
と
し
て
ア
マ
モ
の
種
ま
き
の
相
談

を
受
け
、
そ
れ
以
来
、
日
生
町
漁
協
と
と

も
に
ア
マ
モ
場
の
再
生
に
力
を
注
ぐ
。

「
日
生
の
漁
師
の
方
々
は
非
常
に
先
進
的

で
す
。
長
期
的
か
つ
俯
瞰
的
な
視
点
で
漁

業
の
未
来
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。
私
も
何

と
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動

を
支
え
て
き
ま
し
た
」

　

夏
の
う
ち
に
わ
ず
か
に
残
る
ア
マ
モ
か

ら
花
枝
を
摘
み
と
り
、
秋
に
な
る
と
そ
こ

か
ら
丁
寧
に
種
を
採
取
し
て
選
別
し
、
ア

マ
モ
場
を
育
て
た
い
エ
リ
ア
ま
で
船
を
出

し
て
種
を
ま
く
。
そ
ん
な
地
道
で
手
間
の

か
か
る
作
業
を
漁
の
合
間
に
手
弁
当
で
毎

年
繰
り
返
し
た
。
だ
が
、
な
か
な
か
根
づ

く
こ
と
は
な
く
、
少
し
生
え
て
も
翌
年
に

は
消
え
て
し
ま
う
。
何
年
経
っ
て
も
ア
マ

モ
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

あ
き
ら
め
そ
う
に
な
る
仲
間
も
い
た
が
、

前
組
合
長
の
本
田
さ
ん
は
「
こ
れ
は
誰
か

の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
。
可

能
性
が
あ
る
な
ら
と
こ
と
ん
や
ろ
う
じ
ゃ

な
い
か
」
と
励
ま
し
た
そ
う
だ
。

　

日
生
町
漁
協
専
務
理
事
の
天
倉
辰
己
さ

ん
は
「
本
田
前
組
合
長
の
人
柄
と
統
率
力

が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
結
束
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
振
り
返
る
。

よ
み
が
え
っ
た
ア
マ
モ
場
が

日
生
の
カ
キ
を
育
て
る

　

種
を
ま
い
て
も
ア
マ
モ
が
育
た
な
い
原

因
が
海
の
底
質
悪
化
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
と
、
改
善
の
た
め
思
い
つ
く
限
り
の
こ

と
を
試
し
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
効
果
が

あ
っ
た
の
は
カ
キ
養
殖
で
身
を
除
い
た
後

の
「
カ
キ
の
殻
」
だ
っ
た
。
カ
キ
殻
を
海

底
に
ま
く
と
ア
マ
モ
の
種
が
根
を
張
り
や

す
く
、
ま
た
底
面
の
ヘ
ド
ロ
の
巻
き
上
げ

を
防
い
で
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
マ
モ
場

近
く
に
カ
キ
筏
を
設
置
す
る
と
、
カ
キ
が
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日生町漁協

鹿久居島

赤穂線

日生駅

頭島

大多府島

鶴島

曽島

鴻島

長島

キ
の
エ
サ
を
増
や
し
て
く
れ
る
の
で
、
身

入
り
も
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
天
倉
さ

ん
。
日
生
を
支
え
る
カ
キ
養
殖
の
営
み
が

ア
マ
モ
場
の
再
生
を
助
け
、
一
方
、
よ
み

が
え
っ
た
ア
マ
モ
場
が
日
生
の
カ
キ
を
守

り
育
て
る
、
そ
ん
な
相
互
作
用
が
生
ま
れ

て
い
る
の
だ
。

里
海
づ
く
り
が
海
を
豊
か
に
す
る

　

こ
う
し
た
日
生
に
お
け
る
ア
マ
モ
場
再

生
の
取
り
組
み
に
注
目
し
、
機
会
が
あ
る

ご
と
に
国
内
外
へ
紹
介
し
て
い
る
人
が
い

る
。
里
海
研
究
の
第
一
人
者
、
九
州
大
学

名
誉
教
授
の
柳
哲
雄
さ
ん
だ
。
柳
さ
ん
は
、

10
年
ほ
ど
前
に
田
中
さ
ん
の
紹
介
で
日
生

の
ア
マ
モ
場
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
、

以
来
、
日
生
の
人
々
と
の
親
交
を
深
め
な

が
ら
活
動
を
見
守
り
続
け
て
き
た
。

「
日
生
で
は
、
ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
だ
っ

た
ア
マ
モ
場
を
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ

て
よ
み
が
え
ら
せ
、
そ
れ
が
海
域
全
体
の

生
物
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
里
海
づ
く
り
の
理
想
モ
デ
ル
で

す
」
と
柳
さ
ん
は
評
価
す
る
。

　

里
海
と
は
柳
さ
ん
が
提
唱
し
て
い
る
概

念
で
、「
人
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
生
物

生
産
性
と
生
物
多
様
性
が
高
く
な
っ
た
沿

岸
海
域
」
の
こ
と
を
指
す
。

「
海
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
人
の
手

を
加
え
ず
自
然
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
考
え
方
が
い
ま
だ
に
根
強
い
。

水
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
こ
と
で

水
の
透
明
度
が
増
し
、
ア
マ
モ
の
成
長
を

促
す
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
試
行
錯
誤
と
地
道
な
努
力
が

実
を
結
び
、
2 
0 

0 

0
年
（
平
成
12
）
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
ア
マ
モ
が
生
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
ア
マ
モ
場
の

面
積
は
2 

0 

0 

ha
以
上
。
1 
9 
4 

0
年
代

後
半
の
3
分
の
1
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

　

本
田
前
組
合
長
と
30
年
間
、
ア
マ
モ
の

種
ま
き
を
続
け
て
き
た
つ
ぼ
網
漁
師
の
藤

生
泰
三
さ
ん
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

「
こ
こ
4
〜
5
年
で
急
速
に
ア
マ
モ
が
増

え
、
何
十
年
も
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
モ

エ
ビ
な
ど
が
網
に
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
豊
か
な
海
を
豊
か
な
ま
ま
子
ど
も

や
孫
の
代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
申
し
訳

な
い
と
い
う
思
い
で
続
け
て
き
ま
し
た
」

　

ア
マ
モ
場
が
再
生
さ
れ
た
か
ら
、
す
ぐ

に
魚
が
元
通
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

生
物
の
多
様
性
が
広
が
り
、
海
域
の
環
境

が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
証
拠
に
、
ア
マ
モ
場
が
繁
茂
す

る
よ
う
に
な
っ
た
2 

0 

0 

8
年
（
平
成
20
）

か
ら
、
そ
れ
ま
で
不
安
定
だ
っ
た
カ
キ
養

殖
の
生
産
量
が
安
定
し
は
じ
め
た
。

「
カ
キ
が
だ
め
に
な
る
一
番
の
要
因
は
夏

季
の
高
温
な
の
で
す
が
、
ア
マ
モ
場
が
直

射
日
光
を
遮
り
水
温
の
上
昇
を
防
ぎ
、
光

合
成
に
よ
っ
て
大
量
の
酸
素
を
つ
く
り
出

し
て
く
れ
る
た
め
、
カ
キ
の
大
量
死
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
マ
モ
場
が
カ

日生町漁協カキむき場と海の間にあるカキ殻の保管庫。ここで粉砕したカ
キ殻を船で運んでまくことで、海の底質が改善する

右：故・本田和士前組合長とアマモの種まきを続けてきた藤生泰三さん。
「あきらめなくてほんとうによかったです」と笑顔を見せた
左：日生町漁協が設置したカキむき場で働く人たち。収穫の最盛期に差
し掛かり、忙しそう

図 1 日生町地先におけるアマモ場面積の推移
緑色がアマモの繁茂場所。1970年代から80年代にかけて急速に失わ
れていくのがわかる。2013年は1950年ごろの 3分の 1まで回復（約
200ha）してきた。
提供：NPO法人 里海づくり研究会議
国土地理院基盤地図情報「岡山県」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使
用した。（承認番号　平 26情使、第 787号）

2013年

1950年代

◀

1970年代1980年代

◀

▼
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国
水産庁

岡山県

日生地域協議会

備前市
日生町
漁協

・日生地域のアマモ場造成活動
・海洋牧場計画を軸とした環境保全活動
・一般参加型の環境保全活動の計画実施
会員　８３名（日生町漁協組合員・職員）

水産多面機能発揮対策事業

日生藻場造成推進協議会

し
か
し
現
実
的
に
沿
岸
海
域
は
人
間
の
生

活
圏
に
隣
接
し
て
い
て
そ
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、
何
も
せ
ず
に
完
全
な
自
然
を
保

つ
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
」

　

里
山
と
同
じ
よ
う
に
、
人
々
の
生
活
に

近
い
海
に
は
積
極
的
に
人
の
手
を
加
え
て
、

里
海
と
し
て
守
り
育
て
な
け
れ
ば
海
洋
環

境
は
悪
化
す
る
ば
か
り
。
そ
こ
で
大
切
な

の
が
、
地
元
の
漁
師
の
存
在
だ
。

「
漁
師
は
海
の
守も

り
び
と人

で
す
。
彼
ら
が
い
な

く
な
っ
た
ら
海
は
あ
っ
と
い
う
間
に
荒
れ

て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
、
養
殖
を
含
む
漁

業
に
よ
っ
て
漁
師
が
き
ち
ん
と
利
益
を
得

ら
れ
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
海
の
環

境
保
全
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
」

　

日
生
町
漁
協
で
は
30
年
以
上
前
か
ら
、

底
び
き
網
に
か
か
る
海
の
ご
み
の
回
収
を

続
け
て
い
る
。
ま
た
、
カ
キ
の
ふ
ん
や
死

が
い
で
海
が
汚
れ
な
い
よ
う
、
収
穫
後
に

カ
キ
筏
の
下
の
海
底
を
耕
運
し
、
使
用
済

み
の
カ
キ
筏
の
廃
材
を
竹
炭
に
し
て
再
利

用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
の

海
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う
漁
師

た
ち
の
覚
悟
で
も
あ
る
。

　

里
海
づ
く
り
は
「
S
A
T
O
U
M
I
」

と
し
て
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
際
大

会
も
開
か
れ
て
い
る
。
世
界
各
地
で
ア
マ

モ
場
を
育
成
す
る
試
み
が
始
め
ら
れ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
放
棄
さ
れ
て
い
た
エ
ビ

の
養
殖
池
で
エ
ビ
、
魚
、
天
草
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
複
合
養
殖
の
実
験
を
行
な
い
、

本
格
運
用
に
乗
り
出
す
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

水
産
資
源
の
絶
対
量
が
限
ら
れ
る
な
か
、

食
糧
の
安
定
供
給
の
た
め
に
も
、
養
殖
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
存
在
に
な
る
だ
ろ

う
。
柳
さ
ん
は
里
海
と
こ
れ
か
ら
の
養
殖

の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
養
殖
は
、
海
に
人
が
手
を
加
え
る
も
っ

と
も
直
接
的
な
行
為
で
す
か
ら
、
や
り
方

を
間
違
え
ば
環
境
破
壊
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
つ
ぼ
網
漁
か
ら
始
ま

っ
た
日
生
町
漁
協
の
『
ア
マ
モ
を
植
え

る
』
取
り
組
み
は
、
カ
キ
の
養
殖
と
と
て

も
う
ま
く
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Report 4　変わりゆく養殖

日生におけるアマモ場再生の取り
組みを国内外に紹介している九州
大学名誉教授の柳哲雄さんは「カ
キの養殖とリンクしている日生の取
り組みは里海づくりの理想と言って
も過言ではないです」と語る

上：日生町漁協前組合長の故・本
田和士さんが先頭に立ち、1985
年（昭和 60）に初めて種をまいた
ときの写真

右 2枚上から：日生中学校の生徒
や生活協同組合コープおかやまの
組合員なども種まきに参加。活動
は広がっている／夏のうちに刈り
取ったアマモは保管袋に入れて筏
に吊るす。秋に海水を用いて種を
取り出して、質のよい種だけを船
からまく

下：密生して繁茂するアマモ。30
年もの取り組みが実りつつある。
再生したアマモ場は水中でもしっ
かり根を張っている様子がわかる
（提供：日生町漁業協同組合）

図 2 日生藻場造成推進協議会
（通称：アマモ倶楽部）の構成図
提供：NPO法人 里海づくり研究会議

こ
れ
か
ら
は
全
国
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
し
、
私
た
ち
研

究
者
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
お
手

伝
い
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

里
海
の
理
想
的
な
姿
は
多
様
だ
。
そ
れ

こ
そ
浜
ご
と
に
よ
っ
て
違
う
と
柳
さ
ん
は

言
う
。
人
の
手
を
か
け
て
生
態
系
全
体
を

ゆ
っ
く
り
大
き
く
す
る
里
海
づ
く
り
は
、

漁
師
た
ち
を
中
心
に
、
住
む
人
た
ち
も
一

緒
に
模
索
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。
そ

の
過
程
で
は
日
生
の
よ
う
に
養
殖
が
果
た

す
役
割
も
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
る
と
、
養
殖
に
対
す
る
眼
差
し

が
ま
た
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
12
月
5
日
取
材
）
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養
殖
魚
の
特
徴
と
は

編
集
部　

今
日
は
、
天
然
魚
と
養
殖
魚
を

実
際
に
食
べ
比
べ
な
が
ら
、
養
殖
魚
を
お

い
し
く
食
べ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

比
べ
る
の
は
ブ
リ
と
タ
イ
の
2
種
。
そ

れ
ぞ
れ
天
然
も
の
、
普
通
の
養
殖
も
の
、

そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
魚
と
い
わ
れ
る

「
か
ぼ
す
ブ
リ
」
と
「
エ
ビ
マ
ダ
イ
」
を

用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
外
見
の
印
象
で
す
が
、
ブ
リ
も
タ

イ
も
養
殖
も
の
は
丸
々
と
太
っ
て
い
て
、

天
然
も
の
よ
り
立
派
な
感
じ
が
し
ま
す
。

上
田
さ
ん　

養
殖
魚
は
エ
サ
を
た
っ
ぷ
り
食

べ
て
、
運
動
量
も
少
な
い
の
で
体
が
ふ
っ

く
ら
と
丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
自
然
界
に
は
な
い
体
形
で
す
ね
。
鮮
度

か
ら
い
え
ば
、
今
日
用
意
さ
れ
た
魚
は
全

体
的
に
養
殖
の
方
が
状
態
は
い
い
よ
う
で

す
。
こ
ち
ら
の
天
然
も
の
は
ブ
リ
も
タ
イ

も
目
玉
が
白
濁
し
て
少
し
く
ぼ
ん
で
い
ま

す
ね
。
残
念
で
す
が
、
こ
れ
は
水
揚
げ
し

て
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
証
拠
な
ん
で

す
。
で
は
包
丁
を
入
れ
て
お
ろ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

編
集
部　

切
り
身
を
見
る
と
、
天
然
も
の

は
な
ん
だ
か
身
の
色
が
く
す
ん
で
い
ま
す

ね
。
養
殖
魚
の
方
は
明
る
い
色
で
透
明
感

や
ツ
ヤ
も
あ
り
ま
す
。

上
田
勝
彦
さ
ん
に
聞
く

養
殖
魚
を
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ

養
殖
魚
の
弱
点
と
し
て
よ
く
い
わ
れ
る
の
は
「
に
お
い
が
独
特
」「
脂
が
き
つ
い
」
な

ど
。
編
集
部
で
は
、「
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
な
の
？
」「
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
お
い

し
く
食
べ
る
方
法
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
、『
月
刊 

養
殖
ビ
ジ
ネ
ス
』（
緑
書
房
）
で
「
ウ
エ
カ
ツ
流 

養
殖
魚
の
食
べ
方
」
を
連
載
し
て

い
る
水
産
庁
の
上
田
勝
彦
さ
ん
に
ご
相
談
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
た
が
っ
て
、
代

表
的
な
養
殖
魚
で
あ
る
ブ
リ
と
タ
イ
を
用
意
。
今
日
か
ら
で
も
実
践
で
き
る
「
養
殖

魚
を
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ
」
を
上
田
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

かぼすブリ（4.4kg） 養殖ブリ（4.5kg） 天然ブリ（4.7kg）

エビマダイ（1.6kg） 養殖マダイ（2.7kg） 天然マダイ（1.5kg）

変わりゆく養殖　編集部 体験講座

上田 勝彦 さん
うえだ かつひこ

水産庁 漁政部
 加工流通課 課長補佐

（魚食普及 水産物広報担当）

1964年（昭和39）島根県生まれ。元
漁師（長崎県沿岸漁業）。1994年
（平成 6）水産庁入庁後、南氷洋調査
捕鯨、太平洋マグロ漁場開拓、日本海
の資源回復などに従事。2014年より
現職。漁業者向けの販促方法、活〆
技術などの指導から、消費者向け料
理講習など幅広く活躍。通称「ウエカ
ツ水産」。『月刊 養殖ビジネス』（緑
書房）では「ウエカツ流 養殖魚の食
べ方」を連載中。
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ずらり並んだブリ（奥）とタイ（手前）の刺し身
（ブリは左から天然ブリ、養殖ブリ、かぼすブリ）

上：それぞれを食べ比べてみる。素人ばか
りの編集部でも違いがあることがわかった

上
田
さ
ん　

天
然
か
養
殖
か
と
い
う
以
前
に
、

魚
は
生
き
も
の
な
の
で
個
体
差
が
あ
り
ま

す
し
、
管
理
の
し
か
た
が
と
て
も
重
要
な

の
で
す
。
水
揚
げ
し
て
か
ら
の
扱
い
が
雑

だ
と
魚
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
う
っ
血

し
て
生
臭
み
が
出
た
り
、
肉
の
酸
味
が
強

く
な
っ
て
う
ま
み
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
か
ぼ
す
ブ
リ
や
エ
ビ
マ

ダ
イ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
魚
は
丁
寧

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
品
質
は
安
定
し

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
天
然
魚
と
養
殖
魚

の
明
確
な
違
い
は
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
養

殖
特
有
の
く
さ
み
。
こ
れ
は
エ
サ
と
な
る

魚
粉
や
魚
油
の
匂
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
養

殖
魚
は
脂
が
多
く
、
内
臓
の
ま
わ
り
に
も

脂
肪
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
近
の

日
本
人
の
脂
嗜
好
を
受
け
て
の
こ
と
で
、

魚
油
を
た
く
さ
ん
与
え
た
結
果
、
魚
が
メ

タ
ボ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う

し
た
養
殖
魚
の
欠
点
を
、
エ
サ
や
育
て
方

で
少
し
ず
つ
変
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

の
が
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
魚
だ
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

シ
ン
プ
ル
な
食
べ
方
ほ
ど

違
い
が
は
っ
き
り

上
田
さ
ん　

そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
違
い
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
、
し
ょ
う
ゆ
だ
け
で
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
タ
イ
か
ら
ど

う
ぞ
。

編
集
部　

天
然
も
の
は
、
見
た
目
は
色
が

く
す
ん
で
い
ま
し
た
が
、
食
べ
て
み
る
と

ぷ
り
っ
と
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
タ
イ
ら
し

い
味
が
口
の
中
に
残
り
ま
し
た
。

　

エ
ビ
マ
ダ
イ
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
食
べ

や
す
い
で
す
ね
。
た
だ
少
し
だ
け
淡
白
で

タ
イ
の
味
の
印
象
は
薄
い
気
が
し
ま
す
。

　

普
通
の
養
殖
も
の
は
、
身
が
ふ
わ
ふ
わ

と
締
ま
り
が
な
く
、
刺
し
身
と
し
て
は
も

の
足
り
な
い
感
じ
で
す
。

上
田
さ
ん　

ブ
リ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

編
集
部　

や
は
り
天
然
も
の
は
身
が
き
ゅ

っ
と
締
ま
っ
て
い
て
脂
も
ほ
ど
よ
く
、
噛

む
と
う
ま
み
が
あ
り
ま
す
。

　

か
ぼ
す
ブ
リ
は
く
さ
み
が
少
な
く
て
、

脂
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
ま
す
。
食
感
は
天

然
も
の
と
違
い
ま
す
が
、
十
分
お
い
し
い

で
す
。

　

問
題
は
普
通
の
養
殖
も
の
。
今
回
の
養

殖
魚
は
脂
っ
こ
く
生
臭
い
に
お
い
を
感
じ

ま
し
た
。

上
田
さ
ん　

今
日
の
な
か
で
は
普
通
の
養
殖

ブ
リ
が
一
番
食
べ
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
で
は
、
今
回
の
よ
う
に
く
さ
み
を

感
じ
る
人
の
た
め
に
、
養
殖
魚
を
お
い
し

く
食
べ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
く
さ
み
に
は
、
水
に
溶
け
る
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だ
、
こ
の
場
合
ブ
リ
を
洗
っ
た
し
ょ
う
ゆ

は
く
さ
み
を
吸
っ
て
い
る
の
で
、
捨
て
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

似
た
よ
う
な
方
法
に
、
み
り
ん
し
ょ
う

ゆ
に
漬
け
込
む
「
ヅ
ケ
」
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
も
、
刺
し
身
の
端
が
あ
め
色
に

な
る
く
ら
い
漬
か
っ
た
ら
、
一
度
ザ
ル
に

あ
げ
て
タ
レ
を
切
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
う
し
な
い
と
タ
レ
に
吸
着
さ
れ
た
く
さ

み
が
、
再
び
刺
し
身
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

ブ
リ
し
ゃ
ぶ
だ
け
で
な
く

焼
き
し
ゃ
ぶ
も
い
い

上
田
さ
ん　

次
に
、
最
近
定
着
し
つ
つ
あ
る

ブ
リ
し
ゃ
ぶ
は
、
鍋
に
水
か
だ
し
汁
を
沸

か
し
て
薄
切
り
の
ブ
リ
を
さ
っ
と
通
し
、

ぽ
ん
酢
で
食
べ
る
と
い
う
も
の
。

　

こ
こ
で
、
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
に
加
え
て
私
が

お
勧
め
す
る
の
が
「
焼
き
し
ゃ
ぶ
」
で
す
。

テ
フ
ロ
ン
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
、

ブ
リ
の
表
面
を
油
が
に
じ
み
出
る
ま
で
さ

っ
と
あ
ぶ
り
、
ね
ぎ
ぽ
ん
酢
を
つ
け
て
食

べ
る
だ
け
な
の
で
す
が
、
味
は
い
か
が
で

す
か
。

編
集
部　

油
が
焼
け
る
香
ば
し
い
香
り
が

し
て
、
湯
に
通
し
た
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
と
は

別
も
の
で
す
ね
。
く
さ
み
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
て
お
い
し
い
で
す
。

上
田
さ
ん　

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
と
ブ
リ
の

表
面
か
ら
油
が
出
ま
す
よ
ね
。
こ
の
油
と

一
緒
に
く
さ
み
が
落
ち
、
ま
た
焼
け
た
油

の
香
ば
し
さ
で
残
っ
た
く
さ
み
も
隠
さ
れ

る
の
で
す
。
だ
か
ら
1
枚
焼
く
ご
と
に
、

出
て
き
た
油
を
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
と
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
な

い
と
次
の
切
り
身
に
に
お
い
が
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。

　

焼
き
し
ゃ
ぶ
は
、
脂
が
多
い
養
殖
魚
に

こ
そ
向
い
た
調
理
法
で
す
。
ブ
リ
の
ほ
か
、

サ
バ
や
養
殖
カ
ン
パ
チ
な
ど
も
い
い
で
し

ょ
う
。
逆
に
脂
が
少
な
い
魚
で
は
、
焼
き

し
ゃ
ぶ
で
は
パ
サ
パ
サ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
や
サ
ワ

ラ
の
よ
う
な
身
の
や
わ
ら
か
い
白
身
魚
も
、

普
通
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
方
が
向
い
て
い

ま
す
。

魚
本
来
の
お
い
し
さ
を

楽
し
め
る
湯
煮

上
田
さ
ん　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
、
く
さ
み

を
感
じ
る
養
殖
魚
を
、
ど
う
お
い
し
く
食

べ
る
か
と
い
う
話
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
ご

紹
介
し
た
い
の
は
、
お
い
し
い
養
殖
魚
を

よ
り
お
い
し
く
食
べ
る
方
法
で
す
。
そ
れ

が
「
湯ゆ

に煮
」
で
す
。

編
集
部　

湯
煮
と
い
う
の
は
、
初
め
て
聞

き
ま
し
た
。

も
の
、
油
に
溶
け
る
も
の
、
空
気
に
溶
け

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対

策
と
し
て
は
、
取
り
除
く
、
隠
す
、
分
解

す
る
と
い
う
3
つ
の
方
法
が
あ
る
。
こ
の

3
×
3
の
な
か
か
ら
当
て
は
ま
る
も
の
を

考
え
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。

　

刺
し
身
の
場
合
、
よ
く
使
う
わ
さ
び
、

和
か
ら
し
、
し
ょ
う
が
な
ど
の
薬
味
は
、

キ
レ
が
よ
く
口
に
入
れ
る
と
香
り
が
さ
っ

と
消
え
る
の
で
、
く
さ
み
を
隠
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
、
み
そ
や
唐

辛
子
、
豆
板
醤
な
ど
、
口
の
な
か
で
最
後

ま
で
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
主
張
の
強
い
薬

味
の
ほ
う
が
相
性
は
い
い
の
で
す
。

編
集
部　

養
殖
魚
の
く
さ
み
は
取
り
除
く

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
か
。

上
田
さ
ん　

完
全
に
く
さ
み
を
消
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
1
つ
い
い
方
法
が
あ
り

ま
す
。「
し
ょ
う
ゆ
洗
い
」
で
す
。
養
殖
ブ

リ
を
薄
く
切
り
、
器
に
入
れ
た
し
ょ
う
ゆ

で
両
面
を
洗
う
よ
う
に
し
て
か
ら
、
カ
イ

ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
を
巻
い
て
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

編
集
部　

あ
、
た
し
か
に
先
ほ
ど
よ
り
も

く
さ
み
を
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
思
っ
た

ほ
ど
塩
辛
く
も
な
い
で
す
ね
。

上
田
さ
ん　

し
ょ
う
ゆ
は
魚
の
く
さ
み
成
分

を
吸
着
す
る
働
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
し
ょ
う
ゆ
の
う
ま
み
が
先
行
す
る
た
め
、

く
さ
み
を
感
じ
に
く
く
な
る
の
で
す
。
た

脂っこい普通の養殖ぶりの刺し身をしょう
ゆで洗うように食べる「しょうゆ洗い」。カ
イワレダイコンを巻くとくさみが気にならな
くなった。下は体験当日に用意した調味料
や薬味の一部

しょうゆ洗い焼きしゃぶ

養殖ブリをおいしく食べる上田
さんのお勧めは「焼きしゃぶ」。
ブリの表面をさっと焼き、ねぎと
ぽん酢でいただく。1枚焼くごと
に油をふくことを忘れずに
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湯煮のつくり方とポイント

○湯煮にする魚は、軽く塩を振りしばらく置いておく（タイの切り身の場

合は、皮面に切り込みを入れてから塩を振る）

○土鍋もしくはフライパンに水を沸かし、日本酒をおちょこ1杯分入れる

（土鍋は蓄熱するので、できればフライパンの方がよい）

○沸騰したら魚を静かに入れ、煮立たせないよう火を弱める

○湯が白濁したらアクを取り、しばらくして湯に透明感が出てきたら魚を

そっと引きあげる（切り身は約 1分、骨付きのアジは約 3分が目安）

○続けて魚を入れる場合は、そのつど少量の日本酒を加える

○魚を皿に盛り、ねぎとぽん酢をたっぷりかける

上
田
さ
ん　

北
海
道
の
郷
土
料
理
を
も
と
に

私
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
魚
の
く
さ

み
を
分
解
し
、
か
つ
う
ま
み
を
残
す
、
非

常
に
シ
ン
プ
ル
で
理
に
か
な
っ
た
調
理
法

で
す
。
今
日
は
エ
ビ
マ
ダ
イ
を
使
っ
て
湯

煮
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

湯
煮
に
は
大
き
く
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
魚
に
薄
く
塩
を
ま
ぶ

し
て
し
ば
ら
く
置
く
こ
と
。
そ
う
す
る
こ

と
で
う
ま
み
が
流
れ
出
る
の
を
防
ぐ
と
同

時
に
、
く
さ
み
が
表
面
に
出
て
き
ま
す
。

次
に
、
湯
を
沸
か
し
た
ら
日
本
酒
を
加
え

る
こ
と
。
こ
の
日
本
酒
の
有
機
酸
が
、
表

面
に
出
て
き
た
魚
の
く
さ
み
を
分
解
し
て

く
れ
る
の
で
す
。
最
後
に
、
魚
を
湯
に
入

れ
た
ら
沸
騰
さ
せ
な
い
こ
と
。
魚
は
1 

0 

0
度
以
上
で
熱
す
る
と
脂
が
酸
化
し
や
す

く
な
り
、
う
ま
み
も
流
れ
出
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
ら
皿
に
盛
っ
て
、
上
か

ら
刻
ん
だ
長
ね
ぎ
と
ぽ
ん
酢
を
た
っ
ぷ
り

と
か
け
ま
す
。
さ
あ
、
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

編
集
部　

身
が
ふ
っ
く
ら
や
わ
ら
か
く
て
、

ま
っ
た
く
パ
サ
パ
サ
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。

こ
れ
は
ご
飯
が
進
み
そ
う
で
す
！

上
田
さ
ん　

タ
イ
や
ブ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、
丸

ご
と
の
ア
ジ
や
塩
サ
バ
、
干
物
な
ど
、
ど

ん
な
魚
で
も
湯
煮
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
湯
煮
は
、
冷
め
て
も
お
い
し

編集部 体験講座　変わりゆく養殖

おいしい養殖魚をよりお
いしく食べる方法として
上田さんが編み出した
「湯煮」を体験。編集部
は全員初めて知る食べ方
だが「おいしい ！」と好評
だった

湯煮

い
の
で
す
。

　

ぽ
ん
酢
以
外
に
も
、
塩
こ
し
ょ
う
や
バ

タ
ー
し
ょ
う
ゆ
な
ど
、
好
み
の
味
つ
け
に

す
れ
ば
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

編
集
部　

こ
れ
は
魚
料
理
の
新
た
な
定
番

と
し
て
ぜ
ひ
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

上
田
さ
ん　

私
は
今
の
養
殖
魚
に
怒
り
と
希

望
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ぶ
く
ぶ
く
太
っ
て

脂
ば
か
り
の
養
殖
魚
が
多
い
の
は
、
買
い

手
が
養
殖
業
者
に
そ
の
よ
う
に
望
む
か
ら

で
す
が
、
一
方
、
最
近
は
か
ぼ
す
ブ
リ
や

エ
ビ
マ
ダ
イ
の
よ
う
に
お
い
し
い
と
思
え

る
も
の
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、
養

殖
魚
も
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
か
と
い

う
感
慨
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
き
な
希

望
で
す
。

　

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
、

昔
か
ら
魚
を
食
べ
て
き
ま
し
た
。
地
理
的

条
件
に
合
っ
た
食
文
化
を
簡
単
に
手
放
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
、
良
質
な
養
殖

魚
が
増
え
る
こ
と
で
、
家
庭
の
日
常
に
魚

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

編
集
部　

普
段
、
天
然
魚
と
養
殖
魚
を
食

べ
比
べ
る
こ
と
は
な
い
で
す
し
、
養
殖
魚

の
な
か
で
も
違
い
が
あ
る
な
ど
、
今
日
は

い
ろ
い
ろ
と
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
2 

0 

1  

4
年
12
月
8
日
実
施
）
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養
殖
魚
の
エ
サ
の
主
流
は

生
き
餌
か
ら
配
合
飼
料
へ

　

養
殖
魚
に
与
え
る
エ
サ
は
、
淡
水
魚
、

海
水
魚
と
も
に
以
前
は
小
魚
を
そ
の
ま
ま

エ
サ
と
す
る
生な

ま
え餌

で
し
た
が
、
今
は
配
合

飼
料
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
淡
水
魚
か
ら
。
ニ
ジ
マ
ス
の
養

殖
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
時
代
で
、
最
初

は
家
畜
の
内
臓
や
蚕
の
さ
な
ぎ
な
ど
を
与

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
鮮
度
や
栄
養

価
の
問
題
が
あ
り
、
魚
粉
に
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
混
ぜ
て
固
め
た
D 

P

（
ド
ラ
イ
ペ
レ
ッ
ト
）
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
普
及
し
て
、
今
は
ニ
ジ
マ
ス
、
ア

ユ
、
コ
イ
な
ど
の
淡
水
魚
の
養
殖
は
ほ
ぼ

1 

0 

0
％
D 

P
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
海
水
魚
は
長
年
、
近
海
で
獲
れ

る
小
魚
を
そ
の
ま
ま
エ
サ
に
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
養
殖
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
生
魚
が
不
足
し
た
り
、
生
魚
の
品
質

が
不
安
定
で
魚
に
病
気
が
出
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
大
量
の
食
べ
こ
ぼ
し
が
海
を
汚

染
す
る
と
し
て
環
境
問
題
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
生
魚
と
粉
末
配
合
飼
料
を
混

合
し
て
粒
状
に
し
た
M 

P
（
モ
イ
ス
ト
ペ
レ

ッ
ト
）
に
切
り
替
え
が
進
み
、
さ
ら
に
栄

養
価
が
高
く
保
存
が
容
易
な
D 

P
に
中
心

が
移
っ
て
い
き
ま
す
。
1 

9 

8 

9
年
（
平

成
元
）
に
は
、
よ
り
消
化
吸
収
の
よ
い
E 

P
（
エ
ク
ス
ト
ル
ー
デ
ッ
ド
ペ
レ
ッ
ト
＝
多
孔
質
飼

料
）
が
開
発
さ
れ
て
、
今
は
こ
の
E 

P
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
配
合
飼
料
は
生
餌
に
比
べ
て

栄
養
価
が
高
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
と
い

え
ま
す
。
と
は
い
え
ニ
ワ
ト
リ
や
ブ
タ
な

ど
家
畜
ほ
ど
魚
の
飼
養
技
術
の
完
成
度
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
は
ど
の
よ
う
な
栄

養
を
ど
れ
く
ら
い
与
え
れ
ば
い
い
の
か
を

標
準
化
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
か
ら

で
す
。

　

魚
は
変
温
動
物
で
す
の
で
、
水
温
が
下

が
る
と
極
端
に
エ
サ
の
消
化
能
力
が
落
ち

ま
す
。
ま
た
、
飼
育
密
度
や
水
質
、
海
流

の
向
き
な
ど
、
環
境
が
少
し
異
な
る
だ
け

で
エ
サ
へ
の
食
い
つ
き
が
ま
っ
た
く
変
わ

山本 剛史 さん
やまもと たけし

独立行政法人 水産総合研究センター 
増養殖研究所 養殖システム部 
飼餌料グループ グループ長／

水産学博士

三重大学生物資源学研究科 客員教授、農業
資材審議会 専門委員（養魚飼料、遺伝子組
み換え）、日本水産学会 編集委員なども兼務。

エ
サ
の
変
遷
と

こ
れ
か
ら
の
養
殖

養
殖
魚
の
味
に
は
「
エ
サ
」
が
と
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
こ
で
養
殖
魚
の
エ
サ
の
研
究
開
発
を
行
な
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人 

水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

増
養
殖
研
究
所
の
山
本
剛
史
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

話
題
は
養
殖
魚
の
エ
サ
の
変
遷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
味

の
好
み
、
さ
ら
に
エ
サ
を
起
点
に
し
た
育
種
に
ま
で
及
ん
だ
。
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り
ま
す
。
隣
同
士
の
い
け
す
で
す
ら
成
長

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
ほ
ど
。
そ
う
し
た
な

か
で
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、

少
し
で
も
多
く
の
魚
に
と
っ
て
成
長
効
率

の
よ
い
エ
サ
の
研
究
開
発
を
、
私
た
ち
は

日
々
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
い
し
さ
の
基
準
は

地
域
や
年
代
で
違
う

　

エ
サ
は
、
養
殖
魚
の
味
を
決
め
る
重
要

な
要
素
と
な
り
ま
す
。
で
は
、
お
い
し
い

魚
と
は
ど
ん
な
魚
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
味
と
い
う
の
は
食
材
そ
の
も
の

の
味
だ
け
で
な
く
、
見
た
目
か
ら
感
じ
る

先
入
観
や
地
域
性
な
ど
が
複
雑
に
影
響
し

て
い
ま
す
。
公
正
に
評
価
す
る
こ
と
は
と

て
も
や
っ
か
い
な
の
で
す
。

　

エ
サ
や
飼
育
方
法
の
異
な
る
魚
を
食
べ

比
べ
て
味
を
評
価
す
る
「
食
味
試
験
」
が

あ
り
ま
す
。
ア
ユ
の
塩
焼
き
で
こ
の
食
味

試
験
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
条
件
の

ア
ユ
で
も
き
れ
い
に
焼
け
て
い
る
か
、
そ

れ
と
も
少
し
焦
げ
て
い
る
か
で
、
お
い
し

さ
の
評
価
が
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

味
は
同
じ
な
の
に
、
見
た
目
の
良
し
悪
し
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が
味
覚
の
判
断
に
影
響
し
た
わ
け
で
す
。

　

例
え
ば
ブ
リ
の
切
り
身
を
買
う
と
き
、

血
合
い
が
鮮
や
か
な
赤
色
の
も
の
と
灰
褐

色
の
も
の
が
あ
っ
た
場
合
、
消
費
者
の
多

く
は
前
者
を
選
ぶ
で
し
ょ
う
。
血
合
い
が

退
色
し
て
い
る
も
の
は
鮮
度
が
悪
く
、
味

も
落
ち
る
と
判
断
す
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
た
目
は
味
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
エ
サ

に
配
合
す
る
成
分
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の

調
整
が
可
能
で
す
。
ギ
ン
ザ
ケ
の
赤
い
身

や
タ
イ
の
体
の
赤
み
な
ど
は
、
エ
サ
に
天

然
魚
と
同
じ
色
素
を
配
合
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
切
り
身
は
輸
送
中
に
酸
化
が

進
み
ま
す
が
、
エ
サ
に
ビ
タ
ミ
ン
C
や
E
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
抗
酸
化
物
質
を

添
加
し
て
で
き
る
だ
け
酸
化
を
抑
制
し
、

血
合
い
の
退
色
な
ど
を
防
い
で
い
ま
す
。

　

脂
質
も
魚
の
味
を
決
め
る
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
脂
質
を
多
く
含

む
エ
サ
を
与
え
れ
ば
、
脂
の
の
っ
た
魚
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
た
ん
に
脂

が
多
け
れ
ば
お
い
し
い
と
い
う
単
純
な
も

の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

脂
質
含
有
量
の
異
な
る
ブ
リ
に
つ
い
て
、

脂
質
と
お
い
し
さ
の
関
連
を
調
べ
る
食
味

試
験
を
、
九
州
（
鹿
児
島
除
く
）、
鹿
児
島

県
、
関
西
、
関
東
の
4
つ
の
地
域
・
県
で

年
代
別
、
男
女
別
に
試
験
を
行
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
九
州
で
は
脂
質

の
少
な
い
魚
が
好
ま
れ
、
関
東
は
中
程
度

の
脂
質
の
魚
、
関
西
は
脂
質
の
多
い
魚
が

好
ま
れ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
お
も
し

ろ
い
の
は
、
同
じ
九
州
で
も
鹿
児
島
県
だ

け
は
脂
質
の
多
い
魚
を
好
む
傾
向
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。

　

年
代
で
み
る
と
、
10
代
は
特
に
脂
質
の

多
い
魚
を
好
み
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ

脂
質
の
少
な
い
魚
の
評
価
が
高
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
女
性
は
男
性
よ

り
も
脂
質
の
少
な
い
魚
へ
の
評
価
が
高
く

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
養
殖
ブ
リ
に
対
す

る
消
費
者
の
志
向
を
表
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
食
べ
る
人
の
年
齢
や
性
別
、
地

域
に
よ
っ
て
好
み
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
養
殖
魚
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

魚
粉
に
代
わ
る
植
物
性
原
料
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

現
在
、
配
合
飼
料
が
直
面
し
て
い
る
最

大
の
課
題
は
、
主
原
料
で
あ
る
魚
粉
の
確

保
で
す
。
日
本
で
は
魚
粉
の
ほ
と
ん
ど
を

図 1 ブリの食味アンケート結果
平均体重約 3kgのブリを用いて、高脂質飼料（脂質レベル 28％）の給餌開始時期
が異なるEP-1 、EP-2、 EP-3とモイストペレット（MP）の4試験区を設けた（脂
質レベル：EP-1 ＞ EP-2 ＞ EP-3＞MP）。飼育試験を終えて 5kg強に成長した
ブリを用いて食味のアンケート調査を実施。同じ九州地方でも鹿児島の評価とだい
ぶ異なることがわかる。関西と関東はほぼ似た傾向だが、関西の方が脂ののりへの
評価が高かった。
出典：鹿児島県水産技術開発センター 機関誌『うしお』No.286より編集部作成
※有効回答数は、鹿児島県 172人、九州 78人、関西 118人、関東 156人。九州は鹿児島県を除く

図 4 日本における養魚用配合飼料への魚粉・代替原料配合割合の推移
魚粉配合量が少し減った分、大豆油粕とコーングルテンの配合比率が増える傾向に
あるが、依然として魚粉配合率は高い。
提供：独立行政法人 水産総合研究センター（データは、2009年までは日本水産油脂協会の、2010年
以降は農林水産省の統計をもとに同センターが作成）

図 3 日本の輸入魚粉価格の動向
2006年より急激に高騰した。その後乱高下しながらも高い水準で推移している。
2008年、2010年、2013年に配合飼料が値上げされた。
提供：独立行政法人 水産総合研究センター（データは財務省「貿易統計」をもとに同センターが作成）

図 2 海面養殖業・個人経営体の漁労支出（ブリ類、マダイ）
ブリ類、マダイともにエサ代および種苗代の割合が高い。特に近年のエサ代の高騰
は養殖業者の経営を圧迫していると考えられている。
出典：農林水産省「平成 25年漁業経営調査報告」（確報）より編集部作成
※個人経営体・1経営体あたりの経営収支。養殖業経営体のすべての経営収支から当該養殖部門に関
する収支を分離して表示。調査対象の養殖施設面積（平均）は、ブリが1012ｍ ²、マダイが1323ｍ ²
※その他には「期首期末棚卸増減」「雇用労賃」「漁船・漁具費」「油費」「修繕費」「販売手数料」
「減価償却費」などを含む　※四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある
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輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に

養
殖
業
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
エ

サ
の
原
料
と
な
る
魚
粉
が
品
薄
に
な
っ
て

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
す
。

　

養
殖
業
で
は
経
費
の
6
〜
7
割
を
エ
サ

代
が
占
め
て
い
る
た
め
、
原
料
と
な
る
魚

粉
の
価
格
が
上
が
る
こ
と
は
業
者
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
で
す
。
そ
の
反
面
、
日
本

で
は
魚
粉
が
多
い
ほ
ど
い
い
エ
サ
だ
と
い

う
考
え
が
根
強
く
、
な
か
な
か
魚
粉
の
配

合
率
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

今
後
、
海
洋
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
も
魚

粉
の
使
用
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
当
研
究
所
で
も
大
豆
油
粕
や

コ
ー
ン
グ
ル
テ
ン
と
い
っ
た
魚
粉
に
代
わ

る
植
物
性
の
代
替
飼
料
の
利
用
を
促
す
た

め
の
研
究
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

大
豆
油
粕
や
コ
ー
ン
グ
ル
テ
ン
は
、
食

品
加
工
等
の
副
産
物
と
し
て
大
量
に
生
産

さ
れ
る
た
め
、
魚
粉
よ
り
安
価
に
調
達
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
今
は
魚
粉
を
減
ら
し

て
植
物
性
原
料
を
配
合
し
て
も
、
期
待
さ

れ
る
ほ
ど
コ
ス
ト
は
下
が
り
ま
せ
ん
。
植

物
性
原
料
は
魚
粉
に
比
べ
て
た
ん
ぱ
く
含

量
が
低
い
の
で
、
減
ら
し
た
魚
粉
に
相
当

す
る
た
ん
ぱ
く
量
を
補
う
に
は
配
合
量
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
植
物
性
原
料
を
増
や
す
と
、
成

長
が
低
下
し
た
り
、
生
理
障
害
が
出
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

タ
ウ
リ
ン
な
ど
の
成
分
を
補
足
し
栄
養
面

を
強
化
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
が
、

こ
う
し
た
プ
ラ
ス
α
の
部
分
で
ど
う
し
て

も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

育
種
技
術
を
高
め

価
値
を
引
き
出
す

　

植
物
性
原
料
を
配
合
し
た
安
価
な
飼
料

だ
け
で
養
殖
魚
を
大
き
く
育
て
る
こ
と
が

理
想
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
育
種
（
注

1
）
の
技
術
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
私
た
ち
は
、
ア
マ
ゴ
に
植
物
性

原
料
を
配
合
し
た
安
い
エ
サ
を
与
え
、
そ

の
な
か
で
大
き
く
育
っ
た
個
体
の
み
を
選

抜
し
て
交
配
を
繰
り
返
す
実
験
を
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
二
世
代
目
に
は
、
植
物

性
原
料
の
多
い
エ
サ
だ
け
で
育
て
て
も
従

来
の
エ
サ
で
育
て
た
ア
マ
ゴ
と
同
じ
く
ら

い
成
長
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
育
種

を
適
切
に
行
な
え
ば
、
植
物
性
原
料
配
合

の
エ
サ
に
対
す
る
摂
餌
効
率
が
高
く
成
長

率
も
よ
い
系
統
の
魚
が
つ
く
れ
る
は
ず
で

す
。
今
、
各
方
面
と
協
力
し
、
カ
ン
パ
チ

で
同
様
の
実
験
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

育
種
が
進
み
、
遺
伝
的
に
優
れ
た
集
団

が
で
き
て
く
れ
ば
、
養
殖
魚
も
牛
や
豚
の

よ
う
な
本
格
的
な
ブ
ラ
ン
ド
化
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
消
費
者
の
多
様
な
好
み
に
合

わ
せ
、
い
け
す
ご
と
に
エ
サ
を
変
え
て

「
こ
の
い
け
す
の
魚
は
こ
う
い
う
味
で
、

こ
う
し
た
料
理
が
合
う
」
と
提
案
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
味
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る

天
然
魚
に
対
す
る
強
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
養
殖
は
い
か
に
天
然
魚
に
近

（注 1）育種

自然な状態では偶然でしか現れない優
良な形質を、それが発現している魚同
士を交配させて、常に現れるような系
統をつくり出すこと。色や形が異なるフ
ナを交配させて生み出したキンギョが
有名。交配によるため、品種や系統を
生み出すまでに時間がかかる。

（注 2）飼料安全法

飼料の安全性の確保及び品質の改善
に関する法律。農林水産省では国内で
生産、あるいは海外から輸入される飼
料の安全性を確保するため、飼料安全
法に基づき各種規制（飼料添加物の使
用量、有害物質の残留基準、帳簿の備
え付けなど）を実施。対象は全 31種
類で、家畜は牛、豚、鶏など、養殖水
産動物はブリ、マダイ、ギンザケなど。

上から：養殖研究のために設けられた池
／エサを開発するために用いる成形機。
機器類は自作に近いものもある／山本
さんが試作したエサ

Interview　変わりゆく養殖

づ
け
る
か
に
腐
心
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
「
養
殖
魚
と
天
然
魚
は
別
も
の
」

と
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
養
殖
魚

は
、
飼
料
安
全
法
（
注
2
）
の
も
と
与
え

る
エ
サ
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
漁
獲

量
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
変
動
す
る
天
然

魚
に
対
し
て
、
計
画
的
に
生
産
・
出
荷
で

き
る
利
点
も
あ
る
。
個
性
や
特
色
を
も
っ

た
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
魚
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
や
流
通
業
者
が
「
養
殖
魚
に
は

養
殖
魚
の
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
う

意
識
を
も
う
少
し
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、

養
殖
魚
の
価
値
は
も
っ
と
高
ま
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に

は
養
殖
業
界
や
研
究
者
が
し
っ
か
り
連
携

し
て
、
育
種
や
飼
育
環
境
の
改
善
、
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み

を
地
道
に
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
も
エ
サ
と
い
う
側
面
か
ら
、
養

殖
魚
の
価
値
を
高
め
る
努
力
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
12
月
15
日
取
材
）
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養
殖
の
価
値
に
目
を
向
け
る

　

こ
の
と
こ
ろ
、
魚
介
類
の
養
殖
に
対
す

る
注
目
度
は
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
水
産
資
源
の
枯
渇
が
問
題
視
さ
れ
る

な
か
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
に
成
功

し
た
近
畿
大
学
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に
取
り

組
む
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
機
会
も
多
い
。
知
恵
と
情
熱
、
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
完
全
養
殖
の
道
を
切
り
開
い

た
人
た
ち
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取

り
上
げ
る
側
、
視
聴
す
る
側
は
「
天
然
も

の
が
獲
れ
な
く
な
っ
た
け
ど
、
代
わ
り

4

4

4

は

養
殖
で
な
ん
と
か
な
り
そ
う
だ
」
と
思
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
、
私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に

「
養
殖
は
天
然
の
代
替
品
」
と
見
て
い
る

よ
う
だ
。
目
の
前
の
切
り
身
に
と
ら
わ
れ

て
、
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
生
産
や
流
通

の
現
場
ま
で
思
い
が
至
ら
な
い
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
養
殖
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

養
殖
に
は
「
天
然
種
苗
」「
人
工
種
苗
」

「
蓄
養
」
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
が
、
実
際
に
現
場
に
足
を
運
び
、
話
を

聞
く
と
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
養
殖
は

安
定
し
た
量
を
水
揚
げ
で
き
る
う
え
、
味

も
エ
サ
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

こ
と
を
知
っ
た
。
な
に
よ
り
も
現
場
の
人

た
ち
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
よ
り
お

い
し
く
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。

　

養
殖
も
の
の
価
値
を
天
然
も
の
よ
り
も

下
に
見
て
し
ま
う
障
壁
は
、
実
は
私
た
ち

の
無
意
識
が
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
養
殖
vs
天
然
」
と
つ
い
対
比
さ
せ
て
し

ま
い
が
ち
だ
が
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
が
毎

日
口
に
す
る
食
べ
物
の
な
か
で
、
完
全
な

天
然
も
の
は
そ
う
は
な
い
。
養
殖
は
別
の

価
値
を
持
っ
た
も
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と

捉
え
れ
ば
可
能
性
は
グ
ッ
と
広
が
る
。

　

食
材
に
よ
っ
て
料
理
法
を
変
え
る
こ
と

は
み
ん
な
が
普
通
に
や
っ
て
い
る
。
サ
ク

サ
ク
し
た
衣
に
包
ま
れ
た
ト
ン
カ
ツ
を
思

い
浮
か
べ
る
と
、
脂
身
の
多
い
ロ
ー
ス
カ

ツ
を
好
む
人
も
い
れ
ば
、
脂
身
の
少
な
い

ヒ
レ
カ
ツ
し
か
食
べ
な
い
人
も
い
る
。
そ

れ
は
、
部
位
に
よ
っ
て
肉
質
が
異
な
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

同
じ
こ
と
を
な
ぜ
養
殖
魚
で
や
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。
養
殖
魚
の
弱
点
と
し
て
し
ば

し
ば
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
天
然
魚
と
の
比

較
に
よ
る
「
脂
っ
ぽ
さ
」。
と
す
れ
ば
弱

点
を
補
う
よ
う
に
料
理
す
れ
ば
よ
い
。
そ

う
教
え
て
く
れ
た
の
は
水
産
庁
の
上
田
勝

彦
さ
ん
だ
。「
焼
き
し
ゃ
ぶ
」
と
「
湯
煮
」

は
養
殖
ブ
リ
（
ノ
ン
ブ
ラ
ン
ド
）
の
脂
っ
ぽ

さ
を
見
事
に
消
し
去
っ
た
（
p 

26
〜
p 

29
）。

　

変
え
る
べ
き
な
の
は
私
た
ち
の
意
識
か

も
し
れ
な
い
。
固
定
観
念
を
捨
て
て
、
食

材
と
し
て
養
殖
も
の
に
向
き
合
っ
て
み
る
。

人
に
は
適
材
適
所
、
農
業
に
は
適
地
適
作

と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
に
、
養
殖
を
指

す
「
適
魚
適
食
」
と
い
う
言
葉
が
浸
透
す

る
日
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
。（「
適
魚
適
食
」

は
編
集
部
の
造
語
で
す
）

魚
食
文
化
の
新
し
い
芽

「
日
本
の
魚
食
文
化
は
養
殖
に
よ
っ
て
さ

ら
に
深
ま
っ
た
の
で
す
」。
近
畿
大
学
の

有
路
昌
彦
さ
ん
が
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
と

き
は
ハ
ッ
と
し
た
（
p 
6
）。
回
転
寿
司

の
隆
盛
に
「
魚
食
文
化
が
壊
れ
て
い
く

…
…
」
と
嘆
く
向
き
も
少
な
く
な
い
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
た

「
適
魚
適
食
」
が
広
ま
る
日

変わりゆく養殖　文化をつくる

編
集
部

ち
が
高
級
魚
を
気
軽
に
味
わ
え
る
と
は
幸

せ
だ
。
エ
サ
と
な
る
魚
や
魚
粉
が
ど
こ
か

ら
届
い
て
い
る
の
か
、
環
境
へ
の
負
荷
な

ど
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
が
、
も
っ
と
楽

し
ん
で
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
ぜ
な
ら
文
化
と
は
時
代
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
。
ご
存
じ
の
方

は
多
い
と
思
う
が
、
か
つ
て
マ
グ
ロ
は
赤

身
が
重
宝
さ
れ
、
脂
肪
の
多
い
腹
身
（
ト

ロ
）
は
腐
り
や
す
い
の
で
捨
て
ら
れ
て
い

た
。
ト
ロ
が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
だ
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
日
本
人
の
嗜
好
が
変

わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
冷
蔵
技
術
の
発

達
も
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

文
化
が
変
わ
る
そ
の
裏
に
は
、
技
術
の

進
歩
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
科
学
が
あ

る
。
柑
橘
類
を
エ
サ
に
採
用
し
た
か
ぼ
す

ブ
リ
・
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
や
、
温
泉
と
ら
ふ

ぐ
の
味
を
よ
く
す
る
「
味
上
げ
」
な
ど
は
、

ま
さ
に
科
学
が
そ
の
有
効
性
を
立
証
し
て

生
ま
れ
た
も
の
。
も
ち
ろ
ん
常
識
に
こ
だ

わ
ら
な
い
突
破
者
の
存
在
も
欠
か
せ
な
い
。

　

日
本
の
養
殖
は
た
し
か
に
変
わ
り
は
じ

め
て
い
る
し
、
今
後
は
さ
ら
に
大
き
く
変

わ
る
予
感
も
あ
る
。
海
外
へ
の
輸
出
も
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
も
注
視
し
た
い
。
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淡
水
魚
は
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る

　

戦
後
の
間
も
な
い
時
期
ま
で
、
水
田
は
用

排
水
の
分
離
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
川
と
水

田
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。
農
薬
も
少
な
く
、

そ
の
た
め
、
淡
水
魚
で
あ
る
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ

な
ど
、
初
夏
の
水
田
の
水
口
に
は
、
う
よ
う

よ
と
群
れ
、
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
た
。
秋
に

な
る
と
、
川
干
し
、
池
干
し
が
行
な
わ
れ
、

大
き
く
成
長
し
た
フ
ナ
や
コ
イ
を
捕
え
、
夕

食
の
膳
を
賑
わ
し
、
た
ん
ぱ
く
摂
取
の
源
に

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
70
年
農
業
の

近
代
化
が
進
み
、
こ
の
よ
う
な
現
象
も
だ
ん

だ
ん
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　

最
近
、
特
に
自
然
環
境
の
大
切
さ
が
見
直

さ
れ
て
き
た
。
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
企

画
『
田
園
自
然
再
生
』（
農
文
協
・
2 

0 

0 

9
）

に
は
、
よ
み
が
え
る
自
然
・
生
命
・
農
・
地

域
の
象
徴
と
し
て
、
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る

水
路
と
田
ん
ぼ
の
復
元
、
小
規
模
水
田
魚
道

の
設
置
方
法
と
遡
上
効
果
、
メ
ダ
カ
を
守
り

育
て
る
、
棚
田
を
守
る
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

生
す
る
環
境
保
全
型
農
業
を
論
ず
る
。
進
士

五
十
八
は
、「
人
が
健
全
に
育
ち
、
暮
ら
し
、

楽
し
み
と
期
待
を
抱
い
て
過
ご
す
日
々
の
た

め
に
、
田
園
自
然
再
生
活
動
は
、
い
わ
ば
永

遠
に
そ
の
手
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

21
世
紀
は
都
市
を
農
村
化
す
る
時
代
だ
。
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革

だ
」
と
強
調
す
る
。

　

水
田
と
そ
の
ま
わ
り
の
水
域
と
陸
域
か
ら

な
る
農
村
環
境
を
取
り
戻
す
、
生
態
系
保
全

型
整
備
事
業
を
論
ず
る
、
水
谷
正
一
編
著

『
水
田
生
態
工
学
入
門
』（
農
文
協
・
2 

0 

0 

7
）

に
は
、
水
路
と
水
田
に
生
息
す
る
コ
イ
、
フ

ナ
、
タ
ナ
ゴ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ
マ
ズ
、
メ
ダ

カ
、
イ
ト
ヨ
な
ど
の
魚
類
を
挙
げ
る
。
そ
れ

ら
の
魚
類
の
生
活
史
、
す
な
わ
ち
、
卵
の
時

期
、
仔
魚
期
、
稚
魚
期
、
若
魚
期
、
成
魚
期
、

老
魚
期
ま
で
捉
え
、
魚
類
の
保
全
や
増
殖
を

図
る
ハ
ビ
タ
ッ
ト
（
生
息
場
所
）
を
指
摘
す

る
。
東
京
都
日
野
市
の
農
業
水
路
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
を
は
が
し
て
石
積
み
に
変
え
、

河
床
に
木
杭
や
蛇じ

ゃ
か
ご籠

を
配
置
し
ワ
ン
ド
を
造

成
し
、
魚
類
の
増
殖
を
図
っ
た
事
例
を
述
べ

て
い
る
。

　

水
谷
正
一
・
森
淳
編
著
『
春
の
小
川
の
淡

水
魚 

そ
の
生
息
場
と
保
全
』（
学
報
社
・
2 

0 

0 

9
）、
高
橋
清
孝
編
著
『
田
園
の
魚
を
と

り
も
ど
せ
！
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
2 

0 

0 

9
）

は
、
と
も
に
、
魚
類
の
繁
殖
場
、
生
育
場
、

越
冬
場
の
保
全
対
策
を
掲
げ
て
い
る
。
宇
根

豊
著
『
田
ん
ぼ
の
学
校 

入
学
編
』（
農
文
協
・

2 

0 

0 

0
）、
市
川
憲
平
／
文
／
写
真
『
メ
ダ

カ
・
フ
ナ
・
ド
ジ
ョ
ウ
』（
農
文
協
・
2 

0 

1 

2
）、
前
畑
政
善
／
文
／
写
真
『
ナ
マ
ズ
』

（
農
文
協
・
2 

0 

1 

4
）
を
ひ
も
解
く
と
、
ま

さ
し
く
淡
水
魚
に
と
っ
て
、
田
ん
ぼ
は
生
息

場
で
あ
り
、
増
・
養
殖
場
の
宝
庫
と
い
え
る
。

淡
水
魚 

増
・
養
殖
の
歴
史

　　

長
田
芳
和
・
細
谷
和
海
著
編
『
よ
み
が
え

れ
日
本
産
淡
水
魚 

日
本
の
希
少
淡
水
魚
の

現
状
と
系
統
保
存
』（
緑
書
房
・
1 

9 

9 

7
）
に

は
、
日
本
列
島
に
分
布
す
る
淡
水
魚
は
コ
イ

科
、
ナ
マ
ズ
科
を
中
心
と
す
る
純
淡
水
魚
約

90
種
、
サ
ケ
科
、
ハ
ゼ
科
、
カ
ジ
カ
科
か
ら

な
る
周
縁
性
淡
水
魚
約
1 

1 

0
種
、
合
計
約

2 

0 
0
種
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
。
残
念

な
が
ら
、
ス
ワ
モ
ロ
コ
、
ミ
ナ
ミ
ト
ミ
ヨ
が

絶
滅
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
、
淡
水
魚
を

絶
滅
さ
せ
て
な
ら
な
い
。

　

淡
水
魚
の
増
・
養
殖
技
術
の
歴
史
を
追
っ

て
み
よ
う
。
垂
仁
天
皇
（
第
11
代
）、
灌か

ん
が
い漑

の

溜
池
溝
を
開
き
、
自
然
養
魚
池
を
兼
ね
る
と

あ
る
。
大
島
泰
雄
編
著
『
水
産
増
・
養
殖
技

術
発
達
史
』（
緑
書
房
・
1 

9 

9 

4
）
に
は
、
古

代
か
ら
現
代
ま
で
、
マ
ダ
イ
、
ボ
ラ
、
ク
ル

マ
エ
ビ
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
な
ど
の
海
水
魚
、
コ

イ
、
ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
淡
水
魚
の
蓄
養

の
歴
史
を
詳
細
に
綴
る
。
野
村
稔
編
『
淡
水

養
殖
技
術
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
1 

9 

8 

2
）
に

よ
る
と
、
養
殖
の
技
法
は
、
一
定
の
区
域
を

専
有
し
、
そ
の
区
域
内
で
自
己
所
有
の
魚
族

の
環
境
管
理
を
行
い
、
繁
殖
と
成
長
を
図
る
。

一
方
、
増
殖
の
技
法
は
、
法
律
や
取
締
を
制

定
し
、
漁
獲
の
制
限
・
禁
止
・
禁
魚
期
、
禁

漁
区
の
設
定
、
種
苗
の
放
流
、
魚
族
の
生
育

環
境
を
行
な
う
。
隆
島
史
夫
・
村
井
衛
編

『
水
産
増
養
殖
シ
ス
テ
ム 

淡
水
魚
』（
恒
星
社

厚
生
閣
・
2 

0 

0 

5
）
で
は
、
具
体
的
に
食
料
、

環
境
、
文
化
な
ど
と
密
接
に
絆
を
も
つ
日
本

の
淡
水
魚
に
関
す
る
、
イ
ワ
ナ
、
イ
ト
ウ
、

サ
ケ
、
コ
レ
ゴ
ヌ
ス
（
シ
ナ
ノ
ユ
キ
マ
ス
），

ニ
ジ
マ
ス
、
ア
マ
ゴ
（
サ
ツ
キ
マ
ス
）、
ヤ
マ

メ
、
ヒ
メ
マ
ス
、
ア
ユ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
コ
イ
、

カ
ワ
チ
ブ
ナ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど
に
関
し
て
、
そ

の
増
・
養
殖
生
産
過
程
を
論
ず
る
。

　

さ
ら
に
、
増
井
好
男
著
『
内
水
面
養
殖
業

の
地
域
分
析
』（
農
林
統
計
協
会
・
1 

9 

9 

9
）

の
構
成
は
、
内
水
面
養
殖
研
究
の
意
義
と
目

的
、
先
進
養
鰻
産
地
（
浜
名
湖
な
ど
）
の
形

成
と
展
開
、
稲
作
を
転
換
と
し
た
徳
島
県
吉

野
川
下
流
地
域
の
新
興
養
鰻
産
地
の
形
成
と

展
開
、
長
野
県
塩
田
地
域
の
養
鯉
産
地
の
形

成
と
展
開
、
静
岡
県
富
士
宮
地
域
・
長
野
県

明あ
か
し
な科

地
域
の
養
鱒
産
地
の
形
成
と
展
開
、
内
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水
面
養
殖
業
の
課
題
か
ら
な
る
。
内
水
面
養

殖
業
の
発
達
し
た
理
由
と
し
て
、
稲
作
の
生

育
条
件
が
不
利
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

結
論
づ
け
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

三み
お
も
て
が
わ

面
川
の
サ
ケ

　

北
九
州
筑
豊
を
流
れ
る
遠
賀
川
の
上
流
福

岡
県
嘉か

ま麻
市
大
隈
の
地
に
、
鮭
神
社
が
鎮
座

す
る
。
境
内
に
は
自
然
石
の
サ
ケ
の
埋
納
塚
、

拝
殿
に
は
サ
ケ
の
魚
拓
や
絵
馬
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
。
サ
ケ
は
海
神
の
使
い
と
し
て
川
を

遡
る
。
2 

0 

1 

4
年
（
平
成
26
）
に
は
4
匹

の
サ
ケ
が
遡
上
し
た
。
鮭
神
社
で
は
毎
年
12

月
13
日
サ
ケ
を
神
前
に
供
え
て
、「
献
鮭
祭
」

が
行
な
わ
れ
る
。

　

新
潟
県
村
上
市
に
お
け
る
三
面
川
の
サ
ケ

の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
の
記
録
に
表
れ

て
お
り
、
江
戸
期
に
入
り
、
本
格
的
に
サ
ケ

の
増
・
養
殖
が
図
ら
れ
て
き
た
。
三
面
川
は

朝
日
連
峰
に
源
を
発
し
、
朝
日
村
を
流
れ
下

り
、
流
域
に
恵
み
を
も
た
ら
し
、
村
上
市
の

瀬
波
と
岩
ヶ
崎
の
間
で
日
本
海
に
注
ぐ
、
延

長
50
㎞
の
河
川
で
あ
る
。
児
童
書
近
藤
弘
著

『
鮭
よ
、
も
ど
っ
て
こ
い
』（
岩
崎
書
店
・
1 

9 

8 

2
）
に
、
宝
暦
初
年
頃
、
青
砥
武
平
次
が

三
面
川
の
種
川
に
サ
ケ
の
産
卵
場
を
造
り
、

サ
ケ
の
増
殖
業
の
発
展
を
促
が
し
、
村
上
藩

の
財
政
を
潤
す
こ
と
に
な
る
。
須
藤
和
夫
著

『
三
面
川
サ
ケ
物
語
』（
朔
風
社
・
1 

9 

8 

5
）

は
、
サ
ケ
の
保
護
制
度
を
確
立
し
た
青
砥
武

平
次
、
明
治
時
代
の
動
乱
を
乗
り
越
え
、
自

ら
人
夫
と
な
っ
て
サ
ケ
川
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
旧
村
上
藩
士
た
ち
を
描
き
、
さ
ら
に
荒

廃
し
た
サ
ケ
の
川
の
復
元
に
立
ち
あ
が
っ
た
、

現
代
の
村
上
市
民
た
ち
を
描
い
て
い
る
。
横

川
健
著
『
越
後
村
上
―
三
面
川
の
鮭
』（
朝
日

新
聞
社
・
2 

0 

0 

5
）
は
、
サ
ケ
の
採
卵
、
ふ

化
、
放
流
し
、
4
年
の
後
に
三
面
川
に
戻
っ

て
く
る
サ
ケ
を
写
真
で
表
す
。
帰
っ
て
き
た

サ
ケ
を
捕
る
漁
法
と
し
て
の
、
居
操
り
網
漁
、

引
き
網
漁
、
ウ
ラ
イ
漁
を
著
し
、
な
お
か
つ
、

日
本
で
最
初
の
サ
ケ
の
博
物
館
イ
ヨ
ボ
ヤ
会

館
、
こ
ど
も
サ
ケ
科
学
館
、
サ
ケ
料
理
ま
で

捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
編
と
し
て
、
塩

引
き
サ
ケ
を
生
む
風
と
湿
度
と
気
温
、
平
均

雨
量
、
偉
大
な
自
然
遺
産
魚
つ
き
保
安
林
、

三
面
川
サ
ケ
漁
実
績
と
稚
魚
放
流
数
を
示
し

て
い
る
。
三
面
川
の
鮭
育
成
に
尽
力
し
た

人
々
を
描
い
た
（
財
）
村
上
城
跡
保
存
育
英

会
編
・
発
行
『
鮭
の
子
も
の
が
た
り
』（
2 

0 
0 
6
）
も
あ
る
。

　

北
海
道
を
中
心
と
し
た
サ
ケ
、
マ
ス
増
殖

に
つ
い
て
は
、
小
林
哲
夫
著
『
日
本
サ
ケ
・

マ
ス
増
殖
史
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
・
2 

0 

0 

9
）、
田
中
哲
彦
著
『
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場

―
15
年
間
の
体
験
記
』（
成
山
堂
書
店
・
2 

0 

1 

2
）
が
あ
る
。
そ
の
他
に
佐
藤
重
勝
著
『
サ

ケ
―
つ
く
る
漁
業
へ
の
挑
戦
』（
岩
波
新
書
・

1 

9 

8 

6
）、
渓
流
に
生
息
す
る
魚
の
保
全
を

図
っ
た
井
田
齊
・
奥
山
文
弥
著
『
サ
ケ
・
マ

ス
・
イ
ワ
ナ
の
わ
か
る
本
』（
山
と
渓
谷
社
・
2 

0 

1 

2
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

天
然
ア
ユ
を
育
て
る

　

ア
ユ
の
書
は
、
宮
地
伝
三
郎
著
『
ア
ユ
の

話
』（
岩
波
新
書
・
1 

9 

6 

0
）
が
あ
ま
り
に
も

有
名
で
あ
る
が
、
治
水
利
水
の
た
め
の
堰
や

ダ
ム
の
築
造
、
河
川
改
修
が
進
み
、
ア
ユ
の

生
息
地
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
古
川

彰
・
高
橋
勇
夫
編
『
ア
ユ
を
育
て
る
川
仕

事
』（
築
地
書
館
・
2 

0 

1 

0
）
に
は
、
ア
ユ
は

川
と
海
を
往
き
来
す
る
回
遊
魚
で
、
川
の
下

流
部
で
秋
に
卵
か
ら
孵
っ
た
ア
ユ
の
仔
魚
は

海
に
下
っ
て
冬
を
沿
岸
部
で
過
ご
し
、
春
先

に
海
か
ら
川
を
さ
か
の
ぼ
り
は
じ
め
、
夏
に

は
中
上
流
部
に
た
ど
り
着
き
な
わ
ば
り
を
つ

く
っ
て
、
成
長
を
続
け
、
秋
口
に
は
降
下
を

開
始
し
、
下
流
部
で
産
卵
を
終
え
た
ア
ユ
は

1
年
だ
け
の
命
を
終
え
る
、
と
あ
る
。
そ
し

て
、
1 

9 

8 

0
年
（
昭
和
55
）
ご
ろ
に
は
、

ア
ユ
の
遡
上
し
な
い
川
が
増
え
、
多
く
の
川

が
放
流
ア
ユ
頼
み
の
釣
り
堀
状
態
に
な
っ
た

と
、
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
、
全

国
で
天
然
ア
ユ
を
増
や
す
取
り
組
み
と
河
川

環
境
の
保
全
活
動
に
関
し
、
こ
の
書
は
論
じ

る
。
高
津
川
漁
協
の
ア
ユ
の
産
卵
保
護
、
矢

作
川
漁
協
の
越
戸
ダ
ム
施
設
と
共
同
し
て
天

然
ア
ユ
の
復
活
、
猪
名
川
漁
協
の
一
庫
ダ
ム

と
協
働
に
よ
る
環
境
対
策
（
下
流
に
砂
利
を
流

す
対
策
、
貯
水
池
内
の
外
来
魚
の
駆
除
な
ど
）、

鏡
川
・
天
然
ア
ユ
1 

0 

0
万
匹
を
め
ざ
す
高

知
市
役
所
の
事
例
が
並
ぶ
。　

　

同
様
な
書
に
、
高
橋
勇
夫
著
『
天
然
ア
ユ

が
育
つ
川
』（
築
地
書
館
・
2 

0 

0 

9
）
が
あ
り
、

漁
協
の
河
川
環
境
の
整
備
の
努
力
に
よ
っ
て
、

天
竜
川
、
矢
作
川
、
日
野
川
（
鳥
取
県
）
は

天
然
ア
ユ
が
増
え
た
。
物
部
川
漁
協
も
ア
ユ

の
産
卵
場
を
整
備
し
、
河
口
閉
塞
に
も
対
処

し
て
き
た
。
物
部
川
は
下
流
部
に
香
長
平
野

を
擁
し
、
取
水
量
も
多
く
、
田
植
期
に
濁
る

が
、
漁
協
と
農
協
は
お
互
い
に
歩
み
寄
り
、

天
然
ア
ユ
に
よ
る
お
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し

て
、「
物
部
川
漁
協
推
薦
、
天
然
ア
ユ
1 

0 

0

％
物
部
川
清
流
米
」
を
提
案
す
る
。
ア
ユ
の

書
と
し
て
、
島
津
忠
秀
他
著
『
養
魚
講
座
3 

鮎
』（
緑
書
房
・
1 

9 

6 

8
）、
依
光
良
三
他
著

『
土
佐
の
ア
ユ
』（
高
知
県
内
水
面
漁
協
・
1 
9 

8 

9
）、
常
見
勝
也
編
著
『
あ
ゆ 

川
魚
料
理
』

（
第
一
出
版
・
1 

9 

7 

8
）
を
挙
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
、
井
田
徹

治
著
『
ウ
ナ
ギ 

地
球
環
境
を
語
る
魚
』（
岩
波

新
書
・
2 

0 

0 

7
）、
筒
井
功
著
『
ウ
ナ
ギ
と

日
本
人
』（
河
出
書
房
新
社
・
2 

0 

1 

4
）、
廣
瀬

慶
二
著
『
う
な
ぎ
を
増
や
す
』（
成
山
堂
書
店
・

2 

0 

0 

1
）
が
あ
る
。

淡
水
漁
の
保
全
対
策

　

前
記
の
書
に
は
淡
水
魚
の
保
全
対
策
を
も

論
ず
る
。
だ
が
、
外
来
魚
に
よ
る
川
や
湖
沼

の
侵
入
は
、
ア
ユ
な
ど
の
生
態
系
へ
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
外
来
魚
に
関
し
て
は
、

松
沢
陽
士
／
写
真
／
図
鑑
執
筆
・
瀬
能
宏
／

監
修
／
解
説
執
筆
『
日
本
の
外
来
魚
ガ
イ

ド
』（
文
一
総
合
出
版
・
2 

0 

0 

8
）、
日
本
魚
類

学
会
自
然
保
護
委
員
会
編
『
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
』（
恒
星
社
厚
生
閣
・
2 

0 

0 

2
）、
秋
月
岩
魚

著
『
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
メ
ダ
カ
を
食
う
』（
宝

島
社
新
書
・
1 

9 

9 

9
）、
細
谷
和
海
監
修

『
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
科
学
す
る
〜
駆
除
の
た

め
の
基
礎
資
料
』（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン

タ
ー
・
2 

0 

0 

7
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ア
ユ
な
ど
の
遡
上
を
阻
害
す
る
魚

道
は
最
近
改
善
さ
れ
て
き
た
。
中
村
俊
六
著

『
魚
道
の
は
な
し 

魚
の
す
み
よ
い
川
づ
く

り
』（
山
海
堂
・
1 

9 

9 

5
）、
安
田
陽
一
著

『
技
術
者
の
た
め
の
魚
道
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

（
コ
ロ
ナ
社
・
2 

0 

1 

1
）
を
挙
げ
る
。

　

最
後
に
、
全
国
内
水
面
漁
業
組
合
連
合
会

か
ら
『
内
水
面
漁
場
環
境
・
利
用
実
態
調
査

報
告
書
』（
1 

9 

8 

7
）、『
魚
を
育
む
豊
か
な

流
れ
〜
河
川
生
物
資
源
保
全
流
量
調
査
報
告

書
』（
1 

9 

8 

9
）、『
魚
を
ほ
ど
よ
く
放
流
す

る
た
め
の
手
引
き
』（
1 

9 

9 

2
）
が
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
ア
ユ
を
含
む
淡
水
魚
の
保
全
対

策
と
増
・
養
殖
を
図
っ
て
い
る
。

〈
若
鮎
の
二
手
と
な
り
て
上
り
け
り
〉　

　
（
正
岡
子
規
）
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奈
良
時
代
か
ら
連
綿
と

　

つ
く
り
た
て
の
葛
き
り
は
、
向
こ
う
が

透
け
て
見
え
る
ほ
ど
の
透
明
感
だ
。
箸
で

持
ち
上
げ
る
と
、
は
ね
返
す
よ
う
な
弾
力

が
あ
る
。
黒
蜜
に
つ
け
て
ひ
と
口
す
す
り
、

も
ち
も
ち
し
た
食
感
と
ほ
ん
の
り
香
る
後

味
を
楽
し
ん
だ
―
―
。

　

全
国
的
に
知
ら
れ
る
「
吉
野
葛
」
と
は
、

奈
良
県
吉
野
地
方
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
製

造
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
葛
で
ん
ぷ
ん
を
指

す
。
マ
メ
科
の
多
年
生
植
物
「
葛
」
の
根

を
、
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
何
度
も
水
に

晒
し
て
不
純
物
を
取
り
除
く
こ
の
地
方
独

自
の
水
晒
し
製
法
を
「
吉
野
晒さ

ら
し」

と
呼
ぶ
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

葛
根
湯
な
ど
漢
方
薬
に
も
用
い
ら
れ
る

葛
は
、
そ
も
そ
も
各
地
で
見
ら
れ
る
一
般

的
な
植
物
だ
。
か
つ
て
は
家
庭
で
葛
の
根

を
砕
い
て
根
に
蓄
え
ら
れ
た
で
ん
ぷ
ん
を

取
り
出
し
、
飢
饉
に
備
え
る
保
存
食
で
、

江
戸
時
代
に
は
そ
の
製
法
を
記
し
た
本
も

出
版
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
だ
。

　

吉
野
葛
が
今
日
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い

る
の
は
急
峻
な
地
形
で
米
が
つ
く
れ
な
か

っ
た
食
料
事
情
も
あ
る
と
指
摘
す
る
の
は
、

一
般
社
団
法
人 

吉
野
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ

ー
ロ
ー
の
田
中
敏
雄
さ
ん
だ
。

「
他
の
地
域
と
違
っ
て
新
田
開
発
も
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
吉
野
で
は
、
山
の
幸
に
頼

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
吉
野

山
は
熊
野
三
山
へ
続
く
修
行
道
の
北
の
起

終
点
で
す
。
吉
野
に
は
修
験
者
（
山
伏
）

を
迎
え
入
れ
る
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す

の
で
、
保
存
が
効
く
葛
は
彼
ら
に
振
る
舞

う
貴
重
な
食
料
で
も
あ
っ
た
の
で
す
」

　

自
ら
も
修
験
者
で
あ
る
田
中
さ
ん
は
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
鍋
に
葛
を
入
れ
、
今
も
冬

に
は
葛
湯
を
飲
む
。
自
然
と
と
も
に
生
き

る
吉
野
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
葛
は
文
字

通
り
生
命
線
だ
っ
た
の
だ
。

気候と純度の高い水が育む吉
よ し の

野葛
く ず

水は食文化にさまざまな影響を与え

てきました。それぞれの土地の気候

や地勢に水がからむことで、独特で

多様な食が生まれてきたといえるで

しょう。新連載「食の風土記」は、そ

んな水と風土が織りなす各地の食の

今を訪ねます。初回は、葛根から絞

り出したでんぷんを何度も水で晒し

て精製していく「吉野葛」です。

食の風土記 1

吉野葛
（奈良県）

吉野葛を用いた「葛きり」。しっかりつかまないと
はね返されてしまいそうなくらい弾力は強い
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水
は
「
洗
う
た
め
」
の
も
の

　

地
下
水
が
豊
富
な
う
え
、
夏
は
暑
く
、

冬
は
寒
い
吉
野
地
方
。
こ
れ
ら
の
条
件
が

吉
野
葛
を
育
ん
で
き
た
。
暑
い
夏
に
し
っ

か
り
で
ん
ぷ
ん
を
蓄
え
た
葛
の
根
。
そ
れ

を
晩
秋
に
掘
り
起
こ
し
、
根
を
砕
く
。
根

は
髪
の
毛
の
太
さ
ぐ
ら
い
の
繊
維
の
集
合

体
。
そ
れ
を
ほ
ぐ
し
て
11
月
半
ば
か
ら
翌

年
の
4
月
初
旬
に
か
け
て
水
槽
で
水
洗
い

を
繰
り
返
し
、
沈
殿
、
攪
拌
す
る
こ
と
で

白
度
を
高
め
て
い
く
。
真
冬
は
日
中
も
氷

点
下
な
の
で
、
水
や
水
槽
に
雑
菌
が
繁
殖

し
に
く
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

　

く
わ
え
て
こ
の
一
帯
の
地
下
水
は
純
度

が
高
い
。
南
北
朝
時
代
に
創
業
し
、
今
も

吉
野
晒
に
こ
だ
わ
る
株
式
会
社 

森
野
吉

野
葛
本
舗
の
代
表
取
締
役
、
森
野
智
至
さ

ん
は
「
葛
に
と
っ
て
水
は
洗
う
た
め
の
も

の
。
不
純
物
が
あ
る
と
で
ん
ぷ
ん
の
精
製

を
妨
げ
て
し
ま
い
、
白
度
が
下
が
り
、
味

に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
ミ

ネ
ラ
ル
分
は
少
な
い
方
が
よ
い
の
で
す
」

と
語
る
。

吉
野
葛
の
新
た
な
使
い
手
た
ち

　

今
の
よ
う
な
白
色
の
葛
が
重
宝
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
茶
道
の
発
展
と
関
係

が
深
い
と
森
野
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
お

茶
席
で
和
菓
子
が
重
宝
さ
れ
、
葛
に
も
滑

ら
か
な
口
当
た
り
と
透
明
感
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
田
中
さ
ん
も

「
吉
野
の
葛
根
は
特
に
き
め
が
細
か
い
と

い
わ
れ
ま
す
」
と
言
う
。
土
壌
の
影
響
か

も
し
れ
な
い
が
、
粒
子
が
細
か
い
吉
野
葛

は
、
口
に
入
れ
る
と
と
ろ
け
る
よ
う
な
食

感
が
あ
る
た
め
、
和
菓
子
店
や
日
本
料
理

店
で
今
も
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

京
都
に
近
い
と
い
う
地
理
的
条
件
も
見

逃
せ
な
い
。
日
本
で
最
初
に
林
業
を
生
業

と
し
た
の
が
吉
野
地
方
だ
っ
た
よ
う
に
、

葛
も
山
深
い
地
に
住
む
人
々
が
他
所
に
出

せ
る
数
少
な
い
交
易
の
武
器
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
毎
年
冬
に
な
る
と
、
離

れ
て
暮
ら
す
親
戚
や
友
人
に
吉
野
葛
を
贈

っ
て
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

伝
統
を
背
景
に
、
新
た
な
使
い
手
も
生

ま
れ
は
じ
め
た
。
透
明
で
は
な
く
、
少
し

霞
が
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
特
性
か
ら
洋

菓
子
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
用
い
ら
れ
、「
日

本
の
美
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
森
野
さ
ん
は
言
う
。
田
中
さ
ん
は
30

代
の
若
手
が
手
が
け
る
葛
ま
ん
じ
ゅ
う
や

葛
ラ
ム
ネ
と
い
っ
た
新
し
い
発
想
を
頼
も

し
く
感
じ
て
い
る
。

　

水
と
気
候
、
地
理
に
育
ま
れ
て
き
た
吉

野
葛
。
水
晒
し
製
法
を
守
り
つ
つ
、
新
た

な
一
歩
も
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
（
2 

0 

1 

4
年
11
月
28
日
取
材
）

❶西山工場の内部。設備こそ現代的だが、製法は昔ながらの「吉野晒」。14
の水槽がある　❷サイフォンの原理で水槽から水をくみ出す。水の交換は2日
に1回　❸機械で攪拌しながら葛でんぷんを吸い上げる。細かな網目（最小
60ミクロン）のフィルターを通して不純物を取り除く　❹フィルターを通った葛
でんぷんを別の水槽に投入。地下水は水質や菌の検査を欠かさない　❺沈殿
した葛でんぷん。水が冷たい方が締まりはよくなるという　❻床掘り（とこぼ
り）して取り出した葛でんぷん。葛の根 1トンから葛粉になるのは50kgほど
❼12回晒してようやく乾燥工程へ。手間はかかるが白度の高い葛粉ができる

森野吉野葛本舗は重要伝統的建造物群保存地区「宇陀松山」にある

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

上：吉野本葛でつくった葛きり
下：きな粉につけて食べる葛もち
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「
元
気
な
地
域
」
で
は
な
く

「
魅
力
あ
る
地
域
」
の
発
見

　

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
見
続
け

て
25
年
ほ
ど
に
な
る
。
こ
の
『
水
の
文

化
』
で
も
多
く
の
土
地
を
訪
ね
た
。

　

一
般
に
、
地
域
づ
く
り
に
大
事
な
の
は

「
人
」、
人
々
が
利
用
し
守
ろ
う
と
し
て
い

る
「
資
源
」、
人
が
従
っ
て
い
る
「
文
化
」。

つ
ま
り
人
、
資
源
、
文
化
の
3
つ
、
中
で

も
「
人
」
を
見
れ
ば
、
地
域
が
元
気
に
な

る
秘
密
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
は
人
口
減
少
時
代
。
す

べ
て
の
地
域
経
済
が
成
長
す
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
当
然
だ
。
む
し
ろ
1
人
ひ
と

り
に
と
っ
て
の
「
生
活
の
質
」
が
重
要
と

発
想
を
切
り
換
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
づ
く
り
に
欠
け
て
い
た
点
が
気
に
な
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
地
域
の
魅
力
は
ど
の
よ
う
に
生
み
だ
す

の
か
？
」
と
い
う
大
問
題
だ
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
連
載
で
は
、
若
手
に
よ

る
魅
力
づ
く
り
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
と

思
う
。
若
手
と
は
文
字
通
り
の
若
手
と
、

歩くほどに
物語が生まれる場
――醤油と醤油カツ丼ととんちゃん

福井県大野市

中庭 光彦 さん
なかにわ みつひこ

多摩大学経営情報学部経営情報学科准教授
多摩大学総合研究所副所長

1962年東京都生まれ。中央大学大学院総合政策研究科博士課程退学。
専門は地域政策分析・マネジメント。郊外や地方の開発政策史研究を続け、
人口減少期における地域経営・サービス産業政策の提案を行なっている。
並行して 1998年よりミツカン水の文化センターの活動にかかわり、2014
年よりアドバイザー。主な著書に『オーラルヒストリー・多摩ニュータウン』
（中央大学出版部 2010）、『NPOの底力』（水曜社 2004）ほか。

郊外および地方を軸に人口減少期の地域経営・サービス産業政策

を研究し、自治体や観光協会などに提案している多摩大学准教授

の中庭光彦さん。この新連載は、ミツカン水の文化センターのアドバ

イザーも務める中庭さんが「おもしろそうだ」と思う土地を巡るもの。将

来を見据えて、主に若手による「活きのいい活動」と「地域の魅力

づくりの今」を切り取りながら、地域ブランディングの構造を解き明か

していきます。その土地ならではの魅力を支える有形無形のつながり、

思いがけない文化資産にご注目ください。
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い
ま
最
前
線
の
責
任
者
と
し
て
立
ち
向
か

っ
て
い
る
昔
の
若
手
と
な
る
。

　

入
口
は
水
文
化
に
関
係
な
さ
そ
う
に
見

え
る
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
そ
こ
か

ら
ま
ち
を
巡
っ
て
、
出
口
で
は
ど
ん
な
お

も
し
ろ
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
て
い
る

か
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
途
中
で
水
が

意
外
な
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。

醤
油
カ
ツ
丼
を
探
し
た
ら

と
ん
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
た

　

こ
の
思
い
か
ら
最
初
に
取
り
上
げ
た
の

が
福
井
県
大
野
市
で
あ
る
。
人
口
約
3
万

5 

0 

0 

0
人
で
、
前
年
よ
り
4
・
1 

%
減

少
し
て
い
る
典
型
的
な
地
方
都
市
だ
が
、

水
文
化
に
関
心
が
あ
る
人
は
誰
も
が
知
っ

て
い
る
ほ
ど
地
下
水
が
豊
富
な
ま
ち
だ
。

　

で
も
私
の
目
を
惹
い
た
の
は
水
よ
り
も

「
醤
油
カ
ツ
丼
」。
福
井
は
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

が
有
名
な
の
だ
が
、
大
野
市
で
は
ソ
ー
ス

な
ら
ぬ
醤
油
カ
ツ
丼
だ
と
い
う
。
こ
れ
に

惹
か
れ
、
早
速
大
野
市
へ
旅
立
っ
た
。
小

松
空
港
か
ら
車
で
1
時
間
強
。
羽
田
を
朝

8
時
に
飛
び
立
つ
と
11
時
前
に
は
着
い
て

し
ま
っ
た
。

　

ま
ず
は
ま
ち
の
中
心
部
に
あ
る
名
水
百

選
の
1
つ
「
御お

し
ょ
う
ず

清
水
」
を
サ
ラ
ッ
と
見
て
、

毎
日
朝
市
を
開
い
て
い
る
と
い
う
「
七し

ち
け
ん間

通
り
」
を
歩
い
て
み
た
。
人
通
り
は
少
な

い
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
閉
ま
っ
て
い
な
い
、

品
の
あ
る
通
り
だ
。

　

途
中
に
あ
る
観
光
案
内
所
に
入
る
と
、

い
わ
ば
こ
こ
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
女お

か
み将

さ
ん
と
若
女
将
が
い
た
。
さ
っ
そ
く
「
あ

の
、
醤
油
カ
ツ
丼
が
有
名
と
聞
い
た
ん
で

す
け
ど
…
…
」
と
尋
ね
る
と
、「
あ
あ
、
野

菜
が
載
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
大
根
の

所
が
あ
れ
ば
ネ
ギ
の
所
も
あ
っ
て
」
と
い

ろ
ん
な
店
を
教
え
て
く
れ
た
。「
醤
油
カ
ツ

丼
っ
て
珍
し
い
で
す
よ
ね
？
」
と
た
た
み

か
け
て
訊
く
と
「
野
村
醤
油
店
の
野
村
君

と
飲
食
店
の
下
村
君
の
友
だ
ち
同
士
で
考

え
出
し
た
ら
し
い
で
す
よ
」
と
言
う
。
こ

の
「
野
村
君
」
が
後
で
登
場
す
る
若
き
主

人
公
。
す
ぐ
に
醤
油
カ
ツ
丼
を
食
べ
に
行

こ
う
と
す
る
と
、
若
女
将
が
「
で
も
、
ワ

タ
シ
的
に
は
と
ん
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど

ね
」。

　

と
ん
ち
ゃ
ん
？ 

何
で
す
か
そ
れ
は
？

　

聞
く
と
ホ
ル
モ
ン
焼
き
の
こ
と
。
味
噌

で
煮
込
む
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
食
べ
て
い
た
と
の
こ
と
。
大
野

の
人
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
だ
と
い
う
。
店
も

多
数
あ
る
が
「
焼
き
肉
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
ち
ら
で
は
焼
き
肉
と
い
う
と
、
と
ん

ち
ゃ
ん
で
す
。
大
野
で
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
み
ん
な
食
べ
て
い
る
家
庭
の
味
で
す
」

と
言
う
。

犬山から撮影した天空の城「越前大野城」。地元のカメラマン・佐々木修さんが撮影し
た写真が発端となり、遠方からカメラマンが押し寄せている。大野市もPRに力を注ぐ

右：市内中心部にある「御清水（おしょうず）」。大野市はいたるところから水が湧き出
る「水のまち」として知られている／中：朝市が開かれる七間（しちけん）通り。平日
にもかかわらず、ボランティアガイドに案内される人たちが目に付いた。七間通りにある
観光案内所で出会った大野市観光協会の中出美智代事務局長と山内芽久美さん。「と
んちゃん」の情報はお二人に聞いた／左：お食事処しもむらの「醤油カツ丼」。専用の
醤油も添えられていて美味。水がよいからそばもおいしくて、ボリューム満点
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と
ん
ち
ゃ
ん
の
話
で
盛
り
上
が
り
「
ど

う
も
お
も
し
ろ
い
取
材
に
な
り
そ
う
だ
」

と
思
い
つ
つ
、「
お
食
事
処
し
も
む
ら
」
へ
。

こ
こ
で
醤
油
カ
ツ
丼
と
対
面
。
薄
切
り
肉

が
サ
ク
ッ
と
揚
が
っ
て
い
る
上
に
醤
油
を

か
け
る
。
至
福
の
時
。
添
え
ら
れ
た
越
前

名
物
お
ろ
し
そ
ば
も
美
味
。

　

B
級
グ
ル
メ
と
は
い
え
、
現
に
わ
れ
わ

れ
大
の
大
人
3
人
が
東
京
か
ら
食
べ
に
来

て
い
る
。
立
派
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
で

も
こ
の
お
い
し
い
醤
油
を
つ
く
っ
て
い
る

「
野
村
醤
油
店
」
の
店
主
と
は
ど
ん
な
人

な
の
か
？

が
ん
ば
る
今
の
若
手
を

「
昔
の
若
手
」
が
応
援

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
も
、
こ
こ
か

ら
が
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
取
材
の
本
番
。

大
野
市
役
所
で
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
の

は
産
経
建
設
部
商
工
観
光
振
興
課
の
横
井

一
博
さ
ん
（
52
）。

　

大
野
市
は
2 

0 

1 

3
年
（
平
成
25
）
2
月

に
「
越
前
お
お
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

を
策
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
席
い
た
だ
い
た

の
も
32
歳
か
ら
52
歳
に
い
た
る
6
名
。
横

井
さ
ん
は
、
休
み
の
日
に
は
人
力
車
も
引

い
て
い
る
20
年
前
の
若
手
行
動
派
だ
。

　

大
野
市
の
観
光
入
り
込
み
客
は
こ
の
3

年
ほ
ど
、
お
お
よ
そ
年
間
1 

5 

4
万
人
の

横
ば
い
で
あ
る
。「
結ゆ

い

の
故く

に郷
越
前
お
お

の
」
と
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
つ

く
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
。
集
客

圏
は
主
に
中
京
、
関
西
だ
っ
た
が
、
北
陸

新
幹
線
が
2 

0 

1 

5
年
3
月
に
金
沢
ま
で

延
び
る
と
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
も
課
題
に

な
る
。

　

大
野
市
に
来
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
い

ろ
ん
な
非
公
式
？
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ら
し

い
こ
と
だ
。『O

no Jikan

』
と
い
う
地
域

マ
ガ
ジ
ン
を
「
平
成
大
野
屋
番
頭
会
」
が

つ
く
っ
て
い
る
。
と
ん
ち
ゃ
ん
を
食
べ
ら

れ
る
店
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

「
と
ん
ち
ゃ
ん
を
愛
で
る
会
」、
市
内
の
菓

子
職
人
が
集
ま
り
、
大
野
名
産
の
丁で

っ
ち稚

羊

か
ん
（
寒
天
を
使
っ
た
冬
限
定
の
水
羊
か
ん
）
を

使
っ
た
「
シ
ョ
コ
ラ
de
よ
う
か
ん
」
を
開

発
し
た
「
シ
ョ
コ
ラ
de
よ
う
か
ん
運
営
協

議
会
」、
さ
ら
に
は
「
世
界
醤
油
カ
ツ
丼

機
構
」。

　

横
井
さ
ん
が
言
う
に
は
、「
大
野
に
は
不

思
議
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
一
人
が

2
つ
も
3
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
何
か
を

や
り
た
い
時
に
、
つ
な
が
っ
て
い
く
。
と

ん
ち
ゃ
ん
を
愛
で
る
会
と
醤
油
カ
ツ
丼
機

構
は
け
っ
こ
う
メ
ン
バ
ー
が
か
ぶ
っ
て
い

た
り
す
る
。
そ
の
人
が
キ
ー
マ
ン
」
と
い

う
。

「
と
ん
ち
ゃ
ん
を
愛
で
る
会
」
は
若
手
で

始
め
た
と
い
う
。「
2 

0 

1 

0
年
の
越
前
大

野
城
築
城
4 

3 

0
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
ろ
、
何
を
や
っ
て
も
い
い
か
ら
、
と
言

わ
れ
た
ん
で
す
。
B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
の

2
回
目
が
終
わ
っ
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
、

食
で
い
こ
う
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
昔

か
ら
食
べ
て
い
て
、
大
野
で
は
当
た
り
前

す
ぎ
の
焼
き
肉
。
味
噌
味
で
。
最
初
20
人

ぐ
ら
い
で
議
論
し
て
、
最
後
に
い
た
の
は

8
人
。
そ
れ
を
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
し
た
」

と
雨
山
直
人
さ
ん
（
32
）。「
と
ん
ち
ゃ
ん

祭
」
は
以
後
毎
年
続
い
て
い
る
。

　

横
井
さ
ん
も
「
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
は

『
や
れ
！
や
れ
！
』
と
後
押
し
し
ま
し
た

ね
。
若
い
人
が
勝
手
に
や
る
と
応
援
す
る

文
化
が
大
野
に
は
あ
る
の
で
。
僕
ら
も
昔

そ
う
い
う
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
大
野

で
自
主
映
画
を
つ
く
っ
た
り
、
私
な
ん
か

20
年
に
な
る
が
人
力
車
引
っ
張
っ
て
い
る
。

そ
の
当
時
、
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
」

　

み
ん
な
が
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
る
し
、

メ
ン
バ
ー
が
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
か
な
か
大
事
な
こ

と
で
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
が

ト
ン
ガ
ッ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
み
ん
な
が

「
ど
う
だ
大
野
は
。
い
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」

と
誇
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
所
を
、

私
は
大
い
に
気
に
入
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
。
い
ま
大
野
市
は
『
天
空
の

右：ⓐ平成大野屋番頭会が企画・編集する地域マガジン『Ono Jikan』／ⓑ丁稚羊かんを用いた
「ショコラdeようかん」のPRチラシ。ご当地スイーツとして売り出し中／ⓒ「とんちゃんを愛で
る会」が制作した「越前おおの とんちゃんMAP」。市内でとんちゃん（ホルモン）が食べられる
お店を紹介している。どれも生活を楽しもうというセンスが感じられる
上：取材に応じてくれた大野市役所の若手たち。左から横井一博さん（商工観光振興課）、澤田
陽彦さん（同）、久保康博さん（同）、仲村渠（なかんだかり）翼さん（同）、道鎭（どうちん）郁
生さん（企画財政課）、雨山直人さん（同）。部署も年齢層も異なり、縦割りを感じさせないとこ
ろがよい！「大野の人、歴史、自然、文化のすべてをブランドにしたい」と話す
左：まちなか観光拠点「平蔵」「二階蔵」「洋館」を統括する平成大野屋の総支配人、中山継男
さん。「天空の城」効果によって、ここ数カ月で客層が若返ったという。建物外観は、株式会社平
成大野屋が運営する3施設の1つ「洋館」

ⓑ

ⓐ

ⓒ



歩くほどに物語が生まれる場――醤油と醤油カツ丼ととんちゃん41

城
』
で
売
っ
て
い
ま
す
。
明
日
は
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ
と
を
横
井
さ
ん
は

忘
れ
な
か
っ
た
。「
も
ち
ろ
ん
で
す
！
」。

こ
の
言
葉
で
、
翌
朝
は
4
時
半
起
床
と
な

っ
た
（
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。
30
分
ほ
ど
険

し
い
山
道
を
登
り
ま
し
た
が
）。

た
ん
な
る
場
所
貸
し
で
は
な
い
、

本
物
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

現
在
の
大
野
市
中
心
部
は
大
野
城
の
城

下
町
だ
。
城
を
造
り
、
町
割
り
を
行
な
っ

た
の
は
戦
国
時
代
の
武
将
・
金か

な
も
り森

長な
が
ち
か近

。

後
に
飛
騨
高
山
も
つ
く
る
城
下
町
造
り
の

名
手
で
あ
っ
た
。
掘
れ
ば
湧
き
水
が
出
る

し
、
用
排
水
路
を
張
り
巡
ら
し
た
湧
水
の

ま
ち
と
な
っ
た
。
下
水
は
家
の
裏
側
の
背

中
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
を
割
っ
て
通
し
て
い

る
の
で
背
割
り
下
水
と
呼
ば
れ
る
が
、
今

も
顕
在
で
融
雪
に
は
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

長
近
は
寺
町
も
造
り
、
そ
こ
に
は
今
も

32
の
寺
院
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
職
人

を
集
め
、
番
匠
（
大
工
）、
桶
屋
・
塗
師

（
木
工
業
者
）、
鍛
冶
師
・
鋳
物
師
（
金
属
加
工

業
者
）
を
保
護
し
た
。
当
時
の
都
市
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
腕
を
振
る
っ
た
長
近
は
1 

5 

8 

6
年
（
天
正
14
）
に
飛
騨
高
山
に
移
り
、

大
野
と
同
様
の
町
割
り
を
行
な
っ
て
い
く
。

　

何
人
か
の
領
主
交
替
の
後
、
1 

6 

8 

2

年
（
天
和
2
）
に
徳
川
譜
代
大
名
の
土
井
利

房
が
や
っ
て
く
る
。
注
目
さ
れ
る
の
が
幕

末
の
七
代
藩
主
、
土
井
利
忠
だ
。
藩
政
改

革
を
1 

8 

4 

2
年
（
天
保
13
）
よ
り
始
め
、

洋
学
に
関
心
が
高
く
、
1 

8 

5 

4
年
（
安

政
元
）
に
は
領
内
に
種
痘
を
命
じ
る
な
ど
、

知
識
を
政
策
に
活
か
す
慧
眼
を
感
じ
さ
せ

る
。
洋
式
軍
制
を
取
り
入
れ
、
蝦
夷
地
開

拓
に
乗
り
出
す
が
、
主
要
事
業
が
直
轄
店

「
大
野
屋
」
の
経
営
で
あ
る
。

　

当
時
各
藩
は
自
藩
の
農
産
物
を
専
売
す

る
国
産
会
所
を
も
っ
て
い
た
が
、
大
野
藩

で
は
こ
れ
を
拡
大
し
、
大
野
藩
が
経
営
す

る
大
商
社
を
設
立
し
た
の
だ
。
大
坂
大
野

屋
、
箱
館
大
野
屋
を
安
政
年
間
に
つ
く
り
、

領
内
の
み
な
ら
ず
東
京
、
岐
阜
、
名
古
屋

あ
わ
せ
て
40
店
舗
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
歴
史
を
活
か
そ
う
と
、
平
成
の
大

野
産
品
を
紹
介
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
と

し
て
1 

9 

9 

9
年
（
平
成
11
）
に
設
立
さ
れ

た
の
が
株
式
会
社
平
成
大
野
屋
な
の
だ
。

　

い
ま
総
支
配
人
を
務
め
て
い
る
の
が
中

山
継
男
さ
ん
（
62
）
だ
。

「
最
初
の
こ
ろ
は
客
が
少
な
く
、
地
元
の

高
齢
者
の
方
の
利
用
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

最
近
で
は
天
空
の
城
を
見
る
た
め
に
、
多

く
の
お
客
さ
ま
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

こ
の
平
成
大
野
屋
は
、
大
野
の
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
守
り
、
消
費
拡
大
の
た
め

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
使
命
を
も

つ
。
そ
の
た
め
、
商
品
を
店
に
置
い
て
く

れ
な
い
か
と
要
望
す
る
生
産
者
や
商
店
の

な
か
か
ら
、
た
し
か
な
品
を
選
ぶ
「
目
利

き
」
が
必
要
だ
。
中
山
さ
ん
は
自
ら
目
利

き
を
行
な
う
。
数
あ
る
大
野
特
産
品
の
な

か
か
ら
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

商
品
を
選
び
、
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、

生
産
者
や
商
店
と
消
費
者
を
結
ぶ
役
割
を

担
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
平
成
大
野

屋
は
大
野
ブ
ラ
ン
ド
の
育
て
役
で
あ
り
、

た
ん
な
る
場
所
貸
し
で
は
な
い
。

「
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
に
は
、
お
客
さ

ま
の
方
か
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
。
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
目
的
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
だ
か
ら
ね
。
周
り
に
は
お
菓
子

屋
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
こ
の
横
に
あ
る

駐
車
場
か
ら
そ
こ
ま
で
歩
く
。
中
心
市
街

地
活
性
化
の
面
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
店
は

入
口
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
キ
ー

マ
ン
と
の
つ
な
が
り
を
つ
け
た
り
、
宣
伝

を
し
た
り
、
個
店
ご
と
で
は
で
き
な
い

P  
R 
を
行
な
っ
た
り
す
る
の
が
こ
の
店
の

役
割
で
す
」
と
い
う
。

七
間
朝
市
の
里
芋
は

ほ
ん
も
の
の
地
産
地
消

　

1
日
目
の
夜
は
天
保
元
年
創
業
の
俵
屋

旅
館
に
投
宿
。
夜
は
焼
肉
屋
の
「
焼
き
肉

右上：400年以上の歴史を誇る七間（しちけん）通りの朝市。地面に農産物や加工品を並べて、生産
者とおしゃべりしながら楽しく買い物ができる。特産品「里芋」を生産・販売する多田三枝子さん。大
野市朝市出荷組合に所属／中央：七間通りにある和菓子屋・伊藤順和堂の「いもきんつば」。期間限
定の人気商品だ／左：ようやく出会えた噂の「とんちゃん」。脂身が多く、とてもジューシーでビールに
ぴったり（有限会社大美商店「焼き肉おおみ」で撮影）
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お
お
み
」
で
と
ん
ち
ゃ
ん
を
食
べ
、
女
将

さ
ん
と
世
間
話
。

　

2
日
目
は
「
天
空
の
城
」
の
大
眺
望
を

拝
ん
だ
後
、
七
間
朝
市
へ
。
店
を
出
し
て

い
た
い
ろ
い
ろ
な
お
ば
ち
ゃ
ん
と
話
し
、

特
産
だ
と
い
う
里
芋
を
購
入
。
聞
く
と

「
少
し
固
い
け
ど
煮
崩
れ
し
な
い
で
す
よ
」。

東
京
に
持
っ
て
帰
り
翌
日
煮
物
に
す
る
と
、

こ
れ
ま
た
う
ま
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
お
ば
ち
ゃ
ん
に
失
礼
に
な
る
が
、
日
ご

ろ
食
べ
て
い
る
里
芋
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
。
芋
だ
け
で
ご
飯
が
す
す
む
。

　

同
じ
く
七
間
通
り
の
「
伊
藤
順
和
堂
」

で
「
い
も
き
ん
つ
ば
」
も
買
っ
て
帰
っ
た

が
、
こ
れ
も
素
材
の
甘
み
だ
け
で
う
ま
さ

を
出
す
本
物
だ
っ
た
。

「
こ
う
い
う
の
を
地
産
地
消
と
言
う
の

よ
」
と
家
内
に
言
わ
れ
た
が
、
ま
さ
し
く

そ
の
通
り
。
抽
象
的
に
地
産
地
消
と
言
う

よ
り
、
実
際
に
味
わ
っ
た
方
が
よ
ほ
ど
迫

力
が
あ
る
。

誰
も
が
お
も
し
ろ
い
！

醤
油
カ
ツ
丼
の
活
動
論

　

さ
て
旅
も
最
後
。
醤
油
カ
ツ
丼
を
生
み

出
し
た
野
村
醤
油
株
式
会
社
の
六
代
目
・

野
村
明あ

け
し志

さ
ん
（
41
）
と
お
会
い
し
た
。

　

醤
油
カ
ツ
丼
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
は

「
大
野
に
や
っ
て
き
た
人
に
は
、
そ
れ
ま

で
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
と
お
ろ
し
そ
ば
を
ご
ち

そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
大
野
は
醸

造
業
が
盛
ん
な
の
で
ソ
ー
ス
を
醤
油
に
代

え
て
み
ま
し
た
。
鯖
江
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ

に
相
談
し
た
ら
、『
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
ね
』
と
言
う
の
で
、

今
の
形
に
な
る
う
ち
に
『
お
も
し
ろ
い
か

な
』
と
思
っ
て
き
た
」
と
の
こ
と
。
こ
こ

に
も
不
思
議
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。

「
醤
油
カ
ツ
丼
は
大
人
の
遊
び
で
す
。
埼

玉
の
中
小
企
業
診
断
士
の
よ
う
な
プ
ロ
も
、

お
も
し
ろ
い
！
と
言
っ
て
（
活
動
に
）
入
っ

て
い
る
」。
活
動
の
お
も
し
ろ
さ
を
生
み

出
す
に
も
秘
訣
が
あ
る
よ
う
で
「
例
え
ば
、

活
動
を
知
ら
せ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
プ
ロ

に
つ
く
っ
て
も
ら
え
ば
、
当
然
支
払
い
が

発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
だ
け
を
も
ら
っ
て
、
素
人
が
学
ん

で
つ
く
る
。
だ
か
ら
パ
ン
フ
は
全
部
手
づ

く
り
で
す
。
で
も
プ
ロ
は
、
そ
の
や
り
方

が
お
も
し
ろ
い
と
参
加
し
て
く
れ
る
の
で
、

私
に
も
学
び
が
あ
る
」。
誰
か
が
お
も
し

ろ
く
、
誰
か
が
負
担
す
る
と
い
う
の
で
は

長
続
き
し
な
い
。
誰
も
が
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
お
も
し
ろ
が
り
精
神
」
が
、
い

ろ
ん
な
若
手
を
結
び
つ
け
、「
世
界
醤
油
カ

ツ
丼
機
構
」
な
る
団
体
ま
で
で
き
て
い
る
。

ま
さ
に
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
遊

び
だ
。

ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
醤
油
を

ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い

　

子
ど
も
時
代
か
ら
醤
油
店
を
継
ぐ
こ
と

を
夢
見
た
野
村
さ
ん
は
大
野
の
若
手
キ
ー

マ
ン
の
一
人
な
の
だ
ろ
う
。
商
工
会
議
所

の
議
員
、
商
店
街
の
カ
ス
ガ
良
縁
団
団
長
、

世
界
醤
油
カ
ツ
丼
機
構
事
務
総
長
、
と
ん

ち
ゃ
ん
祭
と
い
く
つ
も
の
団
体
に
か
か
わ

っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
い
ず
れ
醤
油
店
も
七
代
目
と

な
る
ご
子
息
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
醤
油
業
界

の
中
で
勝
ち
残
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
野
村
さ
ん
は
醤
油
製
造
に
つ
い
て

語
っ
て
く
れ
た
。

「
醤
油
屋
の
原
料
は
大
豆
、
小
麦
、
食
塩

で
す
。
そ
こ
か
ら
麹
を
つ
く
っ
て
発
酵
・

熟
成
さ
せ
て
つ
く
り
ま
す
」

　

野
村
さ
ん
は
今
そ
う
い
う
現
場
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

「『
野
村
醤
油
の
蔵
は
、
皆
さ
ん
に
守
ら

れ
て
い
る
蔵
な
ん
で
す
』
と
示
し
た
い
。

絞
り
た
て
の
醤
油
も
そ
の
場
で
出
せ
ま
す

し
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
醤
油
を
出
し

な
が
ら
蔵
を
維
持
し
て
い
く
方
向
で
す
。

1
年
か
け
て
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
っ
た
も
の
は

香
り
が
違
う
し
思
い
も
違
う
。
そ
の
た
め

に
水
は
大
事
で
す
ね
。
う
ち
の
水
は
地
下

水
で
す
よ
」

上：世界醤油カツ丼機構のメンバーたち。野村さんは事務総長を務める
（提供：世界醤油カツ丼機構）

右：醤油カツ丼を発案し、とんちゃん祭にも携わる野村醤油株式会社代表取締
役の野村明志さん。大野市のまちづくりを担う若手のキーマンだ／味と製法に
こだわる野村醤油の製品群。真ん中にあるのが「醤油カツ専用」の醤油
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いもきんつば朝市文化

象徴文化地域資源人

里芋平成大野屋

大野市役所

不思議なネットワーク

平成大野屋番頭会
とんちゃんを愛でる会
世界醤油カツ丼機構

…

地域マガジン
『Ono Jikan』

「天空の城」は地元カメラマンが見出した

水

自然
（地形、気候、土壌など）

盆地

丁稚羊かんなどの
菓子文化

醤油・味噌などの
醸造文化

ショコラ deようかん

トンちゃん

大野の醤油

大野の味噌

醤油カツ丼

天空の城（越前大野城）

　

野
村
醤
油
は
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
っ
て
い
る

強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
。
極
め

て
合
理
的
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

　

大
野
市
内
に
は
、
ほ
か
に
も
ゼ
ロ
か
ら

醤
油
を
つ
く
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。

七
間
通
り
に
店
を
構
え
て
い
る
山
元
醤
油

味
噌
醸
造
元
だ
。
実
は
朝
市
の
と
き
に
う

か
が
っ
て
い
た
。
今
は
四
代
目
の
若
主
人
、

山
元
新
さ
ん
（
32
）
が
継
い
で
い
る
。
話

し
て
い
る
う
ち
に
、
奥
の
「
絞
り
機
」
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
袋
に
詰
め
ら
れ
た

も
ろ
み
を
何
層
に
も
重
ね
、
上
か
ら
圧
力

を
か
け
る
と
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
絞
ら
れ

た
醤
油
が
出
て
く
る
。
こ
こ
が
野
村
醤
油

と
同
じ
こ
だ
わ
り
を
も
つ
メ
ー
カ
ー
と
は

驚
き
だ
っ
た
。

魅
力
づ
く
り
は
〈
共
創
〉
だ

　

2
日
間
の
取
材
行
程
を
あ
え
て
時
系
列

に
し
た
が
っ
て
記
し
て
み
た
。
こ
の
順
番

だ
っ
た
か
ら
、
私
は
と
ん
ち
ゃ
ん
の
す
ば

ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
天
空
の

城
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
何
よ
り
も
大
野

の
多
く
の
方
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
か
げ
で
、
醤
油
カ
ツ
丼
の
背
景
に
あ
る

醤
油
製
造
販
売
工
程
の
変
化
、
そ
し
て
大

野
な
ら
で
は
の
水
の
恵
み
に
至
る
こ
と
が

で
き
、「
魅
力
づ
く
り
の
連
鎖
」
が
よ
く
わ

か
っ
た
。

　

思
い
出
す
と
上
質
の
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー

の
よ
う
だ
。
こ
れ
が
大
事
で
、
移
動
と
出

会
い
を
繰
り
返
す
う
ち
に
シ
ナ
リ
オ
ス
ト

ー
リ
ー
を
つ
く
れ
る
か
が
魅
力
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
だ
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
魅
力
を
感
じ
る
か
ど

う
か
は
土
地
の
仕
掛
け
と
、
旅
人
の
能
力

の
両
方
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

大
野
市
も
私
も
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う

次
に
訪
れ
る
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
魅

力
を
共
創
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

社
会
が
変
わ
る
と
き
、

つ
ま
ら
な
い
ま
と
め
に
は

意
味
が
な
い

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
読
ん
で
こ
れ
ま
で
の

『
水
の
文
化
』
の
読
者
の
な
か
に
は
「
大

野
市
の
水
文
化
と
は
？
」
と
問
う
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。「
質
の
良
い
地
下
水
が

大
野
の
醸
造
文
化
を
育
ん
だ
」
と
で
も
書

け
ば
口
当
た
り
は
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
と
た
ん
に
つ
ま
ら
な
く
な
る
。
今
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
地
域
に
、
教
科
書
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
か
ぶ
せ
る
の
は
失
礼

と
い
う
も
の
だ
。

　

今
回
記
し
た
の
は
大
野
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
い
ろ
い
ろ
な
地
域
資
源
を
利
用
し

て
、
結
果
と
し
て
魅
力
を
生
ん
で
い
る
と

い
う
、
私
が
現
場
で
わ
か
っ
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
「
構
造
」
だ
。
水
は
大
事
だ
け
ど

い
く
つ
か
の
地
域
資
源
の
「
一
要
素
」
に

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
十
分
だ
。

　

人
が
何
に
魅
力
を
感
じ
る
の
か
を
辿
る

と
、
水
文
化
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
若
手
が
お

も
し
ろ
が
っ
て
地
域
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
も
。

　

水
文
化
を
知
る
た
め
に
は
、
人
口
減
少

の
な
か
で
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
他
の
文

化
も
た
く
さ
ん
知
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め

に
は
、
醤
油
カ
ツ
丼
の
よ
う
な
、
将
来
を

つ
く
る
オ
モ
シ
ロ
イ
人
に
出
会
い
た
い
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
水
か
ら
入
ら
な
い
水

文
化
論
。
ど
こ
ま
で
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
？

　
（
2 

0 
1    
4
年
11
月
7
〜
8
日
取
材
）

参
考
文
献　

・
大
野
市
『
大
野
市
史
第
14
巻
』
2
0
1
3　

・
河
原
哲
郎
『
歴
史
と
史
跡 

大
野
』
福
井
県
大
野
市
、

　

1
9
8
8　

上：七間通りに店舗兼
製造所を構える山元醤
油味噌醸造元

右：今も木桶を使い続け
ている山元醤油味噌醸
造元で見せてもらった
醤油の絞り工程

大野市の魅力を生むブランドシステム
「人」「地域資源」「文化」「象徴」、4つの要素が多様で関係が厚く明確なほど魅力をつくりやすい。

〈
魅
力
づ
く
り
の
教
え
〉

　

ト
ガ
ッ
た
B
級
グ
ル
メ
「
醤
油
カ
ツ

丼
」
を
お
も
し
ろ
が
る
仲
間
と
、
醤
油
を

ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
「
志
」
が
出
会
う
場
所
。

そ
こ
に
魅
力
は
生
ま
れ
る
。
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物部川流域

高松

高知

徳島

松山

 物部川    
 水系番号  ： 87
 都道府県  ： 高知県
 源流  ： 白髪山（1770 ｍ） 
 河口  ： 太平洋  
 本川流路延長  ： 71 km 72位／ 109

 支川数  ： 35河川 84位／ 109

 流域面積  ： 508 km2 88位／ 109

 流域耕地面積率  ： 5.3 ％ 86位／ 109

 流域年平均降水量  ： 2211 mm 35位／ 109

 基本高水流量  ： 5400 m3/ s 57位／ 109

 河口の基本高水流量  ： 5862 m3/ s 67位／ 109

 流域内人口  ： 3万 8314人 91位／ 109

 流域人口密度 ： 75人 / km2 75位／ 109

（基本高水流量観測地点：深渕〈河口から3.4km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）

川名の由来【物
ものべがわ

部川】
村石利夫編著『日本全河川ルーツ大辞典』(竹書房 1979)によると、
もののべ（物部）庄からきている。

109水系
1964年（昭和 39）に制定された新河川法では、分水界や大河川の
本流と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川までまとめて治
水と利水を統合した水系として一貫管理する方針が打ち出された。そ
の内、「国土保全上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定し
たもの」（河川法第 4条第 1項）を一級水系と定め、全国で 109の
水系が指定されている。

【物部川流域の地図】
国土地理院基盤地図情報「高知県」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ
（平成 18年）、流域界データ（昭和 52 年）、ダムデータ（平成 17年）、鉄道データ
（平成 25年）、空港データ（平成 25年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報
を使用した。（承認番号　平 26情使、第 787号）

左ページ写真：四万十川、仁淀川と並ぶ高知三兄弟の川、物部川

左ページ：（注 1）

野中兼山については『水の文化』39号（pp.34-39）を参照。

人の力で
〈川の恵み〉を取り戻せ ！

物部川
（高知県）

坂本クンと行く川巡り  第6回  
Go ! Go ! 109水系

川系男子 坂本貴啓さんの案内で、編集部の面々が全

国の一級河川「109水系」を巡り、川と人とのかかわり

を探りながら、川の個性を再発見していく連載です。
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河口

物部川

上流部

中流部
下流部

仁淀川

四万十川

北上川

木曽川

筑後川

天竜川

信濃川

利根川石狩川吉野川
那賀川

源流

1000m

0m
0km 100km 200km 300km 距離

2000m
標高

プ
ロ
ロ
ー
グ
〜

物
部
川
に
決
め
た
理
由

　

49
号
の
取
材
先
に
つ
い
て
坂
本
さ
ん
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
の
は
高
知
県
の
物
部
川

で
し
た
。
高
知
県
と
い
え
ば
四
万
十
川
や

仁
淀
川
が
有
名
で
す
が
、
物
部
川
は
そ
れ

と
並
ぶ
高
知
三
兄
弟
の
川
の
1
つ
で
す
。

物
部
川
流
域
は
全
国
有
数
の
多
雨
地
域
で

あ
り
、
山
間
部
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
年
平

均
降
水
量
は
3 

0 

0 

0
㎜
に
も
達
し
ま
す
。

物
部
川
は
急
勾
配
（
図
1
）
な
の
で
、
降

っ
た
雨
は
す
ぐ
に
川
へ
流
れ
出
る
う
え
、

雨
の
降
ら
な
い
時
期
に
は
渇
水
に
な
り
や

す
い
と
い
う
水
の
増
減
が
激
し
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
年
間
の
最
大
流
量
と
最
小
流

量
の
比
を
河
況
係
数
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
係
数
が
大
き
い
川
（
物
部
川
は
河
況
係
数
約

6 

0 

0 

0
）
ほ
ど
渇
水
が
生
じ
や
す
く
、
か

つ
洪
水
対
策
も
困
難
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
物
部
川
に
は
利
水
・
治
水
の

構
造
物
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
古
く
は
江

戸
時
代
初
期
の
土
佐
藩
家
老
の
野
中
兼
山

の
利
水
事
業
（
注
1
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
物

部
川
下
流
域
は
土
佐
一
の
穀
倉
地
帯
と
な

り
ま
し
た
。
流
域
の
恵
み
の
も
う
1
つ
が

全
国
有
数
の
美
味
と
評
判
の
物
部
川
の
天

然
ア
ユ
。
全
国
の
ア
ユ
を
食
べ
比
べ
る

「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」（
通
称
：
利
き
鮎
グ

ラ
ン
プ
リ
）
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
五
穀
豊
穣
の
地
、
物
部
川

流
域
で
す
が
、
最
近
は
困
っ
た
こ
と
も
起

き
て
い
ま
す
。
山
の
荒
廃
が
急
速
に
進
ん

で
い
て
、
川
が
荒
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

物
部
川
の
問
題
に
迫
り
た
い
と
考
え
る

坂
本
さ
ん
と
と
も
に
、
解
決
に
向
け
て
汗

を
流
す
流
域
の
人
々
を
訪
ね
ま
し
た
。

野
中
兼
山
が
開
い
た

高
知
最
大
の
穀
倉
地
帯

　

国
土
交
通
省
の
物
部
川
出
張
所
で
、
依よ

り

光み
つ

孝
司
出
張
所
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
高
知
県
中
部
を
流
れ
る
河
川
流
路
71

㎞
の
物
部
川
は
、
高
知
県
香か

み美
市
の
白
髪

山
（
標
高
1 

7 

7 

0
m
）
を
水
源
と
し
、
流

域
は
南な

ん
こ
く国

市
、
香こ

う
な
ん南

市
、
香
美
市
に
ま
た

が
り
ま
す
。
流
域
内
人
口
は
約
4
万
人
。

下
流
域
の
扇
状
地
が
香
長
平
野
で
す
。
か

つ
て
は
米
の
二
期
作
が
行
な
わ
れ
、
今
は

ニ
ラ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
施
設
園
芸
が
盛

ん
。
た
だ
し
、
古
来
よ
り
堤
防
が
脆
弱
だ

っ
た
た
め
、
資
産
が
集
中
す
る
右
岸
側
お

よ
び
河
口
部
に
近
い
左
岸
側
を
中
心
と
す

る
堤
防
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

右
岸
に
あ
る
高
知
龍
馬
空
港
、
高
知
大

学
や
住
宅
地
な
ど
を
守
る
た
め
に
行
な
っ

て
い
る
事
業
の
1
つ
が
「
下
ノ
村
引
堤
事

業
」
で
す
。
今
あ
る
堤
防
の
さ
ら
に
住
宅

坂本 貴啓 さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 
システム情報工学研究科 

博士後期課程 
構造エネルギー工学専攻 

在学中

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、高校生になってから下校途
中の遠賀川へ寄り道をするようになり、川に興味を持ちはじめ、川に青春を捧げ
る。高校時代にはYNHC（青少年博物学会）、大学時代には JOC（Joint of 
College）を設立。白川直樹研究室『川と人』ゼミ所属。河川市民団体の活動
が河川環境改善に対する潜在力をどの程度持っているかについて研究中。

図 1 物部川と全国主要河川の勾配比較
物部川の河床勾配は上流部が約 1/40、中流部が1/145、下流部が約
1/280。他の河川と比べてもきわめて急流であることがわかる。
出典：「物部川水系河川整備計画」（2010年 4月 /国土交通省四国地方整備局・高知
県）を参考に編集部作成
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8687
82

69

42
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41,000

128,000

143,000万尾

77,000

164,000

27

推
定
流
下
仔
魚
数 

各
年
秋
冬

万
尾 

推
定
遡
上
数 

各
年
3
月

整備規模を
6～7倍に拡大

産卵床のつく
り方を変えた

地
側
に
堤
防
を
つ
く
る
こ
と
で
川
幅
を
広

げ
、
流
下
能
力
を
2 

5 

0 

0
㎥
／
s
か
ら

4 

2 

0 

0
㎥
／
s
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

2 

0 

1 

3
年
3
月
に
用
地
買
収
が
完
了
し
、

今
は
築
堤
中
で
す
。

川
と
海
が
分
断
さ
れ
る

「
河
口
閉
塞
」
の
発
生

　

今
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
と
し
て
、

依
光
所
長
は
「
河
口
閉
塞
」
を
挙
げ
ま
し

た
。
河
口
に
土
砂
が
堆
積
し
て
川
が
海
と

切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
で
す
。
原
因

は
川
の
水
（
流
量
）
が
少
な
い
た
め
、
海

か
ら
押
し
寄
せ
る
波
の
力
に
負
け
て
し
ま

い
、
行
き
場
を
失
っ
た
土
砂
が
滞
る
こ
と
。

「
川
と
海
が
分
断
さ
れ
る
と
ア
ユ
や
ウ
ナ

ギ
な
ど
が
行
き
来
で
き
な
く
な
り
、
生
態

系
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
詰

ま
っ
て
は
掘
る
の
繰
り
返
し
で
す
」
と
言

う
依
光
所
長
。
河
口
閉
塞
の
対
応
と
し
て
、

年
10
回
以
上
も
土
砂
を
撤
去
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
太
平
洋
側
の
川
に
多
く

見
ら
れ
る
現
象
で
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

「
河
口
閉
塞
は
波
の
高
さ
や
河
川
流
量
が

関
係
し
ま
す
。
物
部
川
は
海
流
（
黒
潮
）

よ
り
も
沿
岸
流
（
注
2
）
の
影
響
が
強
い

よ
う
で
す
。
川
の
流
れ
の
力
が
波
の
力
に

負
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
洪
水
に

期
待
す
る
か
、
河
川
管
理
者
が
定
期
的
に

川
を
開
く
手
助
け
を
す
る
し
か
方
法
は
な

く
、
と
て
も
悩
ま
し
い
問
題
で
す
」

　

物
部
川
に
あ
る
永
瀬
ダ
ム
、
吉
野
ダ
ム
、

杉す
い
た田

ダ
ム
の
影
響
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

「
物
部
川
は
3
つ
の
ダ
ム
で
流
量
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、
下
流
に
も
一
定

の
流
量
し
か
流
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ほ
と

ん
ど
の
支
流
が
ダ
ム
の
上
流
で
合
流
す
る

う
え
、
ダ
ム
の
下
流
で
は
有
力
な
支
流
が

合
流
し
な
い
の
で
、
土
砂
を
押
し
流
す
力

が
弱
い
の
で
し
ょ
う
」
と
坂
本
さ
ん
。

　

ち
な
み
に
現
在
の
維
持
流
量
（
注
3
）

は
1
・
86
〜
2
・
9
㎥
／
s
（
非
灌
漑
期
・

統
合
堰
下
流
）
で
瀬せ

ぎ切
れ
（
注
4
）
は
避
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
維
持
流
量
が
0ゼ
ロ

だ
っ
た
と

き
は
瀬
切
れ
が
頻
発
。
産
卵
期
に
ア
ユ
を

遡
上
さ
せ
る
た
め
、
漁
師
た
ち
が
自
力
で

溝
を
掘
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

天
然
ア
ユ
を
増
や
す

手
づ
く
り
の
産
卵
床

　

天
然
ア
ユ
を
増
や
そ
う
と
産
卵
床
の
整

備
な
ど
を
行
な
う
物
部
川
漁
業
協
同
組
合

（
物
部
川
漁
協
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
理
事
の

小
松
和
博
さ
ん
と
山
本
学
さ
ん
、
参
事
の

中
村
志
緒
さ
ん
、
最
年
少
組
合
員
の
岩
﨑

嵩
広
さ
ん
（
21
）
と
岩
﨑
さ
ん
の
祖
父

（
84
）
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

物
部
川
漁
協
は
、
ア
ユ
、
ア
メ
ゴ
（
ア

マ
ゴ
）、
ウ
ナ
ギ
、
ツ
ガ
ニ
（
モ
ク
ズ
ガ
ニ
）

な
ど
漁
業
権
魚
種
の
放
流
や
管
理
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
杉
田
ダ
ム
か
ら
上
流
部
は

人
工
種
苗
の
ア
ユ
を
放
流
し
て
い
ま
す
が
、

下
流
部
は
天
然
ア
ユ
の
遡
上
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
（
注
5
）。

　

坂
本
さ
ん
い
わ
く
、
物
部
川
漁
協
が
天

然
ア
ユ
の
遡
上
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
別
の

と
こ
ろ
か
ら
連
れ
て
き
た
養
殖
育
ち
の
放

流
ア
ユ
は
環
境
の
変
化
に
弱
い
か
ら
。
生

ま
れ
育
っ
た
川
の
個
体
な
ら
多
少
の
環
境

の
変
化
に
も
対
応
で
き
ま
す
が
、
養
殖
個

体
は
急
激
な
変
化
に
弱
く
、
一
度
冷
水
病

な
ど
の
病
気
が
入
る
と
絶
滅
す
る
危
険
も

あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
物
部
川
育
ち

の
ア
ユ
を
育
て
る
こ
と
が
、
物
部
川
の
ア

ユ
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
た
天
然
遡
上
の
ア
ユ
事

業
は
4
年
前
の
2 

0 

1 

1
年
（
平
成
23
）
に

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
当
時
は
橋
梁
や
河

川
の
改
修
工
事
が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
び
に

川
の
環
境
が
変
わ
る
た
め
「
こ
れ
で
は
放

流
し
た
ア
ユ
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
天
然
ア

ユ
を
増
や
す
手
助
け
を
し
よ
う
」
と
考
え

て
の
こ
と
で
し
た
。
2 

0 

0 

9
年
に
産
卵

床
の
つ
く
り
方
を
変
え
、
2 

0 

1 

0
年
の

秋
に
は
産
卵
床
の
面
積
を
6
〜
7
倍
（
7 

0 

0 

0
㎡
）
に
拡
大
。
す
る
と
一
気
に
稚
ア

ユ
の
数
が
増
え
ま
し
た
。（
図
2
）

物部川の河口。波に押されて砂州が発達している。年 10回以上浚渫（しゅんせつ）するが、以
前に比べると改善されている。2009年度（平成 21）以前は年に100回以上も開削していた

下：国土交通省四国地方整備局高知河川国道事務所物部川出張所の依光孝司出張所長

（注 3）維持流量

漁業、動植物の保護、地下水の維持、塩害防止、景観、船運、河口閉塞の防止、河川管理施設
の保護、流水の清潔の保持などを総合的に検討し、渇水時に維持すべきとして定められた川の流
量。ちなみに流水の正常な機能を維持するために必要な流量を「正常流量」と呼ぶ。これは維
持流量に加えて、水利権（かんがい用水など）に支障をきたさない川の流量をいう。

（注 2）沿岸流

沿岸周辺で発生する波の流れ。

（注 4）瀬切れ

河川の流量が少なくなり流水が途切れてしまう状態。

◀図 2　アユの流
りゅうかしぎょ

下仔魚数と遡上数
流下仔魚数は1週間に1回、同じ場所・時刻に直径 50cmの網を
30秒間沈めて入った仔魚を数えた。2014年 4月の遡上数の少な
さは海水温が低かったことによる。翌々月にはたくさん遡上した。
提供：物部川漁業協同組合
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「
難
儀
な
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
結
果
が

出
て
い
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
」
と
笑
う

小
松
さ
ん
。
2 

0 

1 

5
年
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
さ
ら
に
産
卵
床
を
増
や
し
、
ア
ユ
を

捕
食
す
る
害
鳥
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。

　

産
卵
床
の
1
つ
に
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
ユ
が
卵
を
産
み
つ
け
や
す
い

よ
う
に
重
機
で
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
テ

グ
ス
を
張
り
巡
ら
し
て
害
鳥
対
策
を
施
し

た
産
卵
床
で
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ

を
履
い
て
川
の
な
か
へ
。
11
月
初
旬
な
の

で
水
は
か
な
り
冷
た
い
で
す
。
そ
っ
と
石

を
持
ち
あ
げ
る
と
、
キ
ラ
ッ
と
光
る
小
さ

な
粒
々
が
…
…
。
天
然
ア
ユ
が
産
み
つ
け

た
卵
で
し
た
。

　

物
部
川
漁
協
の
人
た
ち
の
活
動
は
、
天

然
ア
ユ
の
産
卵
と
い
う
自
然
の
営
み
を
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
天
然
ア
ユ
を
増
や
す
取

り
組
み
は
物
部
川
漁
協
の
皆
さ
ん
の
英
断

だ
と
思
い
ま
す
。
漁
業
者
に
と
っ
て
は
放

流
し
て
安
定
的
に
ア
ユ
が
獲
れ
た
方
が
よ

い
は
ず
で
す
が
、
長
い
目
で
見
て
、
今
こ

こ
で
天
然
ア
ユ
を
育
て
て
お
か
な
け
れ
ば

未
来
に
か
か
わ
る
と
決
断
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
本
さ

ん
と
岩
﨑
嵩
広
さ
ん
は
数
年
前
に
物
部
川

で
出
会
っ
て
以
来
の
川
系
男
子
仲
間
。「
彼

の
物
部
川
に
対
す
る
愛
情
は
深
い
で
す
。

祖
父
の
教
え
や
志
を
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
る
の
で
、
彼
が
次
世
代
の
物
部
川

を
守
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」
と
信
頼
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

ア
ユ
の
生
育
を
鈍
ら
せ
る

物
部
川
の
「
濁
り
」

「
今
、
物
部
川
が
抱
え
る
一
番
の
問
題
は

濁
度
で
す
」
と
言
う
の
は
小
松
さ
ん
で
す
。

「
急
流
河
川
な
の
で
川
の
環
境
が
変
わ
る

と
生
態
系
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
上
流
の

山
で
は
土
砂
崩
れ
が
頻
発
し
て
い
て
、
川

の
濁
り
が
と
れ
な
い
の
で
す
。
川
が
濁
っ

て
も
そ
れ
な
り
に
獲
り
方
が
あ
る
の
で
漁

に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
い
へ
ん
な

の
は
魚
た
ち
。
水
が
濁
っ
て
い
る
と
日
光

が
差
し
込
ま
な
い
の
で
光
合
成
が
鈍
り
、

エ
サ
と
な
る
珪
藻
が
育
た
な
い
の
で
す
」

　

岩
﨑
嵩
広
さ
ん
は
「
2 

0 

1 

2
年
が
ひ

ど
か
っ
た
で
す
。
年
間
2 

0 

0
日
は
濁
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。
2 

0 

1 
4
年
も
雨
が
多
く
、
あ
る
時
期
ま
で
ア

ユ
は
や
せ
細
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
エ
サ

が
な
け
れ
ば
魚
も
病
気
に
な
り
ま
す
。

「
養
殖
ア
ユ
は
弱
く
、
大
雨
が
降
っ
て
水

が
濁
っ
た
り
水
温
が
下
が
っ
た
り
す
る
と

す
ぐ
病
気
に
な
る
。
放
流
ア
ユ
だ
け
な
ら

ま
だ
し
も
、
蔓
延
し
た
ら
天
然
ア
ユ
も
ダ

メ
に
な
る
の
で
下
流
の
放
流
は
や
め
た
の

で
す
」
と
小
松
さ
ん
。

　

ま
た
、
本
川
に
3
基
あ
る
ダ
ム
が
順
繰

り
に
放
水
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
濁
り

が
長
引
き
ま
す
が
、
大
き
な
要
因
は
別
に

あ
り
ま
し
た
。「
発
端
は
1 

9 

9 

2
年
（
平

成
4
）
に
上
流
の
山
で
起
き
た
大
規
模
な

山
火
事
で
す
」
と
指
摘
し
た
の
は
山
本
さ

ん
。
樹
木
が
消
失
し
た
場
所
に
で
き
た
草

原
に
草
が
生
え
、
そ
こ
に
シ
カ
が
入
り
込

ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
徐
々
に
周
囲
の

森
が
荒
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
森
が
回
復
し

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
豪
雨
が
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

笹
ま
で
食
い
尽
く
す

シ
カ
の
脅
威

　

濁
り
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
山
を
案
内

し
て
く
れ
た
の
は
、
高
知
大
学
名
誉
教
授

で
三さ

ん
れ
い嶺

の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
代
表

の
依
光
良
三
さ
ん
。
物
部
川
の
源
流
域
に

あ
た
る
白
髪
山
を
含
む
三
嶺
山
域
一
帯
の
、

シ
カ
の
食
害
に
よ
る
森
の
荒
廃
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
物
部
川
本
川
の
源
流
と
さ
れ
る

「
ジ
ル
沢
」
の
様
子
を
遠
目
に
見
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
崩
落
が
起
き
て
い
る
ほ
か
、

林
床
（
森
林
の
地
表
面
）
に
何
も
生
え
て
い

な
い
、
砂
漠
の
よ
う
な
裸
地
が
か
な
り
の

面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。
ジ
ル
沢
や
西
熊

渓
谷
源
流
部
な
ど
の
荒
廃
が
物
部
川
の
濁

右：物部川漁協がアユの産卵床と
して整備しているのは全部で3カ
所あり、ここはそのうちの1つ。ア
ユが卵を産みつけやすいように重
機で石をひっくり返し、空中にテ
グスを張り巡らせて害鳥対策も施
している。アップの写真は、石に
産みつけられた天然アユの卵。ア
ユは苔が生えていない、ツルツル
した石を好む。顔写真右から、物
部川漁協理事の小松和博さん、
物部川漁協理事の山本学さん

左：上流部で投網を披露する物部
川漁協の最年少組合員、岩﨑嵩
広さん。すぐにアユを捕えた

右ページ：（注 5）

物部川のアユ釣りは杉田ダムを境に漁期が異なる。
下流部は毎年 5月15日に解禁し、アユの産卵期
を考慮して 9月30日で終了。杉田ダムより上流
部は7月1日から12月31日まで。
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り
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

「
も
と
も
と
原
生
林
は
、
林
床
に
笹
な
ど

が
生
い
茂
り
、
大
木
と
笹
の
根
が
合
わ
さ

っ
て
崩
壊
を
防
ぐ
力
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
激
増
し
た
シ
カ
に

笹
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、
1 

0 

0 

0 

ha
を
超

え
る
面
積
の
林
床
植
生
が
壊
滅
し
、
回
復

で
き
な
い
の
で
す
」
と
依
光
さ
ん
。

　

笹
は
、
シ
カ
に
葉
を
食
べ
ら
れ
た
と
し

て
も
根
が
残
り
、
生
き
て
い
れ
ば
土
壌
を

支
え
ら
れ
ま
す
が
、
枯
れ
て
し
ま
う
と
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
笹
と
い
う
最
後
の

歯
止
め
を
失
っ
た
土
壌
は
、
少
し
の
雨
で

も
土
砂
が
流
出
し
、
山
林
が
崩
落
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
シ
カ
の
食
害
が
ひ
ど
く

な
っ
た
の
は
2 

0 
0 
7
年
（
平
成
19
）
か
ら
。

そ
の
2
年
前
の
2 

0 

0 
5
年
に
は
源
流
域

の
香
美
市
別べ

ふ府
で
総
雨
量
1 
2 
0 
0
㎜
の

豪
雨
が
あ
っ
て
も
崩
落
は
起
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
2 

0 

1 

2
年
7
月
は
3 

0 

0
㎜
の
雨
で
大
量
の
土
砂
が
崩
落
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
シ
カ
の
食
害
が
も
た
ら
し

た
被
害
だ
と
依
光
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

シ
カ
を
駆
除
し
な
け
れ
ば

山
も
川
も
ダ
メ
に
な
る

　

続
い
て
白
髪
山
の
登
山
口
か
ら
「
み
や

び
の
丘
」（
標
高
1 

5 

5 

9
m
）
を
目
指
し
ま

す
。
登
り
30
分
、
下
り
10
分
ほ
ど
の
遊
歩

道
の
そ
こ
か
し
こ
に
食
害
の
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。
シ
カ
は
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
樹
皮

を
剥
が
し
て
食
べ
る
の
で
、
立
ち
枯
れ
し

て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
な
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ

を
探
す
方
が
難
し
い
く
ら
い
で
す
。

　

た
だ
し
、
多
少
で
も
植
生
が
残
っ
て
い

れ
ば
、
再
生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

依
光
さ
ん
た
ち
は
三
嶺
山
域
の
植
生
を
守

ろ
う
と
、
シ
カ
の
防
護
柵
（
防
鹿
柵
）
を
張

り
巡
ら
し
、
駆
除
に
よ
っ
て
自
然
林
を
再

生
し
つ
つ
、
同
時
に
土
砂
の
問
題
も
解
決

し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

み
や
び
の
丘
に
到
着
す
る
と
防
鹿
柵
が

あ
り
ま
し
た
。
柵
の
外
側
と
内
側
で
は
植

生
の
豊
か
さ
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
笹

も
し
っ
か
り
生
え
て
い
ま
し
た
。
ブ
ナ
を

保
全
す
る
た
め
に
土
を
守
り
水
も
蓄
え
る

コ
ケ
を
移
植
し
て
い
る
ほ
か
、
マ
ッ
ト
を

敷
き
、
杭
を
打
ち
込
ん
で
土
壌
の
流
出
も

防
い
で
い
ま
す
。
広
大
な
エ
リ
ア
な
の
で

大
変
な
労
力
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
作
業
に
参
加
す

る
人
は
約
1 

0 

0
人
で
、
多
い
と
き
は
1 

6 

0
人
に
も
上
る
そ
う
で
す
。
2 

0 

0 

7

年
に
活
動
を
開
始
し
た
三
嶺
の
森
を
ま
も

る
み
ん
な
の
会
の
声
が
け
で
、
四
国
森
林

管
理
局
、
環
境
省
、
高
知
県
、
流
域
三
市
、

J 

A
を
巻
き
込
み
、
市
民
向
け
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
依
光
さ
ん
に
物
部
川
の
濁
度

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
ダ
ム
や
農
業
排
水

も
一
因
で
す
が
、
最
大
の
原
因
は
山
」
と

指
摘
し
ま
す
。「
ダ
ム
が
な
く
て
山
も
健
全

な
川
な
ら
ば
濁
っ
て
も
3
〜
4
日
で
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ダ
ム
が
あ

っ
て
山
の
状
態
も
悪
い
物
部
川
は
濁
り
が

抜
け
る
ま
で
2
〜
3
週
間
か
か
り
ま
す
」

　

坂
本
さ
ん
は
「『
山
の
荒
廃
は
川
の
荒

廃
』
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
事
例
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

「
現
在
の
物
部
川
は
、
山
の
傷
口
が
ふ
さ

が
る
前
に
シ
カ
が
傷
口
を
え
ぐ
っ
て
化
膿

（
斜
面
崩
壊
）
し
て
い
る
た
め
回
復
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
防
鹿
柵
に
よ
っ
て
シ
カ

の
侵
入
を
防
ぎ
、
木
が
本
来
の
丈
に
育
つ

の
を
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
、
傷
口
は
回
復
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
依
光
先
生

た
ち
が
物
部
川
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
、
実
際
に
行
動
に
移
さ
れ
た

こ
と
に
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
り
ま
す
」

「
適
度
な
洪
水
」
は

川
に
と
っ
て
不
可
欠

　

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
、
高
知
市
に

本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
西
日
本
科
学
技

術
研
究
所
の
土
木
研
究
室
室
長
・
西
山

穏や
す
しさ

ん
と
元
副
所
長
・
福
永
秦や

す
ひ
さ久

さ
ん
で

す
。
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
は
、
創
業

上：シカの食害によって源流部の山々で起きている崩落。食害のひどい
山に分け入ると、林床は砂漠のように何も生えていない／下：みやびの
丘に設けられた防鹿柵。外側と内側では植生の豊かさがまったく違う。三
嶺（さんれい）の森をまもるみんなの会の代表を務める依光良三さん

左ページ：（注 6）水制

海岸や河川の水勢を緩和したり、流れの方向を整えたり
するため水中に設ける工作物。古くは蛇籠（じゃかご）
が有名。近自然工法では現場の近くにある石や柳などの
木を用いることが多い。
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者
の
故
・
福
留
脩し

ゅ
う
ぶ
ん文

さ
ん
が
ス
イ
ス
を
モ

デ
ル
と
す
る
近
自
然
工
法
を
日
本
に
最
初

に
持
ち
込
ん
だ
会
社
で
す
。
で
き
る
限
り

生
き
物
に
配
慮
し
た
工
事
施
工
を
提
案
し
、

各
地
の
川
や
森
を
再
生
し
ま
し
た
。
こ
の

工
事
の
考
え
方
は
、
日
本
で
は
「
多
自
然

（
型
）
川
づ
く
り
」
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

物
部
川
と
支
流
で
実
施
し
た
工
事
の
現
場

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
別
府
峡
へ
。
西
山
さ
ん
は
「
こ

こ
が
工
事
を
し
た
現
場
で
す
」
と
言
い
ま

す
が
、
い
く
ら
目
を
凝
ら
し
て
も
自
然
の

川
そ
の
も
の
。「
ど
こ
を
工
事
し
た
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
、

こ
れ
こ
そ
が
近
自
然
工
法
の
真
髄
で
す
。

も
と
も
と
あ
っ
た
巨
岩
を
活
か
し
、
小
ぶ

り
な
石
を
自
然
な
形
で
置
く
水
制
（
注
6
）

で
、
瀬
や
淵
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て

い
ま
し
た
。
昔
、
あ
る
工
事
を
請
け
負
っ

た
際
に
「
こ
れ
じ
ゃ
ど
こ
を
工
事
し
た
か

わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
担
当
者

に
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

近
自
然
工
法
を
設
計
す
る
方
に
は
最
高
の

褒
め
言
葉
な
の
で
す
。

　

日
本
の
川
の
多
く
は
、
少
し
前
ま
で
は

水
害
（
水
が
あ
ふ
れ
て
被
害
が
出
る
こ
と
）
を
恐

れ
、
と
に
か
く
河
道
は
ま
っ
す
ぐ
に
、
河

床
は
掘
り
下
げ
て
、
短
時
間
で
水
を
一
気

に
河
口
ま
で
流
そ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
本
来
、
川
は
蛇
行
す
る
も
の
。
だ

か
ら
こ
そ
魚
が
エ
サ
を
と
る
瀬
が
で
き
、

大
型
の
魚
の
隠
れ
家
と
な
る
淵
が
で
き
る

の
で
す
。
さ
ら
に
福
永
さ
ん
は
、
川
に
は

洪
水
（
水
が
増
え
る
こ
と
）
が
必
要
だ
と
力

説
し
ま
す
。

「
適
度
な
攪
乱
が
石
の
表
面
を
き
れ
い
に

し
た
り
、
砂
利
を
運
ぶ
か
ら
魚
た
ち
は
卵

を
産
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」　

　

次
は
物
部
川
の
支
流
で
あ
る
片
地
川
へ
。

1 

9 

9 

8
年
（
平
成
10
）
に
氾
濫
し
て
水
害

が
発
生
し
た
あ
と
、
県
が
堤
防
を
築
く
際

に
「
環
境
に
も
配
慮
し
た
い
」
と
依
頼
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
治
水
の
た
め
の
築
堤
は
必
要
で
す
。
水

際
と
河
床
だ
け
で
も
、
あ
る
程
度
効
果
的

な
工
夫
が
可
能
だ
と
考
え
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
福
永
さ
ん
。
そ
の
川
本
来
の
蛇
行

の
波
長
を
読
み
、
川
の
底
に
石
を
並
べ
る

こ
と
で
、
瀬
や
淵
、
中
州
が
早
く
回
復
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

福
永
さ
ん
は
「
瀬
や
淵
な
ど
川
本
来
の

環
境
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
自
然
に
近
づ

く
た
め
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

近
自
然
工
法
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
、
福
永
さ
ん
と
別
れ
た
あ
と
、

坂
本
さ
ん
は
「
川
の
外
科
医
は
手
術
跡
を

残
さ
な
い
の
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
故
・
福
留
脩
文
さ
ん
は
腕
利
き
の
川
の

外
科
医
で
し
た
。
彼
ら
の
集
団
の
す
ば
ら

し
さ
は
ど
こ
を
手
術
し
た
か
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
の
術
（
技
術
力
）
で
す
。
手
術
の
コ
ツ

を
う
か
が
う
と
『
洪
水
』
の
と
き
に
水
の

流
れ
を
よ
く
見
て
お
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

川
は
表
情
が
常
に
変
わ
り
ま
す
。
時
間
を

違
え
て
何
度
も
同
じ
場
所
を
観
察
す
る
こ

と
で
『
川
が
ど
う
な
り
た
が
っ
て
い
る
の

か
』
と
い
う
意
志
を
汲
み
と
る
か
ら
こ
そ
、

患
者
（
川
）
に
最
適
な
手
術
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
す
」

エ
ピ
ロ
ー
グ
〜

人
の
力
で
取
り
戻
す

　

坂
本
さ
ん
は
物
部
川
を
巡
っ
て
何
を
感

じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
山
の
荒
廃
に
よ
る
濁
水
、
本
川
に
あ
る

3
つ
の
ダ
ム
に
よ
る
流
量
の
減
少
、
流
量

減
少
に
よ
る
河
口
閉
塞
な
ど
、
恵
み
を
生

む
物
部
川
の
力
を
弱
め
て
い
る
原
因
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ど
の
川
に
も
課
題
は

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
物
部
川
は
山

と
川
の
応
答
が
速
い
川
な
の
で
問
題
が
顕

著
に
現
れ
や
す
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
問
題
が
現
れ
や
す
い
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
を
正
せ
ば
回
復
も
顕
著
に

現
れ
る
と
も
い
え
ま
す
。

「
人
が
手
を
か
け
る
こ
と
が
川
の
力
を
回

復
す
る
後
押
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
然

ア
ユ
の
産
卵
床
、
三
嶺
山
域
の
植
生
保
護
、

近
自
然
工
法
な
ど
、
物
部
川
は
い
わ
ば

『
川か

わ
も
り守

』
の
手
で
川
の
恵
み
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
物
部
川

の
変
化
が
楽
し
み
で
す
」

　
（
2 

0 

1 

4
年
11
月
2
〜
4
日
取
材
）

上：近自然工法を用いた物部川上流部。淵がなくならないようにもともとあった巨石を活かしてその周
囲に石を配置。砂が溜まっては流れる状態を人為的につくった。コンクリート壁の基礎部の川底が水勢
で掘られて壊れる危険も減らす。顔写真右から、株式会社西日本科学技術研究所の土木研究室室長
を務める西山穏さん、西日本科学技術研究所でかつて副所長を務めた福永秦久さん／下：物部川の
支流である片地川の近自然工法の現場。10年以上経って、瀬や淵、中州が自然な姿に回復している
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かつて暮らしや憩いの場、交通手段として活かされて

いた都市の水辺は、高度成長期にいったん姿を消し、

市民から遠く離れてしまいました。しかし今ふたたび、

水辺の復活・再生を目指す人々のネットワークやコミュ

ニティの活動が盛んになり、インフラも整備され、賑わ

いを取り戻そうとしています。魅力ある「水都」の再

生には、どのような取り組みが求められるのでしょうか。

そこで、ミツカン水の文化フォーラム2014では「水都

ルネッサンス――『これからの水都像とコミュニティデ

ザイン』を考える」と題して、建築史家の陣内秀信さ

ん、コミュニティデザイナーの山崎亮さん、地域政策研

究者の中庭光彦さんをお招きし、「水都」の再生に向

けての方策やヒントを探りました。

講演 1　陣内秀信さん

水辺を元気な都市空間に
――歴史、暮らし、文化、経済の視点から

講演 2　山崎亮さん

水辺のコミュニティデザイン

討論　陣内秀信さん×山崎亮さん（コーディネーター 中庭光彦さん）

これからつくるべき・残すべき
『水都』という仕組みとは

日時：2014年 11月 20日 (木）13：30～ 17：00
会場：ワテラスコモンホール（東京都千代田区）

来場者数：120人

　

最
初
に
登
壇
し
た
陣
内
さ
ん
は
、
イ
タ

リ
ア
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
ア
グ
リ
ト
ゥ
リ

ズ
モ
の
漁
業
版
「
ペ
ス
カ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
」

や
水
辺
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
文
化
産
業

と
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
の
取
り
組

み
な
ど
国
内
外
の
水
辺
の
取
り
組
み
を
紹

介
。「
日
本
に
は
欧
米
に
は
な
い
遊
び
心
の

水
辺
文
化
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
水
辺

に
か
つ
て
あ
っ
た
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
各
地
で
進
め

る
山
崎
さ
ん
は
「
水
辺
に
無
関
心
な
人
を

ど
う
振
り
向
か
せ
る
か
」
と
い
う
観
点
か

ら
講
演
。
自
身
が
か
か
わ
っ
た
「
瀬
戸
内

し
ま
の
わ
2 

0 

1 

4
」
の
狼の

ろ
し煙

リ
レ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

の
実
例
を
上
げ
な
が
ら
、
人
々
を
「
そ
の

気
に
さ
せ
る
」
巻
き
込
み
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
庭
さ
ん
を
加
え
た
お
三
方

が
「
水
都
」
の
仕
組
み
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。「
地
縁
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
は
興
味

で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
水
辺
を
使

い
こ
な
す
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
」（
陣
内

さ
ん
）、「
水
辺
で
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
い

い
ん
だ
、
と
思
わ
せ
る
『
思
い
も
よ
ら
な

い
使
い
こ
な
し
』
が
大
事
」（
山
崎
さ
ん
）
と

い
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
詳
細
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陣内 秀信 さん
じんない ひでのぶ

法政大学デザイン工学部
建築学科教授

山崎 亮 さん
やまざき りょう

studio-L代表
東北芸術工科大学教授
京都造形芸術大学教授
慶應義塾大学特別招聘教授

中庭 光彦 さん
なかにわ みつひこ

多摩大学経営情報学部
経営情報学科准教授
多摩大学総合研究所副所長

センター活動報告

ミツカン水の文化フォーラム2014を開催しました

水都ルネッサンス
「これからの水都像とコミュニティデザイン」を考える



編
集
後
記

取
材
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
今
ま
で
の
「
養
殖
」
へ
の
認
識
が
い
か
に

い
い
加
減
だ
っ
た
の
か
わ
か
っ
た
企
画
で
し
た
。
品
質
や
技
術
向
上

の
一
方
で
、
餌
代
等
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
も
知
る

こ
と
に
。
そ
の
価
値
を
知
り
、
美
味
し
く
魚
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
後
）

漁
船
に
乗
り
込
み
養
殖
現
場
を
み
せ
て
頂
い
た
り
、
何
種
類
も
の
ブ

リ
を
食
べ
比
べ
た
り
、
釣
り
も
や
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
今
回
も
新

鮮
な
取
材
ば
か
り
。
そ
の
中
で
様
々
な
「
養
殖
に
し
か
な
い
価
値
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ま
の
養
殖
に
対
す
る

見
方
を
、
少
し
で
も
変
え
ら
れ
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。（
亜
）

養
殖
に
た
く
さ
ん
の
種
類
や
、
こ
ん
な
創
意
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
。
今
、
魚
介
類
は
値
段
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
更

な
る
改
良
を
進
め
て
、
ぜ
ひ
養
殖
魚
に
は
、
安
定
供
給
出
来
る
利
点

を
活
か
し
、
価
格
か
ら
来
る
魚
食
離
れ
を
食
い
止
め
る
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
。（
原
）

天
然
と
養
殖
。
今
ま
で
は
相
反
す
る
言
葉
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
号
を
通
し
て
、
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
知
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
で
手
に
取
る

日
も
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
吉
）

生
魚
が
苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
、
食
べ
比
べ
体
験
は
少
し
大
変
な
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
試
食
し
た
「
湯
煮
」
と
い
う
食
べ
方
に

は
驚
き
で
す
。
魚
の
味
は
す
る
の
に
く
さ
み
だ
け
が
消
え
て
い
る
。

味
に
対
す
る
生
産
現
場
へ
の
要
望
ば
か
り
高
い
が
、
食
べ
る
側
に
も

工
夫
が
必
要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
力
）

今
号
か
ら
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
が
あ
り
根

強
い
フ
ァ
ン
も
多
い
『
水
の
文
化
』
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
、

か
な
り
悩
み
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
す
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
誌
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
 すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用
ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。
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2015年（平成 27）2月
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※禁無断転載複写

日本人にとって水は身近な存在です。そして、日本のも

つ水の清冽なイメージや水道インフラは世界レベルで

優位性があるものだと日本人は思っているかもしれませ

ん。では、実際に海外の人々は日本の水文化をどのよう

に認識しているのでしょうか。滞日中の東アジア・東南

アジアからの留学生 200人に聞いてみました。詳細は

ホームページからご覧ください。

センター調査報告

日本の水文化調査報告（2014年度）

滞日アジア留学生がもつ
日本の水魅力イメージ



	 表紙上：	早朝、沖合のいけすから船で運んできた「かぼすブリ」を活魚トラックへ。小口の
注文にもすべて対応している（撮影・藤牧徹也）

	 表紙下：	のんびり泳いでいたのに引っ張り出されてご機嫌ナナメの「温泉とらふぐ」。海が
なくても温泉水で立派に育つ（撮影・川本聖哉）

	 裏表紙上：	日生町漁業協同組合のカキむき場。シーズンを迎えた「日生かき」の出荷に追われ、
一時も手を休めない（撮影・川本聖哉）

	裏表紙下右：	近畿大学水産研究所による完全養殖の魚介類を丁寧に盛りつける。切り身はどれも
分厚く、ボリュームたっぷり（撮影・大平正美）

	裏表紙下左：	船上で活き締めにして血抜きを施した「かぼすブリ」の箱詰め作業。水揚げされる
とすぐに氷詰めで各地に出荷される（撮影・藤牧徹也）

高成田享 「ひとしずく 『おらほのカキ』が奏でる新しい食文化」
有路昌彦 「市場も文化もこれから変わる」
大分県漁業協同組合 「養殖魚の味を変えた特産品『かぼす』」
近畿大学水産研究所 「養殖に対する〈負のイメージ〉を変えていく」
株式会社夢創造 「過疎に悩む地域を救うか？『温泉とらふぐ』」
日生町漁業協同組合 「カキとアマモのハーモニー」
上田勝彦 「養殖魚をおいしく食べるコツ」
山本剛史 「エサの変遷とこれからの養殖」
古賀邦雄 「水の文化書誌 淡水魚の増・養殖を図る」
編 集 部 「食の風土記 気候と純度の高い水が育む吉野葛」
中庭光彦 「魅力づくりの教え 歩くほどに物語が生まれる場」
坂本貴啓 「Go ! Go ! 109水系 人の力で〈川の恵み〉を取り戻せ！物部川」
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